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    1.赤子
    　影が揺らいだ。


　森の木々さえもただの濃墨でえがいた闇でしかない暗夜のなか、明かりも持たずに現れたのは一人の子供だった。


　少年なのか少女なのか外見からはわからない。纏う衣装、装いによってどちらにも見えてしまう中性的な顔立ちをしている。


　きめが細かい肌は焼けを知らず、整った顔立ちを闇のなかに浮き上がらせるほど。肩にかかる絹糸のような艶をもつ髪は漆黒で、わずかな明かりをも集めて輝きをちらつかせる。


　首からくるぶしまでの長さの白い一枚布を脇で縫い合わせて手首までの長袖をつけたすとんとした上衣のトーブと、同じくくるぶし丈の下衣のパンツ。首にかけられた手のひらほどの幅の帯のようなものも同じくくるぶし丈で、豪奢な刺繍が施されたそれは子供が歩くたびに金糸銀糸がちらちらと煌めく。


　子供が向かった先には小さな天幕があった。


　そのすぐ手前には焚き火。その明かりが子供を照らして、さらに首にかけた帯状のものを煌めかせていたものの正体だった。


　焚き火の見張り番なのだろう。天幕の外にいた一人の男が子供に向かって一礼すると、振り返って天幕の中に向けて声をかけた。


　中から現れたのは二人の男と一人の老婆、そして老婆が抱きかかえた赤子。


　三人の男たちは老婆より一歩さがった場所で横一列に並ぶとその場に膝をついた。


　いっせいに全員が頭をさげて子供へ礼をとる。


　彼らは子供と同じ白いトーブとパンツ姿だった。幾分汚れているのはここまで旅をしてきたためだろうと思われる。違うのは腰に帯が巻かれているところくらいだろう。子供に比べるとかなり質素な刺繍だが、それでも共通点は見受けられる。


　つまりは子供が首にかけている帯状のものは正真正銘帯ということになる。なぜそのようなことをしているのかは不明だが、あえて腰に巻かずに装飾品のように首にかけることで、帯そのものに注目をさせるようにしているのかもしれない。そうすることによってその帯の刺繍の豪奢さが一瞥するだけでわかるようにしているとも考えられた。


　もっともここにいる赤子を除いた四人全員が多少の濃淡はあるもののすべて赤茶けた髪の色をしているように、それはこの世界の人に共通する髪色という常識のなかで、子供の漆黒の髪はそれだけでもじゅうぶん目立つものだったが。


　帯と髪色。それがなにも言わずとも子供の正体を彼らに知らしめるものだった。


　数拍ののち、老婆だけが顔をあげた。


「ようやっと相まみえることが叶いました、昼の神子さま、夜の巫女さま。約定に従いし品をお持ちいたしましたので、我にどうぞお力添えをよろしくお頼申します」


　老婆のすぐそばにいた男が、両の手のひらに小さな欠片をのせてうやうやしく掲げる。


　子供はそれを髪色と同じ漆黒の瞳で一瞥すると小さくうなずいてようよう口を開いた。


「なにを所望する？」


　老婆が差しだしたのは腕に抱いていた赤子だった。


「この子の処分を」


　禁忌の子供だというその赤子は女児。頭部を薄く覆うのは白い髪。


　さすがに殺すのは忍びないのでミコにということだった。


　ミコは欠片を持つ者の願いはなんであろうと叶えなくてはならない。ミコと呼ばれた子供は欠片と赤子を受け取るとその場をあとにした。


　子供が向かった先は以前宿を借りたことのある村だった。


　村につくまでは木の実から採れるミルクを与えた。


　これは動物にとっても人にとっても一時的であれば乳の代わりになるものだ。森のあちこちで簡単に手に入るが、もちろんこれだけでは栄養が不足するため、母乳を与えることができない間のつなぎでしかない。


　それでも空腹で餓死させるよりはマシである。


　目的の村は赤子を受け取った場所からわりと近い位置にあったために数日でたどり着いた。するともくろみどおり乳飲み子を抱えた母親が数人おり、乳をわけてもらえることになった。


　その母親たちのうちの一人は以前宿を借りた家の娘で、今回も同じ宿で寝泊まりできるように取り計らってくれた。


　禁忌の赤子に名づけるものなどいない。


　子供は自身の名前――久哉《ひさや》から「ひ」をとって雛《ひな》と名づけた。


　ミコの子供は少年だった。


　雛は乳を飲んですくすく育っていった。


　この村で数年を過ごして雛は童女へと成長したが、久哉はまったく変わらない子供の姿のままだった。


　ミコは歳を取らない――成長しないということはこの世界の常識のようなもの。当然この村の者全員も知っていること。


　しかし知っていることと、その異様な光景を間近で見続けることは別物だ。平気でいられるものではない。平常心を保つにも限度はある。


　できるだけ早く村を出ていったほうがいいことはたしかだ。


　それでもせめてと、言葉を覚えて、旅ができる程度にまで成長するのを待ってから、久哉は雛の手を引いてその村をあとにした。


　引き留めるものは一人もいなかった。


 













    2.妖怪退治
    　季節を問わず青々とした緑葉を茂らせる木々で埋め尽くされた森。


　森ではない場所といえば、湖と、人が生活している村、そして砂漠くらいのものだろう。


　人は森を切り開いて村をつくる。村の周囲には畑や家畜の放牧地がつくられる。牧草が食べつくされて砂漠化すると、人は別の森へと移動した。


　そうして移動しているうちにまれに人以外のモノの棲み処や狩場に出くわしてしまうことがある。


　一つは人とそっくりな姿かたちをしているが、髪は黒く、瞳の紅い妖。


　もう一つは人とも動物とも異なる醜悪な外見の妖怪。


　妖は男性しかいないため、まれに人の女性を襲って子を宿らせる。


　妖怪は人や動物を襲って食べる。


　どちらも厄介な存在だった。


　人は多少の色の濃淡はあるものの髪も瞳も赤茶けた色をしている。


　久哉のように漆黒の髪と瞳を持つ人は他にはいない。これで瞳の色まで紅ければ妖としか思われなかっただろう。


　しかし妖ではなくとも実際のところは、どれほど時が過ぎようとも子供の姿のままの久哉を恐れているものは多い。ミコとして祭り上げているようにみえて、そこにあるものは神に対する畏れでは決してなく、ブキミな存在に対する恐れでしかなかった。


　願いを叶えてくれるとしてもその条件はかなり厳しい。小さな欠片は探したところでそうそう見つかるものではないからだ。


　必然扱いは敬うミコとしてではなく、恐れるブキミな存在ということになってしまう。


　ミコとして敬うフリをするのは願いを告げるその瞬間だけ。


　欠片さえあればミコはその望みを叶えなくてはならないのだからへりくだる必要はないのだが、ブキミな存在だからこそ人は本心を隠してこうべを垂れる。保身ゆえに。


　久哉と共に旅をすることとなった雛も、周りからの扱いは似たようなものだ。


　見たことのない白い髪。茶色味が薄く一見赤にも見える瞳。ただそれだけで禁忌の子供とみなされて捨てられた赤子。それでも命を奪われなかっただけマシだと考えるのか、むしろなにもわからない赤子のうちに命を摘み取られていたほうが本人のためだっただろうにと考えるかは、部外者ならではの思考だ。


　雛にとっては、産み落とされて生かされた。ただそれだけのことでしかない。赤子のうちは誰しも他人に育ててもらわなければ生きていけない。


　雛は久哉や乳を飲ませてもらった村人たちによって生かされた。ただそれだけのこと。


　生きているから生き続けている。


　そして生きていれば当然腹は減る。


　盛大に鳴き喚く腹の虫。


　雛は顔をしかめながら足元にあった枝を手に取った。


「久哉、これは食べられる？」


　雛が指差したのは、甘い香りのする長楕円形で淡紫色の果実だった。


「ああ。それなら食べられる」


　ようやく食べてもいい果実が見つかり、雛は歓声をあげながら手にした枝で叩き落とした。


　上のほうにももう一つ実がなっている。しかし大人ならまだしも、そこは幼い雛がどれだけ飛び跳ねても届かないほど高い位置にあった。


「久哉、あれはどうやったら採れる？」


　雛よりは幾分背が高いとはいえ、子供でしかない久哉では当然届かない場所にある果実。やはり樹に登るしかないかと思われたが、久哉は屈みこむと雛の脚を抱えて持ち上げた。


「これでどうだ？　届かないか？」


　いきなり目線が高くなった雛はおもしろがって周囲を見渡していたが、久哉の一言に目的を思い出して背伸びをするようにして手に持ったままだった枝を振った。不安定な体勢だったため数回空振りをしてしまったが、なんとか無事に叩き落とすことができた。


「採れたよ、久哉」


　地面におろしてもらった雛はその果実を久哉へと差しだした。


「はいっ久哉の分」


　半ば押し付けるようにして久哉に渡すと、雛は残った果実を矯めつ眇めつ眺めた。


「この果実はアケビという」


　久哉がいつものように雛へと説明を始めた。


　本来は一つの房から三つほど実がついているはずなのだが、誰かにすでに収穫されてしまったあとのようでこれだけしか残っていなかった。


　アケビは熟すと肉厚の皮がぱかっと縦に割れて中の実があらわになる。中の白い実はとろっとしており、たくさんの黒い種を抱えていた。


「この白い実をこのまま食べて、口の中で軽く噛んで崩しながら実と種を選り分けるんだ」


　種は食すと便秘になるといわれているので、噛み砕かないように気をつけて必ず吐き出して実だけを飲み込む。


　雛はわかったとうなずいてさっそく皮を開いて白い果実に歯を立てた。


「あんまーい」


　香りから想像したままのとろけるような甘さが病みつきになりそうだ。


　歩きながらアケビの実を頬張る。選り分けた種をときおり吐き出しながら、雛の視線は新たな食べ物を探して上下左右に動いた。


　道から外れて森の奥へ分け入ればもっと食べられる果実は見つかるだろうが、下手に道から外れると妖や妖怪に出くわしてしまう可能性が高まる。獣なら食料になるが、彼らは身の危険を招くだけでなんの利点もない。かかわるだけ損だ。だから多少ひもじい思いをしたとしても、できるだけ道を使うのは旅人の常識となっていた。なぜだかわからないが妖や妖怪は道には現れないからだ。


　ただし『道』であればなんでもいいというわけではない。


　道の中央に埋め込まれた白い石によって線がひかれているように見える道だけだ。そのためその道は白道と呼ばれている。その石から左右に、それぞれ成人男性三人の身の丈分の幅が安全帯だといわれている。


　道そのものはそれほど広くはないが、野宿をする際には道のすぐわきでおこなうようにすれば安全帯の中なので、少なくとも妖や妖怪に襲われる心配はしなくてもよくなる。


　そうした理由もあって雛たちが白道を歩いていると、やがて道が二股に分かれた場所にたどり着いた。先が見える範囲ではどちらも白道だ。


「久哉、今度はどっちに行く？」


　分かれ道に差し掛かると雛は何度も久哉にたずねた。


「雛はどちらに行きたい？」


　返ってくる答えはいつもこんな感じ。けれどこのときはめずらしく久哉が方向を示した。


「昨夜星が流れたから、ここは星を追って右の道を進もう」


「なにがあるの？」


「欠片が」


　それ以上は久哉は答えなかったが、雛は星の欠片だろうと思って合えるときを楽しむことにした。


　その後も分かれ道があれば久哉が選ぶ。どうやらずっと右のようだ。途中で白道から外れることになってしまったが、久哉は躊躇しなかった。


　三股のところだけ真ん中の道を進めば、やがて砂漠が見えてきた。


　その手前の木々がまばらになっているところに天幕が張られている。


　旅人だろうか。


　雛が首をかしげていると、天幕のそばにいた人がこちらに気づいて仲間に声をかけている様子が窺えた。


　久哉はその人たちのところに向かっているようだった。


　天幕から出てきた人たちは男性ばかりで、全部で五人。


　いっせいに膝をついて久哉を迎える。


　久哉が立ち止まると中央にいた一人が一礼した。


「昼の神子さま、夜の巫女さま。ようやくまみえることが叶い、恐悦至極に存じます。約定の品はこのとおり。どうぞお力添えをお願いいたします」


　男は手のひらに小さな欠片をのせて久哉に差し出した。


　七色に輝く小さな欠片。


　雛はあれが星の欠片かと思うと胸がわくわくしてきた。あとでじっくり見せてもらおうと心に決めて、今はおとなしく久哉の後ろに立つ。


　口をはさんではいけないことくらいは、幼い雛にもわかったからだ。


　久哉は欠片を一瞥すると口を開いた。


「なにを所望する？」


「村に生け贄を要求してきた妖怪の退治をお願いします」


　村は移動してきたばかりで、ようやっと開墾を済ませたところ。食料の備蓄も残りわずかしかなく、逃げるに逃げられない状態のところへ妖怪がやってきたのだという。


「余裕があれば村ごと逃げてしまえば済む話ですが、さんざん探し回ってようやく生活できる場を見つけたところなのです。どうかお助けください」


　もとより欠片を差しだしてきたからには久哉に否やはない。


　久哉と雛は男たちに案内されて彼らの村へと向かった。


　村は男の言葉どおり、いかにもできたばかりという状態だった。


　家は獣から身を守るために、大人の背丈ほどの高い位置に丸太敷きの床がある。あとは雨よけに羽状複葉で羽片が線状披針形の大きな葉を葺いた屋根と、木質化した茎を縦に四つ割りしたものを風が通りやすいように適度に隙間を開けて並べた壁があるだけ。その家一つ一つに十数家族ずつが暮らすため、大きさだけはそれなりにある。とりあえずは村人全員が最低限生活できる場所だけは確保できたという状態で、家族単位の家や食物倉庫などはこれからおいおい作っていくといったところだ。


　雛たちはできたばかりの小屋の一つへと案内された。


　この小屋が基本的に家族単位の家となる。家族というよりは若い夫婦用のといったほうが正しいが。


　大部屋からわずかに離れた場所に建てられたこちらの小屋には、出入口以外は隙間なく板を張った壁で覆われているため、容易には中が見えないようになっている。せいぜい、人が覗けない高い位置に換気用の穴が数か所あけられている程度。


　若夫婦が気兼ねなく子孫繁栄に励めるようにという配慮だ。


　雛たちは夫婦でもなければ大人ですらないが、大部屋に雑魚寝させることを、村人が嫌がったからだろう。実際雛たちにあてがわれたのは、大部屋群とも小屋群とも微妙に距離をあけた位置に建てられた小屋だったからだ。


　それでも小屋の中は生活に支障がないように村人と遜色なく整えられていたし、すぐさま運び込まれた食事も礼儀に反するものではなかった。むしろ客人として丁重に遇したものだった。


　雛にとってはご飯が食べられるだけでじゅうぶんともいえたが。


　食後は村長が挨拶に来て、生け贄について説明してから退室していった。


「ねえ久哉、どうやって退治するの？　いつものようにスパンって切っちゃう？」


　言いながら雛は久哉のマネをして片腕を斜めに振り上げた。


「さすがにそれは無理だろう」


「どうして？」


「妖怪や妖は、ほかの生き物と比べ物にならないほど強いからだよ」


　人や動物――仮に獰猛な獣だったとしても――は大量の出血をさせたり、頭や胸などの急所を攻撃すればいいだけなので息の根を止めることはたやすい。


　いっぽう妖怪や妖は急所の位置が個体によって違ううえに、がっちりと守られていて、通常の刃物ではそこまで届かない。せいぜい表面に傷をつけるのが精一杯。その傷すらも異常に発達した治癒力で瞬く間に治ってしまうので、倒す前にこちらが倒されてしまうというのが現状だった。


　だからこそミコの久哉に助けを求めてきたのだ。


　ふうん、と雛は相槌を打つ。


「でも久哉なら倒せるんでしょう？」


　久哉の口元だけがわずかに弧を描く。肯定の証だ。


「だが、雛の協力も必要だ」


　珍しい言葉に、雛は一瞬聞き間違いかと思ったが、見返す久哉の瞳からそうではないことがわかった。


　雛はしっかりとうなずいた。


「うん、わかった。なんでも手伝うよ」


 













    3.生け贄
    　朔月がもたらす闇夜。


　木質化したタケと呼ばれる茎を指の太さほどに縦割りしたものと、タケほど太くも硬くもないが同じように木質化したヨシと呼ばれる茎。その二種類の茎をそれぞれ腕の長さほどに揃えて手に持てるくらいの太さに束ねて作ったたいまつ。そのたいまつに火をつけた明かりだけを頼りにして、村人たちはひとつの駕籠を担いで森を分け入った先にある沼のほとりへとやってきた。


　沼からほんの少し離れた場所に駕籠をおろす。


　駕籠はタケを編んで作ったもの。中に生け贄を入れてからタケを縦に四つ割りしたもので作った縦柵で四方を囲い、さらに縄で縛って固定してあるので、道具でもなければ自力で逃げることはかなわない。非力な童女であればなおのこと。


　駕籠の真ん中に座っている生け贄の童女は、縦柵の隙間から外を眺めていた。ただしたいまつの明かりが届く範囲でしか認識できないため、興味を引くものは見つかりはしなかったが。


　村人たちは駕籠を取り囲むような形で四隅に、まだ火のついていないたいまつを地面に突き刺すようにして立てた。


　準備を終えると四つすべてに火をつける。


　火のついたたいまつの明かりに照らされて、駕籠が闇夜に浮き上がり、中にいる生け贄の白い髪が炎の色に染まる。


　生け贄として駕籠の中にいるのは雛だった。


　村人たちは一人として口を開かずにここまでの作業を淡々と終えると、目配せして早々に立ち去った。


　だれだっていつ妖怪が現れるのかわからない場所に長居したくはないだろう。


　雛は後ろを向いて、村人たちが持っているたいまつの明かりが少しずつ小さくなっていくのを見送った。


　点となった明かりが闇にとけたのを見届けると、雛は正面へと向き直る。そこには妖怪が棲むという大きな沼があった。


　大きいとはいえ所詮は沼。深さなどたかが知れている。とはいえ人の背丈の数倍は水深があるのだから妖怪が棲むこともできるのだろう。


　村人たちがこの地域に居を構えることにしたときに、当然この沼も調べていたという。そのときは沼底に生えている水中植物が確認できるほどには透明度があった。


　しかし妖怪が棲みつき始めてからは沼の水は濁って悪臭をはなつようになってしまったそうだ。事実沼のそばにいる雛のところにまでその悪臭が迫ってくる。


（臭ーい。早く終わってくれないかなー）


　声は出すなと言われているので、雛は心の中でぼやいた。


　空を見上げてみても、朔月なのだから月の位置で時間を測ることもできない。星は見えていたが、まだ星読みができない雛にはそこからなんの情報も得られなかった。


（ひーまー）


　抱え込んだ膝の頭に顎をのせて沼を見つめながら、雛はため息をついた。


　すると沼のほうから突風がきて、たいまつの明かりをすべて消してしまった。


　完全な闇と化した周囲。


　しばらくして夜闇に目が慣れてきたころ、膝を抱えている腕に力を込めて雛は悲鳴を呑み込んだ。


　沼の一部が不気味に盛りあがったかと思えば、勢いよく水をまき散らして妖怪が姿を現したからだ。


　陸に上がってきた妖怪はおよそ大人三人分くらいの大きさだった。


　横幅も同じくらいあるので球体にも見える。全体的にたるんだ表面は、人にたとえていうと人生を棄てているのではないかと思えるくらい醜い姿をしていた。


　ぶよんぶよんと肉を揺らしながら妖怪が駕籠へと近づいてくる。


（気持ち悪ーい）


　雛は両手で口を押えた。


　そうやって無理やり吐き気と悲鳴を呑み込む。


　星明りだけでは暗すぎて詳細はわからないが、たぶん体中に纏わりつかせているへどろや水中植物あたりだろう。妖怪が歩くたびにびちゃりびちゃりと不快な音をともなって周囲に飛び散るそれらが、余計に不気味さを増していた。


　雛は月が出ていないこと、そしてたいまつの火が消えてくれたことを感謝した。おかげで妖怪を影絵に近い状態としてしか認識しないで済んだ。臭くて不気味であることには変わりないが、それでも醜怪なその姿をまざまざと見せつけられるよりははるかにましだと思えた。


　駕籠のそばまでやってきた妖怪は、片手で駕籠をつかむと、顔の幅いっぱいにある口を大きく開いてそのまま口中へと放り込んだ。


　丸呑みされた駕籠の中で毬のように転がりながら、目を閉じた雛はとにかく体を丸めて被害を最小限に抑えるように努力した。それが久哉からの指示でもあったからだ。


　あちこちにぶつかるたびに痛みで悲鳴がもれそうになる。


　それを歯を食いしばるようにして抑え込んで、同時に口も閉ざした。


　ようやく底に達したか、もしくはどこかに引っかかったのか。とにもかくにも落下は停止した。うまい具合に駕籠は床を下にして停まってくれていた。もっとも側面が下になっていたとしても、ある程度は体を支えられるように縦柵を組んでいたため問題はなかった。縦柵をしっかりと固定していたのは、生け贄が逃げださないようにするためではなく、生け贄役の雛を守るためだった。


　雛は周囲の気配を探って動きがないことを確認すると、ゆっくりと目を開ける。闇のなかにあっては人の肉眼ではなにも捉えることはできない。それでも実行しようとしたことが苦も無くできる状態というのは多少の安心感をもたらした。


　ほっとしたように息を吐きだした雛は、なんとなく左手の小指の付け根に口づけた。そこには久哉の髪がお守り代わりとして一本巻きつけられている。


　雛は久哉に教わったとおりに一拍柏手を打つと、大きく息を吸い込んだ。


「陽狭夜《ひさや》」


　呼びかけに応じた存在が雛の隣に現れる。そこに立っていたのは久哉。『陽狭夜』とは久哉の真名だった。昼と夜の狭間に存在するミコ――陽狭夜。普段は決して口にしてはならないといいきかせられていた名前。


「よくやった」


　久哉の姿を雛の瞳が捉えることはかなわないが、慣れ親しんだ気配と声を聞くことができて、ようやく雛は肩の力を抜いた。


　そんな雛の頭を久哉がひと撫でする。見えないはずの久哉の満足そうな笑顔が見えた気がした。すると雛の胸がなぜかトクンと跳ねた。


　雛にとって久哉は、父のようであり、母のようでもある。兄のようであり、姉のようでもある。現実面でいえば師匠であり恩人であった。けれどこのときはその中のどれにもあてはまらなかった。


　戸惑う雛をよそに、久哉は次の手へと移る。


「こいつが沼に戻らないうちに始めよう」


　雛は現状を思い出して気を引き締めた。


　この時のために雛はずっと久哉に教わってきたことがある。


　雛がおこなったときとはまったく響きの異なる柏手が一拍。久哉がおこなったそれは、瞬時にその場に二人を包む結界を築いた。


「臨、兵、闘、者、皆、陣、列、在、前」


　久哉の声に合わせて、雛は教わったとおりに手で印を組む。複雑な形をしている印はすぐには組めなかったが、何度も練習してきたため今では遅れることなく正確に組めるようになっている。


　横で同じように印を組む久哉に呼吸を合わせる。


　一拍おいて打たれた柏手もぴったりと重なった。


「天清浄、地清浄、内外清浄、六根清浄と祓給う」


　二人の口から紡がれるのは天地一切清浄の祓。


「天清浄とは天の七曜九曜二十八宿を清め、地清浄とは地の神三十六神を清め、内外清浄とは家内三宝大荒神を清め」


　一音一音魂を込めて紡がれる詞は、その身を寄坐として神降ろしをなさしめる。


「六根清浄とは其身其体の穢を祓給清め給う事の由を、八百万の神等諸共に、小男鹿の八の御耳を振立てて聞し食せと申す」


　寸分の狂いもなく同時に打ち鳴らされた柏手は、共鳴してさらに大きく響き渡った。


　四方八方に広がる音を追うように、降ろした力が一瞬にして膨れ上がって雛たちの体からほとばしる。それはまさに爆発と表現するにふさわしいほどの威力をともなっていた。


　雛は歯を食いしばってその衝撃に耐えた。


　重ね合わせた両手にいっそう力をこめて、まるで嵐に呑み込まれて膝が折れそうになるほどの豪雨にさらされているような衝撃に耐える。


　地を叩き、空を揺さぶるような咆哮が轟く。


　やがて妖怪の体を内側から破裂させた清めの力は、妖怪の断末魔さえ呑み込んであたり一帯を祓い清めた。


　これで一件落着かと思われたが、かすかにうごめくものの気配を感じて雛たちが視線を向けた先では、巧妙に隠されていた妖怪の核がいまだにあがいていた。


　さすがは妖怪。二人がかりでもあっさりとはいかなかったようだ。


　どうするのかと尋ねようとした雛の耳に、久哉が唱える呪が届く。


「ノウマクサラバタタギャテイギャク」


　紡がれるのは火界呪。


「ウンタラタカンマン」


　招来した火生は、妖怪の核を呑み込んで灰も残さずに焼き尽くした。


　残滓を探ってゆっくりとあたりを見まわす久哉を真似て、雛も周囲に視線を投げる。


　ほかに禍物の気配は感じられず、沼から漂っていた悪臭も消えて透明度を取り戻しつつある。沼底から巻き上げられたへどろなどが沈殿しきれば、本来の沼の姿へと戻るだろう。


　雛は久哉の顔を見上げた。


「これで終わり？」


「そうだな。あとは村に戻って欠片を受け取るだけだから」


　欠片を受け取ったあとは、また久哉と二人で気ままな旅に出るものと思っていた雛は、村長の提案に目を丸くしたのだった。


 













    4.捨て石
    　村に戻った久哉と雛は、すぐに村長のところへと案内された。


　欠片はすぐに久哉の手に渡された。


　これで用事は済んだ。だから二人はすぐさま旅立とうとしたのだが、慌てて村長に引き留められたのだった。


「雛殿はまだまだ成長期で栄養のある食事が必要でしょう。遊び相手としてちょうど良い、同じような年頃の娘たちもおりますし、もうしばらくはこの村に留まられてはいかがでしょう」


　村長の言葉を聞いて、雛はこの村に置いていかれるのかと不安になった。


　どう考えても久哉の足手まといになっていることはたしかだからだ。


　けれどこれは、また妖怪が襲ってくるかもしれないという恐れから、ミコである久哉に留まってもらうための詭弁だった。


　欠片はもうない。しかし雛の幼さを理由に村に留まらせておけば、いざというときには村も守ってもらえるだろうという下心。


　久哉は見かけは子供でもそれなりの時を生きてきているため、そうした言葉の裏には気づいていた。とはいえ雛が成長期で栄養が不足がちなことも事実だったので、ちろりと雛を一瞥しただけで小さくうなずいた。


「そうですね。そうしてもらえるとこちらも助かります」


　そこでいったん間をおいて、けれどと続けた。


「ほんとうによろしいのですか？」


　ミコたる久哉。そして白髪の雛。どちらも素直に村人たちが受け入れるとは思えない。


　けれどそれに関してはすでに、久哉たちが妖怪退治をしている間に、村人全員で話し合いがなされていたようだ。


「そのことでしたらご安心ください。あなたがたは村の恩人です。村をあげて歓迎いたします」


　とりあえず今まで使っていた小屋をそのまま雛と久哉が使うことになった。


　食事はこれまでは二人分小屋に運ばれていたが、これからは雛だけ村のものたちと一緒に取ることになった。


　最初の言葉どおり、雛と同じくらいの年齢の童女たちが多くいる大部屋の中に同席する形となる。


　その日から雛は新たな生活が始まった。


　もともと赤子のころから他人の村で育ててもらっていた雛は、すぐに慣れた。人にではなく、その境遇にだったが。


　口ではどうこういっても村人たちはやはり怯えを隠しきれないようだ。だが雛はそれに気づかぬふりで日々をやり過ごした。


　仮に髪を赤茶けた色に染めたところで、すでにもともとの色は白だと知れ渡っている。多少の違いはあるかもしれないが、解決には至らない。すでに布で髪全体を覆って隠してみたこともあったが、変化はなかった。そうした経験から髪を染めることも無意味なことだと気づいている。


　だから雛はそのままの姿で存在した。髪を隠さず、そして染めもせずに。


　それに怯えているからといっても邪険にするわけではないので、必要な事はちゃんと声をかけてもらえた。


　だから村の仕事ももちろん他の子供たちと同じだけ手伝っていた。


　一定以上の距離はあけられているものの、もともとよそ者なのだからと考えれば不思議ではない距離感だともいえた。


「ヒナー、ワタ摘みに行くよー」


「はーい」


　いつも率先して声をかけてくれるのは村長の娘――レイで、雛よりもわずかに年上の少女だ。雛と背丈はほぼ同じだが、レイのほうがややぽっちゃりしている。赤茶けた髪はやや濃いめで、背の半ばほどの長さの髪を後ろでまとめて三つ編みにしてある。この村の女性の一般的な髪型だ。雛もそれを真似て小屋の外に出るときは三つ編みにしている。雛のほうは腰を過ぎたくらいの長さがあったが、要は髪が作業の邪魔にならなければいいだけなので、編むのは首から背中あたりまでだったが。


　レイは村長である父親から頼まれているのだろう。


　雛は、久哉を村に留めておくための錨。だからこそ村をあげて受け入れているのだし、逃げられないように見張られてもいた。小屋にいるあいだも周囲に見張りが立っていたし、外に出るときはこうして誰かが声をかけてくる。食事に誘われたり、手伝いに誘われたりと、いかにも村人として扱っていると見せかけて決して目をはなすようなことはなかった。


　だからといってあからさまに監視しているといったふうではない。


　食事に誘うのは気兼ねしないようにという気遣いともいえるし、手伝いに誘うのも同様。


　いじめられたり無視されたりすれば苦痛だろうが、受け取り方次第で善意にも悪意にも取れるあいまいな扱いは、なにも雛だけのことではないので被害は無いに等しい。


　不必要に近づきさえしなければ、村人たちは普通の人と同じように接してくれる。ご飯もきちんと食べさせてもらえる。特に虐げられているわけではなく、手伝いもほかの村の子供たちと同じ仕事内容なのだから、これで文句をつけたところでただのわがままとしか思われないだろう。


　それほどの待遇だった。


　雛は足早にレイのあとを追う。表面上は至れり尽くせりの対応を受けているからこそ、せめて足手まといにはならないようにと。


　向かった先は集落からわずかに離れた場所に作られたワタの栽培場。


　ワタとは繊維作物でほとんどの村で栽培されている。高さは人の腰あたりで、葉は手のひら状。卵形の果実が褐色に熟すと裂開して多数の種子に生じた白く長い毛が露出する。これを実綿と呼び、雛たちが今から摘み取るものがこれだ。実が弾けてしっかりと白い毛――綿花が吹き出しているものを、ごみをよけながら収穫していく。摘み取った実綿は、あとで綿花と種子――綿実とにわけて利用する。


　こうした作業もすでに何度目か。


　実綿摘み――この村ではワタ摘みと呼んでいる――の手伝いは毎年のことなので、もはやなにを言われなくても雛は慣れた手つきで作業を進めていく。


　この収穫した綿花を精製して木綿綿にし、一部は布団や衣類の中に入れて冬に備える。残りの綿花は紡いで木綿糸にしてから布を織り、村人たちが身につけるトーブやパンツなどの衣類が作られていく。


　雨が降らないうちにと村人総出でワタ摘みをおこなうので、すべてを収穫し終えるのも早い。もちろんまだ時期尚早な実は後日あらためて収穫することになるが、ほとんどの実綿は初日に集中して摘み取ることになる。


　雛は雑にならないように気をつけながらも、ひとつでも多く摘もうと努めた。


　作業は日暮れ前に終わった。


　一部の村人は食事の用意をするために、先に村へと帰っていく。残りの者たちで収穫した実綿を運搬用の大籠にまとめていった。


「ヒナ、そっちの奥に収穫済みのワタが入った籠がまだ残っているはずだから取ってきてくれる？」


「はい、わかりました」


　摘み取った実綿でいっぱいになった大籠がのっている荷車から順に村へと引いていく。これは力のある男性がおこなうので、子供たちはところどころに置いてある籠を回収に走る。


　最初は複数個の空の籠を重ねて持ち、籠がいっぱいになればその場に置いて次の籠へと収穫した実綿を入れていく。そして村へひきあげる前にこうやっていっきにそれを回収していった。


　その籠が栽培場の奥――森との境付近にも残っているということで、雛は小さな台車を押しながら走って取りに行った。隣の通路を見ればレイが同じ台車を押しながら走っている。一つ二つならじゅうぶん手に持って運べるが、それ以上となると何度もこの距離を往復しなければならない。しかし狭い通路に合わせて作られたこの小型の台車さえあれば、一度に複数の籠を運ぶことができた。


　四分の三ほどの距離まではすでに回収を終えたようで籠は残っていなかった。そのあたりを過ぎてからぽつぽつと置かれている籠を拾っては台車にのせていく。


　最後の籠を拾おうと手をかけた雛の耳に、かすかにもれ出たようないびつな声が届いた。


「え？」


　なにごとかと顔をあげた雛が、レイを見る。彼女は顔をひきつらせて震えていた。あの声はレイの悲鳴だったようだ。


　いったいどうしたことかとレイの視線を辿るようにして首をめぐらせた雛は、森の中からこちらを見つめている妖怪を見つけた。


　四足の妖怪はがっしりとした四肢を持ち、大人の男性よりもさらに二回りは大きい体をしていた。風もないのに、真っ黒い体毛がゆらゆらと不自然にうごめいている。また雛たちを獲物とみなしているであろうその瞳は炎のように朱く揺らめいていた。


「妖怪……」


　雛はぽつりとつぶやいた。


　この栽培場から出ない限りは襲われないと久哉に聞いていた雛は、とりあえず手にかけていた籠を持ち上げて台車にのせた。


　体を起こしてレイのほうを見ると、完全に動けなくなっているようだ。


　雛のほうは全部台車にのせ終わったが、レイのところはまだ二つ残っていた。


　レイに気づかれないように内心でそっとため息をついた雛は、ワタの木と木の間を突き抜けるようにして畝を横切って足元の籠を一つ拾うと、レイが押している台車にのせた。もう一つは畝の際――栽培場と森の境にある。


　その籠のところへ行くということは、妖怪に近づくということでもある。久哉を信じている雛だったが、だからといって妖怪に近づいていくことに恐怖を感じないわけではない。


　唾を飲み込んで、ギュッと拳を握ると、雛は意を決して一歩踏み出した。


　ようやく籠のところまでたどり着いた雛は腰をかがめて手をのばす。


　そのとき駆けてくる足音が聞こえて、雛はそのままの体勢で後ろを振り返った。


　足音の主はレイだった。


　ようやく自分の仕事を思い出して手伝ってくれる気になったのかと思った。しかしついでだからこのまま籠を持ち上げようとした雛は、腰を突き飛ばすように押されて前につんのめる。


　なにが起こったのか。すぐには理解できなかった。


　地面に倒れ込んだままぼんやりと顔をあげた雛が後ろを振り返ると、背を向けて逃げるように走り去っていくレイを視界にとらえた。すぐに見えなくなったその姿は、けれど雛の脳裏に刻まれた。


　静かに視線を落としてうなだれるように地面を見つめる。とりあえず体を起こそうとするも、悔しさから無意識に手を突いた場所の土をつかんで握りしめていた。


　結局雛は捨て駒だったのだろう。こんな風に危険な場所への使いはこれまでも何度もあったことだ。きっと最初からこうするために飼われていた。


　にじみそうになる視界。それをぎゅっと目を瞑って抑えこむと、ゆっくりと体を起こそうとした。


　だが突然背中を勢いよく押さえつけられて、雛は一瞬息が詰まる。


「ん、……くっ」


　重いものを背中にのせられているかのような感覚。数度咳き込んで多少呼吸を整えた雛は自身の状況を把握しようとした。


　雛の周囲に不自然な影ができていることはすぐにわかった。さらに顔をあげながら周囲に視線をめぐらせれば、そこには先ほどの妖怪の後足と尻尾があった。どうやら雛の背中にのっている重いものとは、妖怪の前足だったようだ。


（え……!?）


　レイから受けた仕打ちに思考が囚われていて、雛は現状を忘れてしまっていた。妖怪という命を脅かす存在が目の前にいたにもかかわらず。


　雛は慌てて後方へと視線を向ける。


　体は完全に栽培場からはみ出していた。


（あそこまで逃げ込まなきゃ）


　前足で簡単に押さえこまれていたが、それでもどうにかして久哉が築いた結界の中へと逃げ込もうとした。


（あそこまで）


　そんな風に自身に言い聞かせながらよりどころとするように栽培場の角へと目を向けた雛は、ハッとして目を瞠った。


（え!?　どうしてっ）


　そこにあるはずの石が見あたらない。


　石は結界を張るための点だと久哉は言っていた。点となる石と石を繋ぐようにして村を覆っているのだと。


　けれどその石がいくら探しても見あたらない。


　一瞬久哉が嘘をついていたのかと疑った。しかしこれまでも、妖怪には出くわさなかったものの狂暴な獣は何度も村までやってきており、そのつど結界に助けられてきた経験が雛にはあった。だからそれはありえないとすぐさま否定した。


　そもそも久哉が雛を騙す必要性はない。


　雛のことが邪魔になったならどこにでも置き去りにして一人で旅に出ればいいだけのこと。わざわざ妖怪がやってきて雛を襲うまで待つ必要はないのだ。


　だからこそ久哉は嘘は言っていないと思うし、信じたいと思った。


　それならばと他の理由を考えて、けれども同時に村人がなにかした以外には理由などないだろうことにも気づいた。


　雛は思わずため息をこぼした。


　あらためて栽培場へ視線を向けて、そこで遅ればせながら栽培場が幾分広くなっていることに気づく。


　ようするに村人たちはいつのまにか久哉が施した結界を越えるようにしてワタの栽培場を広げていたのだ。このぶんではほかの畑や家畜の放牧地もこっそりと広げている可能性がある。


　村の居住区だけは久哉の目に触れやすい場所なので手を加えていないとは思うが、それすらも怪しいかもしれない。


　実際のところ久哉は小屋の中にいるか、村の入口となっている門のすぐそばに生えている巨木の上にいることがほとんどで、雛と違って手伝いなどはしていない。さすがにミコを働かせることを村人が忌避したからだ。あとでなにをされるかわからないという意識が強かったのだろう。


　その点雛は最初から村の子供と同じように扱うと宣言したうえでの逗留だったので、手伝いもしっかりとさせられていた。雛が文句を言ったり、手を抜いたりしないとわかってからは、なおさらほかの子がやりたがらない仕事を押し付けられたりもしていた。


　けれどこれはさすがにひどいだろう、と雛は思う。


　広げたければ久哉に一言相談すればよかったのだ。そうすればそれに合わせて結界を広げてもらえたはずだし、結界の外に出さえしなければこんな風に雛を犠牲にしなくともじゅうぶん身の安全は確保されていたのだから。


（泣くな）


　自身に言い聞かせて雛は目を閉じる。


　幸い呼吸ができなくなるほどではない。捕らえられた最初だけは息が詰まるほどだったが、雛が暴れなかったからか、今は地面に縫い付けようとするほどには押さえつけは強くない。


　妖怪にとってはただのお遊びなのだろう。


　押さえつける力を弱めてもいっかな逃げられない雛をどう思っているのか。


　獲物と思っていることは最初に見た瞳で知っている。


　しかし捕らえてすぐに牙をたてるのかと思えば未だその様子はない。


　そろりと目を開けた雛はゆっくりと妖怪を仰ぎ見ようとした。そしてぱちくりとまばたきをする。ちょうど雛の顔を覗き込もうとしていた妖怪とばっちり目があってしまったのだ。


　もう一度まばたきをする。あえてゆっくりと。


　けれど。


　目を開けた先には、さきほどよりも近づいている妖怪の瞳が見えただけだった。


　どう見ても幻覚ではないようだ。その証拠に、妖怪の細長い鼻先が、ほつれた雛の白い髪を梳くようにもてあそび始めた感覚がしっかりと伝わってくる。


　妖怪にとってもこの髪の色はめずらしいということか。


　ときおりにおいをかいでいるのは、雛を食べることができるかどうか調べているのだろうか。


　雛が初めて妖怪を見たのは、この村に生け贄を要求していた沼の妖怪だけ。あのときは駕籠ごと飲み込まれたので怪我はなかったが、今度はそういうわけにはいかないだろう。飲み込みやすい大きさになるように噛み切られることは必至だ。


　それはいつやってくるのだろう。そして最初はどこなのか。


　考えてしまえば恐怖がじわりじわりと広がって体が震え始める。


（久哉ぁ）


　すがる存在はただ一人。けれど今はまだ太陽は沈んでいない。


　昼の神子の久哉は結界を張ったり怪我を治したりといったことしかできない。


　妖怪に対峙できるほどの攻撃の力は、太陽が沈んで夜の巫女にならなければ使えないのだ。


　昼の神子と夜の巫女。


　昼と夜とで久哉の体が変化するわけではない。夜になって巫女になったからといって少女になったりはしない。ただ使える呪が変わるだけ。昼には陽の守りの力。夜には陰の攻めの力。どちらか一方しか使えない。


　今ここで雛が久哉の真名を呼べば、ここに久哉自身を呼び寄せることは可能だろう。しかし力の使えない久哉を呼んだところで犠牲者が一人から二人に増えるだけでしかない。


（陽が沈んでからじゃなきゃ）


　雛には妖怪の強さがどの程度なのかわからない。


　以前の球体に手足が生えたような沼の妖怪と比べれば、この四足の妖怪のほうが体が小さくて細い。だからといって力まで弱いとは限らない。


　ちょっとした仕草だけを見ても、知能はこちらのほうが高そうだからだ。


　そのぶん力も強いということはおおいに考えられた。


　雛は暮れ始めた空に気づいて太陽を探す。


　しかし勢いよく顔をあげたところに偶然妖怪の牙があった。


「……ッ」


　浅くではあったがそのことによって額を切って血が流れる。


　血のにおい故か。


　それまで比較的おとなしかった妖怪がかすかに唸り声をあげた。


　流れる血を数度舌で舐めとった妖怪は、いきなり体を固くして村のほうをねめつけるようにじっと見つめた。


　かと思えば突然雛が腰に巻いている帯をくわえる。そのままくわえて運ぶのかと思われたが、グイッと持ち上げたあとは、首を反らすようにしてブンッと雛の体を宙に放り投げた。そして落ちてきた雛の体をうまい具合に背にのせると、素早くその場を走り去る。


　突然のことになすがままだった雛は、妖怪の背中で受け止められたときの衝撃で意識を失ってしまったのだった。


 













    5.約
    　青く晴れ渡った空を久哉はぼんやりと眺めていた。


　ここは村の入口のすぐそばにある巨木の上だ。


　下から見上げても枝葉が邪魔をして久哉の姿は見えない。


　ミコである久哉は、雛とは違って村の仕事を手伝うこともない。食事も部屋で独りでとっている。


　そのことを雛に告げたときはいっしょに部屋で食事をするといっていたが、大部屋で村の子供たちと一緒に食べるようにと久哉が諭したのだ。


　雛だけをこの村に置いていったところで受け入れられはしないとわかっている。雛は久哉をこの村に留めるための錨だとしか思われていないからだ。


　けれどいつか人の中に戻る機会を得られるかもしれない。


　その時のために雛は人の世界の暮らしに慣れていたほうがいいのだ。


　久哉と違って雛は髪が白いだけ。瞳の色がほかのものより赤みがかっているだけ。ただの突然変異であって、決して禁忌の子供ではないからだ。髪の色以外は普通の人の子。


　その雛もこの村に滞在している数年のあいだに童女から少女へと成長した。


　そろそろこの村も潮時かもしれない。嫌な気配が漂い始めている。結局久哉と一緒では雛はどこかに定住することは無理だろう。数年がせいぜい。


　今度からは旅の途中から髪を染めさせてみようか。


　雛がそんなことを考えていたことを久哉も気づいていた。


　最初から染めていればあからさまに避けられることはないだろう。年をとれば皆、髪は白くなるものだ。


　そんなことを考えながら、久哉はいつもどおり守りの結界に力を注いでいた。


　守りの力が使えるのは太陽が出ている昼の間だけ。その間力を注ぎ続けて夜のために蓄積するのだ。自分の周囲だけに一時的に結界を張るだけであれば夜でも可能だが、これだけの大規模なものはやはり昼の神子の力でなくては不可能だった。


　この村に滞在する条件は、村が妖怪に襲われないようにすること。


　知らない者にとっては久哉はなにもしていないように見えるだろう。けれど久哉はこうして毎日力を使って村を守っていた。


　欠片による約定とは違うが、それでも約は約。この村が雛を養っているあいだは違えるつもりはない。


（さてそろそろ収穫を終えて戻ってくるころか）


　村にざわめきが戻り始めている。


　久哉はゆっくりと立ち上がって村の中央へと目をやった。そこでは食事の支度をするために先に戻ってきた女性たちがてきぱきと働いていた。


　あまり己の姿を他人にさらすことを好まない久哉はそろそろ小屋に戻ろうかと考える。どちらにしろ村人たちもできるだけ久哉から目を逸らそうとするので、こうしたごたごたに紛れて移動するのが一番目につきにくいということは経験から学んでいた。


　慣れた足取りで巨木からおりて、久哉はいつものように小屋へと戻る。


　小屋の中で久哉は出入口がある壁の右側、外からは見えにくい奥まった場所に腰をおろして壁にもたれる。食事は扉代わりに掛けられている布を軽く右に除けて、その隙間から小屋の中に差し入れてそのままそこに置いていくだけなので、それだけであれば久哉の姿は訪問者からは見えない。そんな場所が定位置だった。


　食事は村長が持ってくることがほとんどなのでそこまで気を遣う必要はないのだが、気を遣うというより久哉が面倒事を避けた結果だといえる。顔をあわせれば自然挨拶をということになる。それがわずらわしかっただけともいえた。


　今日もそうやって久哉が定位置の壁にもたれて目を閉じていると、にわかに外が騒がしくなってきた。


　収穫してきた実綿を運んできただけにしては騒々しすぎる。


　最初はいつもどおり順にひきあげてきている様子が手に取るようにわかるほど順調だったのに、突然のこのざわめきはどうしたことか。


　久哉は薄目を開けて、けれどなにもせずにそのまま閉じた。


　ミコである久哉にできることなどなにもないからだ。


　しかしざわめきはいっこうに治まりをみせず、逆に高まる一方だ。そしてついにそれは久哉のもとにまで波及した。


　食事の時間でもないのに小屋に人が近づいてきたかと思えば、乱暴な足音を立てて階段を駆け上がった人物は、扉布を跳ね上げるようにして小屋の中に転がり込んできた。


「ミコさま！　ミコさま大変です。ヒナ殿が妖怪に襲われました！」


　村長だった。外へと続く右腕の先には誰かの腕をつかんでいる。その腕を辿るように視線をずらせば、そこにはいつも雛と一緒にいる村長の娘、レイがいた。


　レイは生気のない顔で父親である村長に腕を引かれるままにふらふらと足を運んでいる。


　立ち上がった久哉がレイに視線を向けると、それに気づいた彼女は急に顔面を蒼白にして怯えたように震えだした。


　娘のそんな態度をいぶかしんだ村長が小首をかしげる。


「どうした。ほらミコさまにも説明しなさい」


　村長はレイの背を押してミコの御前へと促す。しかしレイの足は重かった。


　久哉としては状況さえわかればいいので、軽く手をあげて村長にそのままでいいと伝えた。


「それで雛が襲われたというのはどこでですか？」


　結局声を出すこともできないレイの代わりに村長がその問いに答えた。


「栽培場と森の境で、ワタを収穫した籠を回収しているところを襲いかかられたそうです。そうだな」


　最後はレイに顔を向けて確認した。


　小さくうなずいたレイに、村長もうなずき返して久哉へと視線を戻した。


「それはどのような妖怪でしたか？」


　雛が自分から結界を出るはずがないと、久哉は知っている。それなのに襲われたというのはどう考えてもおかしい。


　もしやあの結界を超えることができる妖怪でもいたのだろうか。


　そんなふうに考えていれば、人よりも二回りも大きくて真っ黒な四足の妖怪だということだった。


　久哉はもう一度確認する。


「ほんとうに雛は栽培場内に置いてあった籠を回収中に襲われたのですね」


「そうです」


　俯いて震えながらかすかな声でそれだけを答えたレイ。


　それ以上は久哉は彼女にかかわることをやめた。


「これからそこへ行ってみます。具体的にどのあたりでしょう？」


　ほかの村人からも話を聞いていたらしい村長が、こちらから向かって右奥の栽培場と森の境で、まだ籠が残っているのが目印だということだった。


　久哉はそれに首肯して了承の意を返した。


「では」


　久哉が歩き始めると、レイはこれまでと違って飛び退くようにして道をあけた。


　それを一瞥するも、久哉は表情を一切変えずに終始無表情のまま小屋をあとにした。


　外にいた村人たちは小屋のほうを注目していたようだが、久哉が姿を見せたとたんに視線を逸らせてそれぞれの作業を再開した。


　村長だけが久哉について来ようとしたが、それを断って独りで向かった。万が一まだ妖怪がそこにいたときは足手まといにしかならないからだ。


　慌てることもなく久哉はいつもの調子で歩いた。下手に心配するそぶりを見せるとかえって雛を久哉の弱点として扱おうとするものが出てくるからだ。


　自身の管轄内であることは事実なので面倒を見ることはしても、切り捨てるときは切り捨てる。そういう姿勢は示しておかないと、この村がミコを手中に収めていると慢心するようになってはあとあと面倒なことになるからだ。


　雛はただの養い子。


　それに陽が沈むまでにはあとわずかに時間がある。


　急いで駆けつけたところで、いざ妖怪に対峙したときに陰の力を使えないままでは助け出すこともできない。


　一見雛を見殺しにしているように思われるかもしれないが、助けられない以上同じこと。


　それならばここはゆっくり歩いて時間を稼ぎながら日没を待ち、それから相手のすきを突くほうがまだましだった。


　ワタの栽培場は村の居住区から少し離れた場所にあるため、久哉がそこにたどりついたころにはちょうど陽が暮れようとしていた。落陽に染まる空をちらりと見てから、奥へと視線をめぐらせる。


　森との境に視線が届いたのは、雛の体が宙に放り投げられるようにして四足の妖怪に背負われたところだった。


　すぐに妖怪は走り去った。雛を背にのせて。


　久哉は剣呑に細めた眼でそのわずかな時間の出来事を見ていた。


　妖怪と雛の姿はすぐに見えなくなった。


　しかし周囲は依然として禍禍とした得体のしれない気――禍気が充満している。それはむしろ濃度を増していた。なぜならその禍気を発しているのは妖怪ではなく久哉だからだ。


　止めていた足を動かして、久哉はさきほどまで雛がいた場所へと向かう。そしてそのわずか手前で足をとめた。


　そこには久哉が結界を築く基礎とするために設置した石があった。


　雛と妖怪がいたのはそこから大人二人分ほど先。


　この結界は妖怪や妖、そして肉食の獣などといった村に危害を加える可能性があるものを排除するためのものだ。つまりは人は自由に出入りできる。


　そうでなければ結界の外に落としてしまった収穫物や道具などを拾うことができなくなるからだ。


　けれどそれがあだとなったようだ。


　村人たちはあろうことか身を守るための結界を越えて栽培場を広げていたのだ。


　久哉がここにきたのは石を設置した日のみ。


　雛は何度か種付けや収穫でここに来ているが、これまでなにも言ってこなかったことから知らなかったと判断できる。


　他のことはその日その日にあったことを報告していたのだから、自分の身にも降りかかってくる恐れがあることを秘密にしているとは思えない。


　きっとこの場所のことを知っている村人に籠をとってきてほしいと頼まれたのだろう。これまでもそういったことは何度もあったと聞いている。


　ため息を一つ吐き出して、久哉は妖怪がいた場所へと足を向けた。


　収穫した実綿を入れた籠が転がっているここで襲われたということか。


　地面の様子を見ていた久哉は、妙なことに気づいた。


　少なくとも結界の中に妖怪が入ってきていないことはこれで確認できた。だが外に出てしまった雛を妖怪が襲ったというのなら、籠は村側へ飛ばされるのではないだろうか。


　どう見てもここに残された籠と実綿は内から外へと弾かれたように散らばっている。


（贄にされたか）


　おそらく妖怪の気を自分から逸らして逃げるために、籠を取ろうとしていた雛をレイが突き飛ばしたといったところだろう。


　それであれば先ほどのレイの態度もうなずける。


「愚かなことを」


　静やかに囁かれた久哉の声は薄ら寒いものをはらんでいた。


　踵を返した久哉は一番近くにある結界石に近づいた。


　その場に片膝をついた久哉は石に片手をのばす。


　内側に折り曲げた中指を親指で押さえ、その状態で中指をのばそうとする。親指でおさえきれなくなったところで中指は勢いよく飛び出して石を弾いた。


　石は簡単にひび割れた。


　そこから一気に風が走る。もとは結界だった力が風となって結びを解き、随所に設置されていた石を壊していく。結界を感じられない人には気づかれないままに、村全体を覆っていた結界は陽が沈みきらないうちに風となって霧散した。


「約をたがえたものには報いを」


　転がった籠を持ち上げると、久哉はこぼれ落ちた実綿を拾って集める。


　台車には見向きもしないでその籠だけを腕に抱えると、久哉は数年を過ごした村をあとにした。


 













    6.妖怪の背
    　妖怪の背にのせられた雛は気を失っているあいだにどこかへ運ばれていた。


　目覚めたときには見知らぬ洞穴の中だった。巨大な古木の洞だ。もっとも雛がそのことを知ったのは、陽が昇って木漏れ日があたりを照らすようになってからだが。


　それでも白み始めた朝の気配の中にあれば徐々に状況を把握できるようになってくる。


　緑葉に樹木、苔に土。雑多なにおいが混じったそこは奥深い山中と思われた。


　久哉との二人旅でさえ道を逸れることはめったになかったし、逸れたとしてもせいぜい遠目に道を確認できる範囲。


　そんな雛がいきなりこんなに深いところに連れてこられたものだから、あまりにも濃密に森のにおいを含んだ空気にはすぐには慣れることができず、それどころか息苦しさを覚えて咳き込むほどだった。


　ようやく呼吸を取り戻して周囲に気を配ることができるようになった雛は、そこでまた呼吸困難におちいりそうになった。


　なぜなら掛け布団のように雛の上に掛けられていたのは、雛をここまでさらってきた妖怪の尻尾だったからだ。驚いて周囲に飛ばした視線はすぐに、面白そうに雛を見つめている妖怪の瞳を捉える。


　地に伏せて、前足を交差させた上に顎をのせた状態で細長い鼻先を雛へと向けている。鼻は雛が手をのばせば簡単に触れることができそうなほどすぐ近くにあった。


　言葉もなく妖怪を見つめる雛。


　その反応に妖怪はいっそう楽しそうに朱い目を細めて喉を鳴らした。


「おまえはなんとも脆弱でおもしろい存在なのだろうな」


　なんという物言いだろう。


　思わずむっとした雛は、けれどそこでハタと気づいた。


「言葉が……」


　妖怪が人の言葉を操れないわけではない。ただこんな風になめらかに喋れるのは妖だけだと思われていたからだ。


　実際雛も妖と妖怪の違いの一つとしてそう教わっていた。


　なめらかに喋れるのは妖で、片言しか喋られないのが妖怪。そう定義されていた。これまでは。


　四足に尻尾。獣によく似た外見をしていながら、風の力を借りずともゆらゆらと揺らめく黒い体毛を持つその存在はどう見ても妖怪。


　それなのにと雛は目を丸くして目の前の黒い存在を見つめた。


　そんな雛を見つめながら妖怪はさらに口角を持ち上げた。


「死にかけていたヤツを食ったらこうなった」


　どうやらその『ヤツ』というのが妖だったのだろう。


　けれど。


「妖って食べられたの？」


　妖という存在と食べるという行為が雛にはどうしても結びつけられなかった。


「試してみたら食えた」


「じゃあ……なぜ私を食べなかったの？」


　これから食べるつもりだったのかもしれないが、雛が意識を失っているあいだに実行していたほうが食べやすかったはずだ。もしくは息の根を止めていれば監視をしていなくとも逃げられることもない。


　なのになぜだと問えば、おもしろかったからと妖怪が答えた。


「他のヤツは喚き散らしてうるさいし、暴れて殴ってきたり蹴ったりしてくる。でもおまえはそんなことをしなくておとなしかった」


　雛はぽかんとした。


「……私だって食べられようとしていたら、悲鳴をあげながら必死で逃げようとして暴れていたわよ？」


　一度でも牙や爪をたてられていれば、雛だって恐慌をきたして同じような行動をしていたはずだ。ただレイや村人たちから受けた仕打ちに打ちひしがれていて反応がやや鈍っていただけにすぎない。


「そうなのか？」


「ええ」


「じゃあおまえは食べないことにする」


　それはどういう意味なのだろう。


「逃がしてくれるの？」


　そっとうかがうように小声で訊ねる。


「いや、食べないだけだ。逃がさない」


「どうして？」


「こうやって話ができるのはおまえだけだからだ」


　たしかにそうかもしれない。


　最初にこの妖怪を見つけたのはレイだった。しかし彼女は確実に栽培場の――さらにいえば久哉が張った結界の内側にいたにもかかわらず、あれほどまでに硬直していたのだ。ほかのものだとて妖怪に出くわした際の反応は似たようなものだろう。一瞬硬直し、それから悲鳴をあげて逃げる。ただそれだけ。


「寂しいの？」


「サビシイ？」


　仲間がいなくて寂しいのかと思えば、妖怪にはそういう感情がないようだ。意味が通じなかった。


　仲間がいなくて心細いとかいった心情だといえば、あっさりとそういうことを思ったことがないと返ってきたから。


　獣によく似た姿をしていながら群れることはないという。


　妖怪とはそういうものなのかもしれない。


　聞けば名前という概念すらなかった。たしかに群れなければ個体を識別する必要はないのだからあたりまえのことだったのかもしれない。


　けれど雛としては呼びかける名前があったほうが便利だった。


　いつまでも一緒にいるわけではないが、身の危険がないのであれば少しくらいは共にいて、ついでに妖怪について教わろうと思った。


「じゃあこれからあなたのことを『陽炎《かげろう》』と呼ぶわ」


　ゆらりゆらりと陽炎のように揺れる妖怪の体毛。その形象からつけた名前だ。


「私の名前は雛。今度からおまえじゃなくて雛と呼んでね」


「ヒナ」


　素直に呼ばれた名前。


　それがうれしくて自然と微笑めば、陽炎は尻尾で雛を撫でた。


　ほっと息を吐きだした雛は直後に鳴いた腹の虫に顔を赤らめた。


「ねえ陽炎。人……というか、私が食べても大丈夫な木の実はこのあたりにあるかな？」


　雛は昨日の昼食を食べたっきり。夕食前に陽炎にさらわれてしまったのだから空腹を覚えても当然だった。


「この先に小さき獣たちが食べている実がある」


　そういって陽炎はいったん起こした体を伏せて、雛に背に乗るように促した。


　恐る恐る雛は陽炎の背中をまたぐようにして座った。


　陽炎が立ち上がると、雛はそれだけでバランスを崩して落ちそうになる。


　それを支えたのは陽炎の尻尾だった。


「ヒナ、膝でオレの胴をはさむようにして体を固定しろ。それから体も前に倒して腕をオレの首に回すようにしてつかまるんだ」


「え、いいの？」


　妖怪の急所ともいえる核は人や動物とは異なる場所にある。


　けれど首は細いという意味でも、頭と体をつなぐものだという意味でもおいそれと他人に触れさせていい場所ではない。


　核が傷つかなければ即座に絶命したりはしないとはいえ、首を刎ねられたり胴を両断されたりして動けなくなれば、妖怪といえども迎えるものは死のみだ。


　陽炎が食べたという妖も、『死にかけ』と表現されていたということはそうした状態にあった可能性が高い。


　けれど陽炎はあっさりとかまわないと答えた。


「ヒナはオレの首を傷つけるようなことはしないだろう？」


　たしかに雛の非力で小さな手では妖怪の体にかすり傷ひとつつけることは難しいだろう。もちろん久哉に教わった呪を使えばできなくはないだろうが、それを試そうとは思わない。というよりも今の今までそのことを忘れていたほどだ。


「しないし、できないよ」


「だからかまわない。落ちないようにしっかりとつかまればいい」


　そこまで言うのならと、雛は陽炎の背に負ぶさるようにして首に腕を回してしっかりとしがみついた。


「これでいい？　苦しくない？」


「大丈夫だ。行くぞ」


　くつりと喉を鳴らす陽炎は楽しそうに笑っているように見えた。妖怪も笑えるのかと内心で驚きながら、雛は振り落されないように走り始めた陽炎に身を預けた。


 













    7.洞
    　陽炎が言っていた『小さき獣たち』というのは、雛が考えていた手のひらサイズの小動物のたぐいだけではなく、陽炎から見て自分より体が小さい動物たちという意味だった。


　ある意味雛もその範疇に含まれるくらいに幅があったのだ。


　ただしそれが逆に役に立った。


　小動物が好む食べ物の中には灰汁の強いものも多く、茹でるなどの処理をおこなう道具が手元にない状態では雛は食べることができない。


　木の実といえば、一般的なものでは村の周囲でもよく見かけたヤシがある。背の高い樹木で、幹の先端部に葉が集まっている。果実もその先端部に密集して実るのだが、そのヤシにはいくつもの種類があった。


　たとえば小動物や鳥がよく食べているアブラヤシの実は、小振りでたくさんの実がなるヤシだが、油が強すぎて人がそのまま食すには向かなかったりする。どちらかといえば調味料としてその油を利用していた。


　けれどココヤシの実――ココナッツは雛の頭ほどの大きさがあり、果実が未熟であれば中の液状胚乳――ココナッツジュースを飲んだり、内側の白くて柔らかい固形胚乳を食べることもできるし、成熟して白い部分の胚乳が硬くなればそれを使ってココナッツミルクを作ることもできた。ただしかなり上のほうに実がなっているため簡単に採取することができないのが難点だった。


　しかしそこは陽炎が一仕事。陽炎の首の太さほどもある幹だが、爪で切りこみをいれたところへ助走をつけての体当たりでぽっきりと折れてしまったので、あとは一つ一つ実を切り離して持ち帰ろうとした。


　ここでも陽炎が活躍した。雛が一つ目の実をねじ取ろうとしていたところあまりにも時間がかかることにあきれた陽炎が、爪を使って実がなっている幹の先端部だけを切り離すと、次に邪魔な葉っぱをザクザクと切り落としていったのだ。こうすれば実がばらけることもなく陽炎の背にのせて運びやすくなった。


　そのうちの一つはさっそく陽炎の爪で穴をあけてもらってまずは中のココナッツジュースを飲み干し、ついで半分に割ってもらって白い固形胚乳も食べた。


　ほかにも皮をむくだけでそのまま食べられるイチジクやバナナの実が見つかったので、それらもいくつか収穫する。


　それらすべてを陽炎の背中にのせて、再び棲み処である古木の洞まで戻ってきた。


　さすがは妖怪。これだけの大荷物を背中にのせて運んでも、わずかな疲れすら感じさせることはなかった。


　この洞は陽炎の棲み処として動物たちに認識されているため、体が大きくて獰猛な獣ほど近づくことがない。だから雛にとっても安全なのだという。


　雛は食べ終わったココナッツの殻を持って近くの小川へと向かった。丁寧に洗って器として使うためだ。


　適当な形や大きさの小石や枝葉を使ってごしごしと洗いながら、雛はこの奇妙な状況について考えていた。


　最初はつかまったら即食べられてしまうのだと思っていた。どう見ても餌としか認識されていないのはわかっていたからだ。


　通常、村には妖怪などの侵入を防ぐ結界は張られていない。


　にもかかわらず妖怪たちは一気に村人を襲うようなことはしない。村に行って生け贄を連れてくる日時と場所を告げるだけで帰っていく。無作為に村を襲うのは、村人が生け贄を差しださなかった場合だけ。


　なぜ妖怪たちが揃ってそういう行動をとるのかはわからない。しかしそうであることが現実である以上それについてどうこういったところで時間の無駄だろう。


　レイたちの反応を見る限り、陽炎は一度村に来て生け贄を差しだすように告げていたと思われる。それを村人たちは、久哉の結界が張られているのをいいことに無視したのだろう。だからこそ陽炎の登場にあれほど怯えたに違いない。


　もっともこれは雛の想像でしかないが。


　雛は思考を切り替えるようにため息を一つ落とすと、洗い終わった殻に水を汲んでから、洞へ戻るために立ち上がった。踵を返したところで雛は目を丸くする。


　両手に持った汲んだばかりの水をこぼさないように気をつけながら、雛は小走りで移動した。


　向かった先は小川に来るときにくだってきた坂の上。


　そこに後足を曲げてしゃがむように腰をおろし、前足を体の前でまっすぐ揃えて、中型以下の四足の動物と同じような体勢で座っている陽炎がいた。


「陽炎、わざわざ迎えに来てくれたの？　ありがとう」


　坂を上りきったところで雛は笑顔で礼を言った。


　棲み処の洞を見失うほどの距離ではないとはいえ、慣れない森で雛が迷子にならないように迎えに来てくれたのだと思ったのだ。


　しかし尻尾を軽く左右に振った陽炎は、一言「いや」と否定を返して腰をあげた。迎えに来たわけではないらしい。


　特に合図もなく雛と陽炎は自然な流れで洞へ向かって歩を進める。


「違うの？　それじゃ私が襲われないように見張ってくれていたとか？」


「違う」


「じゃあどうして？」


「ヒナが逃げないように見張ってた」


「え？」


　雛が足を止めると、陽炎も立ち止まって雛を見返してきた。体の大きな陽炎は四足で立ってもまだわずかに雛より目線が上だ。見下ろしてくる朱い瞳が鋭く雛をとらえる。


「逃がさないと言っただろう」


「……そっか」


　楽しかった気分が一気に霧散して、雛は悲しくなった。


　雛は再び歩みを再開して、ぽつりとつぶやく。


「陽炎は正直だね」


「なにがだ？」


「嘘でも迎えに来たって言っておけばいいのに」


　逃がさないだなんていわれると、なんとなく恐怖が湧いてきて逆に逃げたくなってしまうものだ。


　そう伝えてみたのだが、妖をとりこんで言葉がなめらかになったとしても妖怪は妖怪でしかない陽炎にはそうした人の機微は理解できなかったようだ。


「空言を真に受けて現実を忘れてしまっては無駄に命を落とすだけだろう。食われたいというなら今すぐ食ってもいいし、逃げたくなるというなら逃げられないようにしてしまおうか？」


　どうすると聞かれて、雛は慌てて今のままがいいと叫んだ。


　陽炎は満足そうにうなずく。


「ヒナが逃げようとしない限りは、オレもヒナを食わないし傷つけない。予告なしでいきなりさらってきたから、村から持ってきたいものがあるというなら一度だけ連れて行ってやってもいい」


「村へ……」


　村と言われて、雛はレイに突き飛ばされたときのことを思いだした。すぐに首を振って無理やりかき消す。


　次に浮かんだのは久哉の顔だった。


「久哉に……、私の養い親に無事だって伝えたい。あと着替えを持ってきたい。いい？」


「ヒサヤというのは見かけが子供でヒナを探しに来ていたヤツのことか？」


「え、いつ？」


「オレが村でヒナの体を押さえていたときだ。そいつが来たから、オレはヒナを奪われないようにするために背中にのせてここまで運んできたんだ」


　久哉が助けに来てくれていた。


　それがわかっただけで、雛の目には嬉し涙が浮かんだ。


　折好く洞の手前まで戻ってきていたため、雛は陽炎の尻尾に促されるままにそばの倒木に腰かけた。


　ついでに両手に持ったままだった水の入ったココナッツの殻を、すぐ横に置く。


　体を起こして涙を拭こうとすれば、それより早く陽炎の舌がヒナの目尻にとどまったままの涙を舐めとった。そうやってヒナと目線が合うように体を屈めた状態のまま陽炎は問いかけた。


「そいつに会いたいのか？　そいつ……ヒサヤだけでいいのか？」


　雛は「うん」と言ってうなずいた。


「あの村は久哉を留めておくためだけに私を養ってくれてただけだから、もう無理して村に残らなくてもいいって伝え……あ！」


「どうした？」


「久哉は私が陽炎に連れていかれたところを見たんだよね？　だったらもう村にはいないかも……」


「その可能性はじゅうぶんあるな。だったらどうする？」


　村へ行くかどうか。


　再度問いかけられて、雛は考え込んだ。


　着替えは欲しい。けれど久哉がいないのならわざわざ会いたくもない村人たちの顔を見にいく必要もないだろう。それに妖怪に連れ去られた雛が生きているとは誰も想像すらしていないに違いない。ならば小屋に置いていたものはすでに処分されている可能性のほうが高い。


　そうしたことをつらつら口にしていると、陽炎が確かめるように聞き返してきた。


「着替えが欲しいんだな？」


「うん。あったら嬉しい。それはほんと」


　素直に答えれば、陽炎は一瞬だけ視線を逸らせてから再度朱い瞳に雛の真摯な顔を映した。


「オレがそばにいなくてもここから逃げたりしないか？」


「それって……」


「オレが留守のあいだにヒサヤが迎えに来たとしても、戻ってくるまでは絶対にこの洞から外に出ないって約束できるか？　約束できるならオレが独りで村に行ってヒナの着替えをもらってくるし、ヒサヤがまだ村にいればヒナがここにいると伝えてきてやる」


　雛は陽炎の首に飛びかかるようにして抱きついた。


「ありがとう陽炎！　私ちゃんと待ってる」


　嬉しそうにはしゃぐ雛を、陽炎の尻尾が落ち着かせるように撫でた。


　やがて。


「あ。でもそうすると陽炎が危ないんじゃ……」


「誰がオレを傷つけることができるというんだ？　あの村でそれができそうなものといえばヒサヤくらいだろう？」


「村ではそうかもしれないけど……」


　ここに運ばれてくるまで雛は気を失っていたため、村からどのくらい離れているのか知らない。


　距離があればあるほど、ほかの妖怪や妖に出くわしてしまう機会が増すのではないかという不安が頭をもたげてしまう。


　眉を曇らせる雛の頭から背中にかけて、尻尾で何度も撫でながら陽炎は苦笑するように喉を鳴らした。


「大丈夫だ。オレはそんなに弱くはない。だからこの洞から出ない限りはヒナにも危険が及ぶことはない」


　かじりつくようにして陽炎の首に顔をうずめていた雛は、やがてゆっくりと顔をあげて腕を解いた。


「わかった」


　一言そう答えた雛は、倒木の上に置いていた水の入った殻を手にして洞の中へと入って行った。


「ねえ陽炎。どの辺にいればいいの？」


　洞は村にあった小屋よりも広い。きょろきょろと周囲を見回す雛に陽炎は、とりあえず奥に枯草を集めて作った寝床を指し示した。


「洞から外に出なければどこでも構わないが、オレの寝床にいればオレのにおいがより強く残っているし、ひ弱なヒナの体も守ってくれるだろうから、そこにいればいい」


　たしかに小石や枝葉が転がる土や苔の上に直に腰をおろすのは、できるだけ避けたいところだ。


　どのくらいで戻ってこれるのかわからない。念のため持ち帰ったココナッツをすべて幹から切り離して穴をあけておいてもらった。


　最後にもう一度尻尾で雛の背中を撫でた陽炎は、独りで村へと向かったのだった。


 













    8.独り寝
    　陽炎を見送った雛は、あらためて洞の中を見渡した。


　奥にある寝床は雛がこの洞に連れてこられたときに寝かされていた場所で、たしかに枯草がじゅうぶんすぎるほどに敷き詰められていて、座り心地も寝心地も悪くはなかった。


　けれど所詮は陽炎のための場所だ。陽炎が戻ってくれば当然そこで寝るわけだし、そうなると雛は追い出されるか一緒に寝るかしかない。そしてそれはできるだけ遠慮したかった。


　そのためにはどうするか。


　自分の寝床を作るしかない。


　というわけで、どうせやることもないのだからと、まずは洞の中の片づけから始めることにした。


　小石や木切れなどを洞の入り口付近に集めていく。


　小石は外との境に。木切れは雨が降っても濡れないようにちょっとだけ奥に入った壁際へ。


　苔は湿度の高い場所の目安になるかもしれないと、今は手をつけずにそのまま置いておいた。


　ようやく作業を終えて洞全体を見渡す。


　苔が生えておらず、雛の寝床を作るために必要な領域が確保できるのは、陽炎の寝床がある場所のすぐ横か、反対側の壁際だけだった。


　雛はあきらめるようにため息をこぼした。


「離れた場所じゃ、また逃げようとしているとかなんとか言われそうだし、どうせ移動させられるなら最初から隣に作ったほうがいいわよね」


　雛は両手に一つずつ小石をつかむと、自分用の寝床と定めた場所で横になった。


　陽炎の寝床から半歩分ほど離れた場所にかかとの位置をあわせて横になる。仰向けの状態でまっすぐに伸ばした腕を頭の先へと持っていってそこに持っていた小石の一つを置いた。


　今度は何度か左右に寝返りをうってみて、必要な幅を確かめると印代わりに残りの小石を置く。


　この二つの小石を基点にして、さらに小石を並べていって四角い領域を形成する。


　これが今の雛に合わせた寝床の広さだ。


　あとはこの小石で囲った範囲内に枯草を敷き詰めれば完成となる。


「とりあえずはこんな感じかな。背が伸びて狭くなってきたら、そのときに広げればいいものね」


　何気なく口にした内容に雛は唖然とした。


　救いを求めるかのようにさまよった視線は、隅にまとめて置いていたココナッツを捉える。


　ふらふらとそこに向かって足を進めた。


　ココナッツを一つ手に取って抱えるようにして持つ。


　中が空洞になっている細い枯茎もいくつか取ってきていたので、そのうちの一本も手にした。


　葉を落として茎だけになっているそれを陽炎が開けていたココナッツの穴に差し込むと、反対側の突き出た茎をくわえてそのまま吸い込む。するとココナッツジュースがその茎の中をのぼって口の中に入ってきた。それをこくりと飲んで、また吸い上げる。


　数回繰り返したところで、雛はすぐそばの陽炎の寝床へ腰をおろした。


　もう一口。ココナッツジュースを飲み込んだところでため息を一つ。


（私これからどうなるんだろう？）


　持っているココナッツを両腕で抱えこんで顔も伏せる。


　目を閉じて体を小さく丸めた雛は久哉の姿を脳裏にえがいた。


　赤子のころからずっと養ってくれている親のような存在。久哉。


　養い親と言ってはいても、ほんとうに養ってもらっているだけの、実際は家族でもなんでもない赤の他人でしかない関係。


　今の雛はもう、自分が欠片と引き換えに処分を押し付けられただけの存在でしかないことを知っている。禁忌の子というよりは、ただの厄介者。


　久哉がなにも言わなくたって、村にいれば自然とそうした陰口は雛の耳に入ってくるものだ。


　聞かされたのは母乳をわけてもらった最初の村で。意味がわかるようになったのはつい最近までいた村で暮らすようになってから。


　所詮どちらの村人たちも、ミコや、ミコが連れている白髪のブキミな存在にはできるだけかかわらないようにしつつも、相手の醜聞だけは楽しげに話題にするという、そんな集団だった。


　ゆっくりと体を起こした雛は目を開けて収穫してきたものを見つめた。


　今までは久弥に養ってもらわなければ雛は生きていけなかった。


　どちらの村も久哉がいたから置いてもらえたのだし、旅のあいだも久哉の補助があったから生きてこれたのだ。


　雛ひとりでは食べられるものがどれかわからない。獣に襲われても対抗どころか逃げ切る手段すら無いに等しい。


　けれどもしこのまま陽炎に食べられることなく生活していけるのだとしたらどうなるのだろう。


　久哉は厄介払いができたと喜ぶのではないだろうか。


　陽炎は逃がさないと言っている。


　これまでのように久哉と旅を続けるのであれば、最悪陽炎を倒さなければいけないかもしれない。


　だったらこのままこの洞を拠点にして、雛が生きていくために必要な食料を育てるなどして生活の場を整えていけばいいのではないだろうか。


（なんだかそれが正解のような気がしてきた）


　雛はふうっと息を吐いて、ココナッツジュースを飲み干した。


　そうしておもむろにココナッツを覆っている繊維をはがし始める。これを編めば縄や籠に敷物といったものを作ることができる。人である雛が暮らしていくために必要なものをいくつか揃えることができるのだ。


　いくらかはがしたところで小指の爪ほどの大きさのきれいな石が出てきた。


　それをつまんで明るい出入口のほうに向けてみる。もっとよく見ようと洞の際までいって射し込む陽射しにかざしてみた。


「きれーい」


　小石は明るい場所で見るとわずかに表面を透けさせて輝くように光をとおしたのだ。


　これは宝物にしよう。


　さっそく雛ははがしたココナッツの繊維を編んで小さな袋を作ると、その中にさきほどの小石をいれた。失くさないように細い縄もつけて帯のあいだに挟み込んだ。


　さすがに繊維が硬すぎてこの縄を首にかけると肌を傷つけてしまう。とりあえずは帯に挟んでおいて、またなにかいいものが見つかればそちらにあらためようと考えた。


「うん、いい感じ」


　にっこりと微笑んだ雛は帯の上から小石をぽんと叩いた。


　あとは地道に持ち帰ったココナッツの繊維をはがしていく作業に没頭した。


　それが終わると今度は、とりあえず小指の半分ほどの太さの縄を編んでいく。


　編んだ縄の一部は束ねて洗い物をする際の道具――タワシにする。食器用と衣類用の二つを用意した。


　残りは収穫して果実を入れるための籠を編むことに使った。量が少なかったため小さい籠が一つしかできなかったので、また今度ココナッツを収穫してこなければならない。どの道雛の食料でもあるのでたまりこそすれ余ることはないだろう。


　そうこうしているうちに陽も暮れてきた。


　洞から出るなとは言われているが、ただ一つ許された場所がある。洞のすぐ近くに大きな葉で目隠しをした雛専用のそこは御不浄。洞の中で用を足すわけにはいかないので、平たい石を並べて専用の通路を作って、その上を歩いている限りは洞の中にいる扱いになっている。


　視界が闇に染まる前に済ませて、雛は陽炎の寝床で横になる。陽炎が戻ってきて洞から出る許可をもらえなければ枯草を集められないからだ。見ていないから大丈夫ということはない。洞にいては手に入れることができないものがあれば、当然約束を破って外に出たという証拠になるからだ。


　今しなければならないことは、逃げないということを陽炎にわかってもらうこと。


　そう信じてもらうこと。


　まずそれができなければ自由に動き回ることができない。


　そうなれば今度は陽炎のお荷物になってしまうだろう。


　それでは意味がないのだ。


　こうして陽が沈んで夜になったとはいえ、雛自身がこれからどうしたいのか答えが出ていない以上、久哉を呼ぶわけにもいかない。


　初めての独り寝に心細さを感じて、雛は手に入れたばかりの宝物の小石を帯の上から撫でる。いくぶん気持ちが落ち着いたところで目を閉じて眠りへと身をゆだねた。


 













    9.寝床
    　ぽたりと雛の頬に落ちてきたしずく。


　その刺激で目を覚ました雛は、ぼんやりと視線を持ち上げた。


「陽炎……？　帰ってたの？　おかえりなさい」


　軽く丸めた指の背で目をこすりながら体を起こした雛は、そこでようやくしずくのもとがわかった。


　陽炎の全身が濡れており、そこここからときおりしずくをしたたらせていたのだ。


「水浴びでもしたの？　ちゃんと乾かさないと風邪をひくわよ」


　そこまで言って、雛は小首をかしげた。


「あれ？　妖怪って風邪をひかないんだっけ？　病気とかはしないの？」


「ビョウキというのは、体を損なうという意味か？　それだったら水に濡れる程度ではビョウキとやらになることはないな。毒を食らったり、爪牙や呪術で攻撃されたりすれば、場合によっては命すら危うくなるほどに体を損ねることはあるが、それくらいのものだ」


「へえ、ほんとに丈夫なんだね」


　雛は素直に感心した。


　病気をしないなんて羨ましい。


　小さいころの雛はたびたび熱を出して寝込むことがあった。


　村にいればいつでも布団の中で休むことができる。水も手ぬぐいもあるので、それを使って頭を冷やすことも容易におこなうことができたので、おとなしく寝てさえいればさほど手を煩わせることもなかった。


　困ったのは旅の途中で雨に濡れて風邪をひいたとき。そのときはただひたすら久哉に迷惑をかけた。布団がないからと、治るまで久哉の膝の上に抱きかかえられるようにして看病を受けた。ほかに方法がないとはいえ、迷惑をかけて申し訳ないという気持ちが病の治りを遅くして、さらにいたたまれない気持ちになる。その悪循環。結局何度か強制的に呪で眠らされたこともあった。


　陽炎や久哉のように病気をしない体であればと何度か思い、けれどそれは人でしかない雛には決して叶わぬ望み。結局迷惑をかけないように日頃から気をつけるしかない。


　実際そうやって気をつけるようになってからは、雛も病気になることはほとんどなくなった。


　雛は両腕を思いっきり高く持ち上げるようにして伸びをした。


　そうしておもむろに立ち上がる。


「陽炎はもう朝ご飯食べた？　そういえば陽炎って普段はなにを食べるの？」


　すべての妖怪が毎日人を食べていたら、人などあっというまに滅んでしまっていただろう。むしろ人にかかわることがない妖怪のほうが多数なはずだ。そうした妖怪はいったいなにを食べているのだろうか。


「今日はもうたらふく食べてきたから数日はもつだろう。普段はといわれても、オレたちが食えるものといえば人や動物くらいだから、もちろんその中のいずれか狩れたものということになる。なにも狩ることができなければその間は空腹に耐えなくてはならない。そのあたりはほかの生き物と同じだ」


　そこで雛はあっと気づいた。


「……だから、水浴びしたの？」


　きっと血まみれになったのだろう。それを見せないために、もしくはそれを見て雛が怯えてしまわないように気を遣ったのかも知れない。


　陽炎の鼻先が小さく上下したのは肯定という意味だ。


「そっか。うん、ありがとう」


　手間をかけさせてしまったことをすまないと思いつつも、雛は感謝した。


　実際に自分の目で見てしまったときにどんな態度を取ってしまうのかわからないからだ。拒絶しない自信などない。だから今はここにいるしかない雛は陽炎の気遣いをありがたいと思った。


「じゃあ、ささっと私もご飯を食べ終えるから、そうしたら枯草を取りに行ってもいい？」


「枯草？」


「そう。ここに私専用の寝床を作ろうと思って」


　雛は昨日小石で縁取りした場所を指差した。


「オレの寝床で一緒に寝ればいいだろう」


「やだよー。陽炎が寝返りをうったときに潰されたくないもの」


　くすくす笑いながらも雛は現実的にありうる問題を提示する。


　それに対して特に機嫌を損ねることもなく陽炎はすぐに了承した。やはり隣に作ることにして正解だったようだ。許可を出す前に陽炎が自身の寝床と雛の寝床を何度か交互に見て距離を測っていた感がしたから。


　雛は昨日持ち帰った果実をいくつか口にすると、ココナッツジュースでのどを潤した。


「そういえば着替えはどうだった？」


「持ってきた。そこに置いてある」


　くいっと向けられた鼻先をたどるようにして視線を向けると、寝床の奥に布の包みが一つ置かれていた。


　さっそく包みを解くと着替えが出てきた。


　持ち上げてざっと体にあててみる。大きさはちょうどいい感じだ。雛のものだったかどうかははっきりしないが贅沢はいえない。四組入っていたのでうまく回せば長持ちしてくれるだろう。


　包みの下のほうには、体を拭くための手ぬぐいまで数枚入ってあった。


「ありがとう陽炎。助かったわ。私もあとで水浴びしてもいい？」


　枯草を集めて寝床を作るとなると、当然体は汚れるだろうし汗もかくだろう。


　水浴びをして、着替えて、洗濯をして。


　そうして少しずつここでの生活の基盤を固めていこう。


　広げていた着替えをたたみなおして邪魔にならないように隅へと片づける。


　さあ枯草を集めに行こうと言いながら隣に顔を向けたところで、雛は動きをとめた。


「どうした？」


　不自然な動きにすぐに陽炎が反応する。


　雛は力なく首を横に振った。


「なんでもない。そういえば久哉には会えた？」


「いや。村にはいなかった。やはりあのまま村を出て行ったらしい。村の者も、雛のところに向かったあと姿を消したと言っていたからな」


「そっか……」


　やっぱりいなかったのか。


　ますます久哉との縁が途切れてしまったのだと実感した。


　もしかしたら雛のことを探してくれているかもしれない。雛が久哉の真名を呼ぶのを待っているのかもしれない。


　そんな都合のいい考えも捨てきれていない。けれど確かめることも怖い。


　呼んでもきてくれなかったら。


　せっかく解放されたと喜んでいたところを邪魔してしまったとしたら。


　久哉が雛の名を呼んでも、徒人でしかない彼女はとぶことができない。これは雛が生け贄の身代わりとなったときに教えられたことだ。


　これまで久哉からいくつか教わってきた簡単な呪はある程度使えるようになったものの、霊力の量さえ人並でしかない雛は久哉の補助程度のことしかできなかった。


　役立たず。


　そんな一言が頭をかすめる。


　さきほど振り向いた先に陽炎の瞳を捉えた雛は、あたりまえのことなのに視線の先にいる存在が久哉ではなかったことに動揺した。


　無意識に目を向けたのは久哉の目線の高さでもあった。


　久哉と陽炎。どちらも同じ高さに瞳があった。


　漆黒の瞳と、朱い瞳。


　漆黒の髪と、黒い体毛。


　ミコと、妖怪。


　ただそばにいてくれる数少ない存在だというだけで、目の高さのほかには黒色を持っているというくらいにしか重なるところはないというのに。それなのに、否、それだからこそ。修正の必要もなく自然と目を向けたところに目的のものがあるという安心感。それが求めたものとは違ったという落胆。複雑な想いが一気に去来して雛の思考を停止させた。


「ヒナ？　行かないのか？」


　結局またしても雛の意識を現世に呼び戻したのは陽炎の声だった。


「え？　あ、ごめん。ちょっとボーっとしちゃった」


　ばつが悪そうに頭に右手をあててペロッと舌を出す。


　今度こそ雛は足を動かして洞の外へと向かった。


「ねえ、ところで陽炎の寝床で使っているような枯草って、今もあるのかな？　どの枯草を使っているかとか見ただけでわかればいいんだけど。あとそれがどの辺に生えているのかもわからないから探さないといけないよね。すぐ見つかるといいな」


　時期が合わなければ草自体がないか、まだみずみずしい状態だということもありえる。それでは使えない。仮に朝露で湿っていたとしても、干せばすぐに乾く状態になっていなければ寝床には採用できない。


「まったく同じものでなければいけないわけじゃないだろう。むしろ今手に入るものの中から適した素材を探したほうがいい。寝床を作るなら、下のほうは硬いものを使って通気性をよくしないとすぐにダメになるからな。上にいくほど柔らかくて細いものを使えば体への負担が軽くなって寝心地を高めるようになるぞ」


　陽炎の説明を聞きながら、雛はあっけにとられていた。


「ねえ、陽炎。陽炎って本当に妖怪？」


　実は妖怪の振りをしている人ではないかと思えてきた。


　これに対して陽炎は盛大なため息をこぼす。


　こうした仕草も雛に人説を考えさせた。


　しかし陽炎はこれをあっさり却下する。


「ヒナ、いくらなんでもそれはオレに対して失礼だろう。妖怪が寝床にこだわっちゃいけないとでもいうのか？　人は『家』、動物や鳥や魚だと『巣』という名の寝床を作るだろう。どうして妖怪だけが寝床を作って不思議がられないといけない。おかしいだろう？」


　そういわれると返す言葉もない。


　たしかによく考えてみれば、小鳥があの小さなくちばしに小枝をくわえて何度も運んでは立派な巣を作っていくところを見たことがある。


　雛は素直に謝罪した。


「ごめんなさい。たしかに陽炎が言うように、鳥や動物たちが巣をつくっているところを見たことがあったはずなのにね。どうして妖怪だけができないなんて思っちゃったのか」


　肩を落とす雛。しばらくのあいだうなだれながら歩いていた。ふと思い浮かんだのは沼にいた妖怪のことだった。


（ああ、そういえば、あの妖怪も沼の中に寝床を作っていたのかもしれないのよね）


　単純に沼の中から出てきたせいで、沼自体が妖怪の棲み処であり寝床でもあって、沼の中になんらかの手を加えている可能性に意識を向けることができなかった。


　そうした意味で、陽炎も洞自体を棲み処――寝床にして、落ちている小石や枝葉が散らかったままの地べたに直に寝転ぶものと考えていたのだ。


　だから枯草の寝床の存在に驚いた。


　そして陽炎が今寝床として使っているものは、以前この洞に住んでいた人が作って放置したものだと勝手に思い込んでしまったのだろう。陽炎自身が作ったものとは欠片も思いつかなかったのだ。


　考えてみれば異種族である人と同じ言葉を喋ることも、言葉を使って意思の疎通を図ることもできるのだ。知能が低いなんてことはありえなかった。


　雛は深く反省した。


 













    10.働き者
    　陽炎の背にのってあちこち探索した結果、寝床の基礎となる一番下にはタケを並べて通気性を確保することになった。


　そのうえにヨシの枯茎。


　最終的にはココナッツジュースを飲む際に使ったストローの枯茎や、ストローによく似たイの枯茎を、寝床の大きさに合わせて盛っていった。


　すべてを敷き終えた雛は笑顔で寝床に飛び込んだ。


「でっきたー」


　寝床はしっかりと雛の体を支える。しばらくゴロゴロと寝返りをうつなどして寝心地を確認していた雛は、体を起こしてその場に座ると陽炎に顔を向けた。


「ふかふかしてて気持ちいいわ。陽炎、ありがとう」


　にっこりと笑みを浮かべる雛に嘘はない。


　陽炎も微笑ましいものを見つめるように目を細めた。


「そうか。よかったな」


　その後はココナッツなどの果実をいくつか収穫して雛の食料を確保。さらにタケを持ち帰れるだけ伐りだして棲み処まで運んだ。


　タケは一本だけ残して、いつものように陽炎の爪で、雛の指の幅くらいに縦に割っていった。幅だけでなく厚みのほうも薄くして、細工がしやすいように整えていった。


　残したタケは洗濯ものを干すための物干し竿として使用する。近くの木の枝からちょうどいい高さのものを選び、邪魔な枝葉をこれまた陽炎が爪で切り落としていく。


　雛はそのたびに陽炎を尊敬のまなざしで見つめた。


「陽炎ってとっても器用で働き者なんだね」


「普段からこんなことをやっているわけがないだろう。寝床を作るときくらいなものだ。狩り以外でこんなに爪を酷使したのはオレだって初めてだ」


　呆れたふうに、けれどときおりくつくつと喉を鳴らしてそれなりに楽しみながら軽やかな身のこなしと器用な爪使いを見せていた。


　雛のほうはといえば、陽炎が切り落とした枝葉を集めて、日の当たる場所へ運んで干すように並べていく。乾かして薪として使うためだ。


　また棲み処である洞の中に煙が入ってこない場所へ、洞の片づけをした際に出入り口付近に避けていた小石を持っていって煮炊き用のかまどを作っていった。もちろんそれだけでは量が足らないので、そのあたりに落ちている石も拾ってきて利用する。


　とりあえず今日のところはここまでにして、雛はさっそく着替えを持って水浴びに行くことにした。


　すでに慣れてしまった陽炎の背中に乗っての移動。


　陽炎に連れてこられた泉で体を洗って、着ていた衣服を洗う。汚れた部分だけ持ってきていたタワシを使って落としていく。手ぬぐいで体を拭いてから着替え用の衣服を身につけると、さっぱりして気持ちがいい。雛はほっとしたように相好を崩した。


　翌日は割ったタケで大きめの背負い籠を編んでいった。


　さすがに少女と呼べるほどに成長した今の雛には無理だが、童女くらいであればしゃがめばなんとかおさまるくらいの大きさだ。


　あたりまえといえばあたりまえのことだが、ここまで大きな籠だとかなりてこずった。しかし村にいた際にいろいろやらされていた雛にはある意味慣れた仕事だともいえた。たしかに道具がないことに不便を強いられたが、監視の目はなく、期限も定められているわけではないのでむしろ楽に思えた。


　そんなふうに雛が背負い籠を編み始めて二日目のこと。陽炎が独りで出かけるという。


　暇なのだろうか。それともなにか用事ができたのか。とりあえず少しは逃げないと信じてもらえたのかと嬉しくなって、雛は理由も期間も聞かずにただわかったと答えて笑顔でうなずいた。


「ご飯がなくなる前には帰って来るよね」


　雛が冗談めかして言えば、陽炎は少し考えたあとで、食べ物がなくなる前に戻って来られなかったらここを離れて探しに行ってもいいと答えた。


「え？　いいの？　でも陽炎がそんなふうに言うってことはけっこう遅くなりそうなの？」


　急に不安になってきた。信じてもらえたというよりは、捨てられそうになっているのではないかという疑念さえ浮かんでくる。


「ちゃんと帰ってくる？」


　よほど情けない顔をしていたのか。陽炎は苦笑したようにくっと喉を鳴らした。寝るときには布団代わりに雛の体に掛けてくれる大きな尻尾で、雛の頭を撫でる。


「サビシイのか？」


　以前雛が言った言葉を覚えていたらしい。陽炎がからかうように口にした。


「うん。寂しい。寂しいよ」


　雛は陽炎の首に飛びつくようにしてギュッとかじりついた。


　そんな雛の背をなだめるように、陽炎の尻尾が何度も撫でさする。


「なんだ？　オレのことを親と勘違いしているんじゃないだろうな」


「そんなつもりじゃないけど……、陽炎がそう思うんならそうかもしれない」


「おいおい、大丈夫か？　オレは妖怪だぞ。忘れたわけじゃあるまい」


「それはさすがにわかっているんだけど」


「わかってなさそうだから言ってるんだかな……」


「どういうこと？」


　陽炎の首に顔をうずめるようにしていた雛は、腕を緩めて陽炎の朱い瞳を見上げた。


　陽炎は雛の頬をペロンと舐めた。


「しょっぱいな」


　いつのまにか涙が流れていたらしい。


　雛は袖に目元を押し付けると、数回首を左右に振るようにして涙を拭う。未だに腕は陽炎の首に回したままだ。


　再び顔をあげた雛を陽炎の朱い瞳が見下ろす。


「ヒナはうまそうなんだが食うわけにはいかないだろう。だがそう思っていても、こうやって意思が通じていたとしても、腹が減ったら食い物にしか見えなくなる。その辺のタガは人より外れやすい」


「陽炎、お腹すいたの？　もう？」


「あれだけ働けば腹も早く空く」


「だからいつ帰れるかわからないの？」


　陽炎の食料となりうる獲物が腹を満たすほど狩れるかどうかは、やってみなければわからない。どこに行けば見つかるのか、見つけたとして狩ることができるのか、そんなことすらもわからないのだ。だからこそ遅くなったときは雛自身で食べ物を探せと言いたかったらしい。


　雛がいたあの村の人たちはさすがに逃げてしまっているだろう。もうミコである久哉はいないのだから。


　そうなると次に探すのは動物ということになる。


　大きな群れを見つけることができればいいが、妖怪のように単独行動の動物もいる。陽炎の体の大きさからいって、一頭二頭じゃ足りないだろう。そのぶん満足できるようになるまで時間がかかるということだ。


「そういうことなら仕方ないね。我慢して待ってる」


「なるべく早く帰ってくる」


　陽炎はもう一度尻尾で雛の頭を撫でて、背中も撫でてから、励ますように腰をぽんと叩く。


　雛は陽炎の首から腕をはなして数歩後ろに下がった。


「いってらっしゃい」


　軽く手をあげて笑顔を浮かべた。そのまま陽炎の姿が見えなくなるまで見送る。


　それからの雛は寂しさを紛らわせる意味も加算されたせいで、より一層背負い籠作りに没頭した。


　そうして数日がかりで二つの籠を作り上げたのだった。


　次に細い縄を編んで平たい帯を二本作る。その帯の両端に籠をくくりつけた。その帯の部分を陽炎の背中にのせると籠が自然と胴体をはさむようになる。これで少しは収穫した果実を運びやすくなるだろう。陽炎を荷を運ぶ家畜扱いしてしまうのは気がひけるが、いまさらともいえる。ここまでこき使ったあとでは。


　背負い籠は出来上がったが陽炎はまだ戻ってこない。


　割ったタケはまだ残っていたので、今度は雛が背負えるくらいの小さめの背負い籠を編むことにした。


　さすがに大きい籠を二つも作ったあとでは、進行も早い。とはいえやはり数日は要したが。


　背負うための平帯をつけると、雛はさっそくその籠を背負って果実を探しに棲み処をあとにした。


　陽炎が戻ってこないまま食料が尽きたのだ。


　それだけの日数を一人で生活するのは初めてだった雛は、毎晩泣きそうになると久哉や陽炎の姿を脳裏に思い描くことで自身を慰めた。


「いつになったら帰ってくるんだろう」


　ぽつりとつぶやきをこぼす。足は無意識に動かしていたが、雛は周囲を見てはいなかった。


　そのことに気づいたときにはすでに足は宙に浮いていたのだった。


 













    11.油断は怪我の基
    　踏み出した足が空振りしたところで雛は我に返った。


「え？」


　背負い籠に取りつけた平帯が脇に食い込む。


　後ろからなにものかによって背負い籠をつかんで持ち上げられているのだろう。


　気づいた瞬間、雛は両腕を持ち上げることで自重による自然落下を利用して平帯の拘束から逃れた。


　雛は地面に足がついた直後には駆け出して背後にいた存在から距離を取ろうとした。直感的に危険を感じたのだ。


　しかし呆けていた時間があだとなった。


　腰を隠すほどの長さに伸びた雛の白い髪は森の中においてはとても目立った。


　がっしと髪をつかまれて、雛は痛みに顔をしかめた。


　体は反動で後ろに倒れて幾度かたたらを踏み、けれども体勢を立て直しきれずにしりもちをついた。


（独りだったんだから気を抜いちゃいけなかったのに）


　いつもはそばに誰かがいて、雛が呆けていても声をかけて注意してくれていた。今はそんな人がいないというのに、今もって直っていなかった悪癖のせいで非常に危ない事態に遭遇してしまったようだ。


　未だに背後にいる存在を視界にとらえてはいない。けれども絶えず立ち昇ってくる本能的な震えが厄介な相手だと雛に教えていた。


「めずらしい髪の色だな」


　後ろから聞こえてきたのはなめらかな口調で話しかけてくる男性の声。


　雛の肩がびくっと跳ねた。


（まさか）


　思ったと同時に雛は後ろに立っている存在を振り仰いでいた。


　雛の瞳に映ったのは、黒い髪に、紅い瞳の青年。


（妖……ッ）


　雛は座り込んだまま手足を振り回して暴れた。


　対して青年のほうは、雛の必死の抵抗すら軽くいなして、愉快そうに笑った。


「今頃暴れてももう遅いよ。そもそもこんな森の中で独りでいるってことは道に迷って仲間とはぐれたってことだろう。助けなんて来ないんだから無駄なことはしないほうがいいよ」


　だからといっておとなしく従う人などいないだろう。


　雛が偶然手に触れた石を持って妖を殴りつける。


　かすかな呻き声が聞こえた。そう認識するかしないかのうちに視界がぶれて片頬が急激に熱を発し始めた。妖に頬を殴られたのだ。


　視界と共に意識が揺れているあいだに雛は引き倒されて、地面の上に仰向けに寝転んでいた。気づけば馬乗りになった妖から突き刺さるような冷たい視線を注がれている。


「ッたく、どうしてどいつもこいつもここまで逆らうかなー。なにも取って食うわけじゃないんだからもう少し落ち着こうよ。どうせ嫌がるのは最初だけなんだからさー」


　雛には言っている意味が理解できなかった。


「な、にを、言って……」


　喋ろうとして口を動かせば、そのたびに頬に更なる痛みが走った。


「だからね」


　妖はあきれたような顔で雛のお腹の上に手を置いた。


「ここに僕の子種を注ぐだけで、君を食べたりなんかしないって言ってるの。まあ別の意味ではいただくわけだけど、殺したりはしないってこと。わかった？」


　さすがにそこまで言われれば雛にもなにをされようとしているのかはわかった。しかし殺す気はないと言われても、そもそも誰だって妖の子など身ごもりたくないのだから暴れるなというのはおかしな話だ。


　雛はどうにかして逃げられないものかと周囲に視線を飛ばした。


　そのあいだも妖の手は雛の体の上をゆったりと撫でるようにくすぐるように動いていく。


「いいかげんにあきらめたら？　僕たちに見つかって逃げられた人なんていないんだから。それにちゃんと気持ちよくさせてあげるよ？」


　妖は薄い唇の両端を緩やかに持ち上げて微笑んだ。


　目鼻立ちの整った顔。均整のとれた体型。甘くなめらかに耳に入り込んでくる声。


　背丈や部分部分の大きさも含めて、髪と瞳の色以外の外見は人の成年男子とほとんど変わらない。


　人であればたしかに女性に好かれる要素を多分に備えているのはたしかだ。けれど妖は妖。


　妖怪や獣が獲物を見る眼と、今目の前にある紅い瞳が雛を見つめる眼は同じ。雛を獲物と認識している眼だ。そんな眼を向けられていてどうしておとなしく身を任せることができるだろう。


　睨みつける雛をいたぶるつもりか。妖は身を屈めて顔を寄せると雛の首筋をねっとりと舐めた。


「いやぁ」


　身の毛がよだつほどのいとわしさに雛は思わず悲鳴をあげる。


　陽炎に舐められたときはなんともなかったのに、どうしてこんなに違うのか。その困惑がさらに雛から理性を失わせていく。


　ただただ妖の顔を遠ざけたくて両手を使って押しのけようとやみくもに暴れる雛を、とうの妖は楽しそうに見下ろしながら彼女の衣服を爪で切り裂いていった。


　雛の爪がつけるひっかき傷など、妖にとっては瞬時に治る程度のものでしかない。だから彼もそれを避けようともしないで己の目的を達成するために手を動かしていく。妖の目的とは獲物の腹の中に子種を注ぎ込むこと。ただその過程もじゅうぶん楽しんでいることは見るからに明らかだった。


「はいはい。ほら、かわいい胸が出てきたよ。君はまだちょっと早かったかもしれないけど、まあ問題ないよね」


　日を追うごとに少しずつ膨らんできていた胸を妖の大きな手のひらが覆う。


「ほらこんなに小さい」


　くすくす笑いながら妖は雛の胸をもてあそび始めた。


「小さくてもちゃんと感じさせてあげるから安心していいよ」


　徐々に肌があらわになっていき、雛はいよいよ焦ってくる。


　いっこうに気持ち悪さが治まらなくて、全身に鳥肌が立っている。


　直接肌を見ているし触ってもいるのだから妖も気づいているはずなのだが、そのことは口にしない。もしかしたら彼にとってはいつものことだからかもしれない。嫌がるのは最初だけだと言っていたことからも、彼のこれまでの所業が知れるというものだ。


「うっ」


　思わず吐きそうになった雛は反射的に口を手で押さえた。我慢などしなくてもそのまま吐いてしまえば嫌がらせ程度にはなったかもしれなかったが、それによって逃げるための体力を奪われるのが嫌だった。


　雛はまだあきらめたわけではない。


　妖は雛の胸元に伏せていた顔をわずかにあげるとふっと笑んだ。


「なかなか手ごわそうだね。でもそのぶんなぶりがいもありそうだ」


　未成熟さを嘲笑いつつ、けれどそのためにかかる手間さえ楽しみだというように紅い瞳は怪しく細められた。


　腰に巻いた帯まで解かれようとしたとき、一瞬だけ妖の動きが止まった。


　その隙に雛は帯に挟んでいた光る小石を入れた小袋を右手でつかんでそのまま刀印を組んだ。左手で帯を解いて妖へ投げつける。


「オンアミリティウンパッタ！」


　力を込めて雛が呪を唱えると、帯自らが生き物のように妖に巻きついて拘束した。


　驚愕した表情で動きをとめた妖のしたから這い出た雛は即座に駆けだした。


　雛の力では長い時間拘束することはできない。むしろ一瞬だけでも成功したことのほうが不思議に思えるほどだ。


　枝葉が顔や体に傷を作ろうとも雛は走る速度を緩めたりはしなかった。


（久哉。久哉）


　頭の中にあるのは、逃げなくてはいけないということと、久哉の名前だけ。


　走って。走って。


　そうして草むらを突っ切ったその先に地面がなく、ただ落ちていくだけしかできなかったそのとき。


　雛はようやく口にすることができたのだった。


「陽狭夜ー！」


「ようやくか」


　どこか楽しげな、けれど慣れ親しんだ声と気配。


　ゆっくりと目をあけた雛の視界には、思ったとおり久哉の顔があった。雛は久哉の腕に横抱きにされた状態で宙に浮かんでいた。正確には久哉が作った虹色に光る薄い膜でできた球の中に入ってふわふわと地上へとおりていっているところだった。


　昼の神子のときの久哉が、獣などから身を守る際によく作っていた結界だった。


　昼をこうしてしのいで、夜の巫女に変わったところで退治する。


　久哉との旅ではそういうことがまれにあった。


　もちろん夜に出くわした場合は問答無用で即座に食料となっていた。獣の肉も大切な栄養源だったから。


　そうして考えれば、今回雛がばったり妖に出くわして襲われることになったのもある意味自然の摂理だったともいえる。襲われた側にとっては常に不本意ではあったとしても。


　さきほどの恐怖を思い出した雛は再び体が震えだした。


「どうした。ああ」


　久哉はすぐに理由に思い至ったみたいな調子で、もう少しだけ我慢するように言った。


　雛は小さくうなずいた。


　ようやく久哉の足が地面につく。結界は役目を終えて消えるのかと思えばまだそのまま。けれど久哉は何食わぬ顔で結界を張ったまま歩き始めた。


　たどり着いたのは人が二～三人程度入れるくらいの小さな温泉だった。


「まずは体を洗って怪我の治療をしてからだ」


　温泉のへりにおろされた雛は素直に衣服を脱いで湯に体を浸す。


　体のあちこちにできた傷がしみる。


「この温泉は傷を治す効果もある。顔の傷もちゃんと洗えよ」


　そういえば殴られたんだ。そっと手をあててみればずいぶん腫れている気がする。こんな変な顔を久哉に見られたのかと思うと恥ずかしくて、雛はとぽんと水音をたてて全身を湯の中に沈めた。それを数回繰り返し、忘れずに髪も洗う。


　そろそろのぼせてしまいそうだと考えたところで久哉に呼ばれた。


「もうあがってもいい？」


「あと一回。俺が頭を押さえるから、そのあいだ息を止めて我慢しろ。いいな？」


「すでにのぼせそうなんだけど」


「そのときはちゃんと介抱してやるから安心しろ」


　それはなんか違う。そう思いつつ雛は素直に従った。


　久哉が雛の頭に手を置いてゆっくりと押さえていく。ほかの誰かだったら絶対にできないことだ。思いっきり息を吸い込んだところに合わせて頭も湯の中へ。


　そうして久哉の手首まで浸かったところで、口の中で呪を唱えた。久哉の手のひらから雛の頭へと伝わり、そして全身へと巡っていく。


　雛がお湯から顔を出したときにはすでに怪我はすべて治っていた。


「ありがとう、久哉」


　案の定のぼせてしまってそのまま意識を失っていく雛を抱きとめたのは、彼女が安心してその身を任せられる久哉の腕だった。


 













    12.三本の矢
    　雛が目を覚ました場所は懐かしい久哉の膝の上だった。


「おはよ……」


　どこか舌足らずなあいさつになってしまったのはまだ目覚めきれていないだけではなく、懐かしい場所だったからかもしれない。


　ちょうど夢の中でも、久哉の膝の上で守られながら眠っていた幼いころの自分の姿を見ていたせいでもあったように思う。


　まだわずかにかすむ目を軽く指の背でこすって数度まばたきを繰り返す。なんとか通常の視界が戻ってきたところで顔をあげた雛は、ようやく周囲の状況に気がついた。


　なぜ久哉が結界を張ったままだったのか。


　自分でも呪の効果は短時間だとわかっていながら、久哉に会えたことで気が抜けて、大事なことをすっかり忘れて寝こけていたなんて。


　結界が外の音さえ遮断していたとはいえ、争いが起きていることにまったく気がつかなかったというのはどうなんだろう。雛は自身の間抜けさに本日二度目の失望をした。


　雛と久哉の周囲は紅い炎に包まれていた。


　その向こうにいるのは雛を襲った妖。雛が目を覚ましたことに視線で気づいたのだろう。雛のほうへ暗くて尖った、けれども欲望を隠しもしない熱い眼差しが向けられる。


　比喩としてだけでなく事実舌なめずりする妖の姿を目の当たりにした雛はぞっとした。


　反射的に逃げるように久哉にしがみつく。


「あんな奴を視界に入れてやる必要はない」


　久哉が手で雛の目を覆う寸前に視界に飛び込んできた黒い物体。雛は久哉の手をつかんで下げて視界を確保すると、その黒い存在を凝視した。


　四足の獣によく似た、けれども成人男性よりも二回りは大きい体躯。ゆらゆらと揺れる黒い体毛。


「陽炎……、帰ってきたの……？」


「雛」


　とがめるような口調で呼ばれた雛は久哉へと視線を戻した。久哉は雛の耳に唇が触れるほどに寄せて囁いた。それは口の動きすら読み取られないようにするためだった。


「あれのことはロウと呼べ」


「え？　どうして？」


「おまえが呼んでいるそれはあいつの真名だろう」


　指摘を受けてようやく気がついた。雛は陽炎のことを『陽炎』としか命名しなかった。一つしかない名は必然的に真名となる。


　ここには今、名づけた雛と当事者である陽炎以外もいるのだ。


　久哉だけだとさほど問題にしなくてもかまわない。しかし自分たちに敵対し攻撃さえしかけているあの妖にだけは陽炎の真名を知られないようにしなければ、彼の身が今以上に危険にさらされることになる。


　幸いにも今回は結界によって声は届いていない。口の動きも、陽炎の体と、つかんだままになっていた視界を塞ごうとしていた久哉の手よって口元が隠されていたので読み取られることはなかった。


　だからといって気を抜いていつものように呼びかけないようにしないといけない。


　これ以上失敗して自分だけでなく、久哉や陽炎に迷惑をかけるわけにはいかない。しかも手間をかけさせるだけでなく命の危険さえ伴うのだからより一層気を引き締めてかからないといけないだろう。


「うん、わかった。ロウ、だね」


　雛が納得したことを確かめた久哉は、伏せていた顔をあげるとそのまま空を見上げた。


　そろそろ夕暮れが近づいてきているようだ。久哉としては待ちに待ったというべきか。


　いっぽう雛のほうは陽炎と妖の戦いに目を向けていた。


　四足ならではの素早い移動から幾度も繰り出される爪牙による攻撃。


　けれど妖もそれらを最小の動きでうまい具合に避けていく。それだけでなく、爪牙を避けながらも術で炎を操って陽炎を絡め取ろうとした。


　陽炎のほうもそれをするりとかわしていく。


　まれに攻撃がかすることはあっても、双方ともに影響がない程度にしか効果が得られていないようだ。


　だからこそ久哉の攻撃体勢が整う必要があった。


　この拮抗した状況に終止符を打つために。


「雛」


　ようやくそのときがおとずれようとしている。


　促されるまま雛は久哉の膝の上から退いて脇に立つ。


　耳元でささやかれた久哉の指示に、雛はうなずきを返した。


　数回深呼吸をしてから雛は両の手のひらを胸の前で合わせた。


　指先をつけたまま少しだけ手のひらに隙間をあける。左右の親指は交差させ、人差し指ははなして外側に広げる。中指はそのままで、薬指と小指は内側に折り曲げるようにして組んだ。


　そうしてできあがった印を保ったまま、雛は呼気で囁くかのように口の中で呪を唱え始めた。


「オンシュチリキャラロハウンケンソワカ」


　あとはその繰り返し。


　結界が一瞬揺らいで昼の神子の力が消えようとしていることを雛にも知らしめた。


　ちらりと久哉に視線を向ける雛。


　それを受けて久哉は一つうなずくと雛の前へと体を移動して素早く九字を切る。


「臨、兵、闘、者、皆、陣、列、在、前」


　唱え終えるとほぼ同時に結界が消えて、妖が放った炎が襲いかかってくる。


　それを久哉が切った九字が粉砕した。


　間髪を入れずに繰りだされる久哉の呪が妖を追い詰めていく。


「オンビシビンカラシバリソワカ」


　変声期前の少年らしいやや高めの声を追うように、空を切り裂くほどの鋭い響きをともなう柏手が久哉の手によって打ち鳴らされた。


　妖の足を呪が刺し貫き地面に縫いつける。


　ここぞとばかりに陽炎がとびかかるが、足をとめられてなお妖は身を反らせて陽炎の爪を逃れる。


　お返しとばかりに伸ばした自身の手爪を閃かせて、すれ違いざまに陽炎の腹を裂いた。陽炎が着地した衝撃で傷口から鮮血がふきだす。


　その様子をしっかりと見てしまった雛は呪を唱えることも忘れて陽炎に駆け寄ろうとした。


「か……」


「雛！」


　反射的に「陽炎」と呼びかけた雛を久哉が怒鳴りつけて押しとどめた。


「あ……」


　慌てて雛は両手で己の口を押えた。


「自制できないのであれば目を閉じていろ」


　久哉が首にかけていた帯を雛に向かって投げつけると口の中でなにかをつぶやいた。


　帯は決して雛を傷つけたりはしなかったが、ゆるくもなくきつくもない力で目を覆うようにして頭に巻きついてしっかりと視界を塞いだ。


「久哉ぁ」


　見えないのは余計に不安だと訴えたのだが、久哉は耳を貸そうとはしなかった。


　それどころか逆に集中力が足りなさすぎると反省を促す。


「全然力が溜まっていない。もっと呪を込めるんだ」


　さきほどと同じ印を組んで再び呪を唱え続けさせようとする。


「耳を塞がなくともなにも聞こえなくなるくらいに集中しろ」


　それが今雛ができる唯一だと久哉に断言されて、衝撃を受ける。だがそれは同時に一つだけでもできることがあるということだ。そのことに雛が気づけたのはしばらく経って落ち着きを取り戻してからだった。


　それでも久哉がやれということに意味がなかったことなどないので、雛はぺちんと両頬を手のひらで叩いてから印を組み呪を唱え始めた。


　一音一音丁寧に唱えていく。


　妖の気配が消え。


　陽炎の唸り声が消え。


　久哉が唱える呪が消える。


　周囲に渦巻いている禍気のおぞましさすらやがて感じなくなっていった。


　最初は心の片隅でくすぶっていた久哉や陽炎を心配する気持ちも徐々に小さくなってなくなっていく。


　薄情になったのではない。


　ふたりとも心配しなくても大丈夫なのだと信頼できるようになってきたのだ。


　ただ一心に呪を唱える雛をちらりと見やった久哉の口元が満足そうに弧を描く。


　今や雛の髪は白から銀の光を帯びたものへと変わっていた。煌めきが髪全体へと広がって完全に銀髪へと変化しきったことを認めた久哉が、陽炎に眼で合図を送る。


　即座に地を蹴った陽炎と久哉は、雛を基点として正三角形を描く点へと移動して妖を囲った。


「雛！　今だ！」


　雛は組んでいた印を刀印に切り替えると、抜き放つようにして右手を天高く上げた。


　雛と久哉と陽炎がいっせいに口を開いた。


「オンシュチリキャラロハウンケンソワカ！」


　三声が異口同音に唱え。


　刀印を掲げていた雛の腕が勢いよく振り下ろされる。


　天から落ちてきた三本の光の矢が渦を巻きながら徐々に一本にまとまって妖の全身を光で刺し貫くようにして呑み込んだ。


　余波が強風となって雛の体を吹き飛ばそうとする。


　それを後ろから支えたのは陽炎だった。


　胴体で雛の体を受け止めて、尻尾で包み込む。それで風を遮れるわけではないのだが、雛を安心させる効果はあった。


　雛は仰け反りかけた体を反転させて、陽炎の体に腕を回して風圧に耐えた。


　風が落ち着いた後には妖の核だけが残っていたが、それも久哉が唱えた「滅」の一言で砕け散ったのだった。


 













    13.旅は道連れ世は情け
    　風が治まると、雛はその場に膝をつく。そして体から空気が抜けるようにへなへなと座り込んだ。目隠しをしていた久哉の帯が役目を終えてはらりと解ける。


「はぁー。疲れたー」


　がっくりと頭を落としてせりふそのままの態度を示す雛を、久哉と陽炎があきれた眼で見つめた。


「雛、なぜおまえがそこまで疲れるんだ。そもそもおまえの注意力が散漫なせいで俺たちが苦労したようなもんだぞ」


　痛いところを突かれて雛はぐうの音も出ない。ただのどが塞がったような息苦しさを覚えて顔をしかめた。


　そこへ助け舟を出したのは陽炎だった。


「それはおまえが甘やかしすぎたからだろう」


「どこがだ」


　久哉は納得がいかないと眇めた眼で陽炎を見返した。


「眠らせたり、腕に中に囲ったり、目隠しをしたり」


　それは今回の久哉の態度だった。


「余計な手間がかからないようにしただけだ」


　久哉は腕組みをして、さらに胸も反らせている。やましいことはなにもなく、間違っているとも思っていないことが如実に表れているその態度。


　けれど陽炎は鼻で笑って一蹴した。


「そんなことを繰り返しているからヒナも身につかないんだ」


　失敗する前に久哉が止めているのだ。


　そうすればたしかに久哉や周囲のものにとっては被害は少ないだろうが、痛い目を見ていない雛の成長を阻害する結果にもなった。


「だからヒナは未だに危険に対する認識が甘い。守られることがあたりまえになっているから、状況を考えずにすぐに己の思考に没頭して周囲への警戒を忘れるんだよ」


　そうなったのは雛を育てた久哉の責任だと言い切った陽炎。


　久哉は思いっきりしかめっ面をした。


　いつもそばで誰かに守られていることに慣れた雛は、周囲の状況を忘れて考えに没頭することがあるのは事実だったからだ。


　たしかに村にいたころは絶えず久哉がそばにいたわけではない。けれどミコである久哉の養い子に本気で傷を負わせるものはいなかったし、雛は雛で周囲から意識を切りはなすことで聞きたくないことを聞かなくて済むように生きてきたためそんな風になってしまった感がある。


　そういう意味では久哉だけの責任ではないが、手間を惜しまなければもっと早い段階で修正をかけられなかったわけではない。つまりはここは年長者である久哉の責という結論が導かれた。


　久哉は観念したように組んでいた腕をほどいた。


「わかった。もし今後も俺のそばにいるというのであれば改善させるように努めてみるさ」


　その言葉に反応したのは雛のほうだった。


「え？　久哉、それどういうこと？」


　迎えに来てくれたものと思っていた。


　だからこれからも一緒に旅を続けるのだと疑いもしなかった。


　けれど必ずしもそうとは限らないという。


「星が流れた。俺はまた欠片のところへ行かないといけない」


「だからってどうして？　どうして今回はついて行っちゃいけないの？」


　久哉がひとりで行かなければいけないというのであれば、我慢して留守番するが、そうでなければ一緒に行きたい。


　雛がそう伝えると、久哉は陽炎を一瞥した。


「ロウはどうするんだ？」


「どうするって……」


　陽炎は陽炎でこれまでのように生きていくのではないだろうか。いったいなんの関係が、と首をかしげていると、とうの陽炎が尻尾を使って雛の頭を叩いた。


「逃がさない。そう言っただろう。もう忘れたのか？」


「え、でも、久哉が戻ってきたのに？」


「それがなんの関係があるんだ？」


　陽炎の朱い瞳が揺らめきながら剣呑な気配を纏ってくる。


　陽炎の言葉は容赦がなかった。


「そもそもヒナはオレにささげられた生け贄としてここにいるんだ。本来であればすでに食われて死んでしまっている存在だ。逃げないと約束したから生かしてやってるだけで、勝手にふらふらと出て行こうとするんなら食っちまうぞ」


　そういえばそうだった。


　雛だって考えたではないか。久哉の足手まといでしかないなら、陽炎と一緒にこの森で生活するのもいいのではないかと。


　けれどいざ久哉に再会してみると、一緒にいることしか考えられなくなった。


　雛はすがるように陽炎を見上げた。


「だめ……なの？」


　身勝手に許しを請うことしかできないことが情けない。けれどほかにどうしていいのかわからなくて、我がことながらあまりの嘆かわしさにじわじわと目が潤んできた。


　あっというまに目尻に溜まる涙を陽炎が舐めとる。


「泣き落としか？」


　陽炎が嗤う。


　雛は違うと即座に否定を返して力いっぱい首を左右に振った。そして飛びつくようにして陽炎の首に抱きついた。


「でもここにいて、またさっきの妖みたいなのに会うのは嫌なの！」


　雛の足で。しかも考え事をしながらふらふらと歩いていたのだから、妖に襲われた場所は陽炎の棲み処である洞からさほど離れていなかった。


　つまりはこの先もないとは言えないのだ。


　雛が妖と会ったのは今回が初めてだ。


　妖から攻撃されたことも、あれほどの攻撃を昼の神子である久哉の結界が防ぎ切った様をまのあたりにしたのも、同様に初めてのことだった。


　だから今までは上辺だけしか知らなかった久哉の力は、攻撃ができない昼だからといって名を呼ぶことを遠慮する必要がないくらいには強かったこともわかったのだ。


　そうしたことからも雛が久哉のほうに傾倒してしまうのは当然だった。


　いっぽう陽炎も自分の棲み処のすぐそばで獲物を横取りされるとは思っていなかった。いわば縄張りを荒らされたのだから、雛の言葉はかなり応えた。


　いったん逸らされた陽炎の朱い瞳は、やがて雛を見て、久哉を見た。


「オレも一緒に行く」


　最初に目を瞠り、次いで陽炎を睨みつけながら口を開いたのは久哉だった。


「なにを言っている。おまえは妖怪だろう。一緒に旅などできるわけがないだろう」


「人の目があるときだけオレが身を隠せばいいのだろう。しょせんそんなことを気にするのは『人』だけだ」


　そもそもミコである久哉が一言「連れ」だといえばそれで済むことだ。なにせ白髪の雛を連れて歩いているくらいなのだから、妖怪が一体増えたところで周囲の反応にさほど違いが出るとは思えなかった。


　逆に妖怪を従わせることができるのかと尊敬されるだろう。


　久哉もそうした状況は容易に思い描くことができて、ひどく苦々しい顔をした。


　陽炎が続ける。


「ヒサヤは欠片のところへ行かなくてはならない。ヒナはヒサヤと一緒にいたい。オレはヒナを手放す気はない。そうなると全員で移動するしかないだろう？」


「陽炎も一緒に行けるならいっきに問題解決ね」


　ようやく話に追いついてきた雛が相好を崩した。


　そんな雛の頭を、久哉が拳でもって軽くコンと叩いた。


「雛。ロウ、だ。いいかげん覚えろ」


「それって一緒に行ってもいいってことよね」


「とりあえずそうするしかないだろう」


　久哉の声はやけに疲れているようだった。


　賛成はしないが、反対も邪魔もしないといったところだろう。仮にダメだといっても陽炎であれば勝手についてくるくらいは簡単にしでかすだろう。それならば最初から行動を共にして、いざというときの対処についても話をあわせておいたほうがいい。


　二人と一体は、いったん陽炎の棲み処である洞に戻って支度をしてから旅立つことになった。


 













    14.振り返る
    　夜明けとともに雛と久哉と陽炎の一行は洞をあとにした。


　背負い籠はせっかく雛が編んだのだからと、陽炎自らが背負うことを申し出た。


　旅に出るのなら食料をはじめ必要なものは幾らでもあるだろう。仮にほかの旅人に遭遇したとしても、荷を運ぶための動物と取り繕うこともできる。


　幸い陽炎は遠目にはただ体が大きいだけの獣にしか見えない。黒い体毛が常にゆらゆらと揺れ動いているとはいえ、人前で喋りさえしなければ大きな騒ぎになることはないだろう。


　昨夜の話し合いでそう取り決めたはず。


　だからそれが原因とは考えられない。ではいったいなにが陽炎を不機嫌にさせているのだろうか。


　雛は陽炎の隣を歩きながら、横目でちらちらと見やった。


　一行は未だ森の中を移動中だ。雛をはさんで右側に久哉、左側に陽炎がいる。


　両側から雛を守るように歩いていても肝心の雛が気もそぞろな状態ではどうにもならないこともある。


　特に甘やかしが原因という結論がでているため、久哉も陽炎も今回はあまり手を出さないようにしていた。


　しかし何度つまづいても転んでもいっこうにあらためようとしない雛は、またしても木の根に足を取られて転んでしまった。


　とうとう久哉が唸るように声を発した。


「雛、いいかげんにしないか。この先もだらだら歩くようならおいていくぞ」


　雛はすでに立ち上がっていたが、久哉から冷ややかな眼差しで見下ろされて足がすくむ。


　体が硬直して、すぐに前を向いて歩き始めた久哉を追うことができない。


「どうして……」


　これまでの久哉であれば無表情であっても無下に扱われることはなかった。


　久哉の背中を捉える視界がみるみるゆがむ。


　先を進む久哉と違って、陽炎は足をとめて雛の隣に残ってくれている。だが雛が泣いていても、いつものように涙を舐めとることはなかった。


　それどころか陽炎さえ盛大なため息を吐きだした。


「陽炎？」


「ロウ、だろう」


　訂正するのもいいかげん疲れてきたと言わんばかりの口調だった。


「昨日はヒサヤが甘やかすからとあいつを責めたオレだったが、さすがにヒナのこうした態度を見ているとむしろあいつに同情するぞ」


　陽炎の朱い瞳から注がれる視線も久哉以上に冷ややかで、軽蔑さえ含まれているようだった。


「甘えるのはいいかげんにやめろ。薄っぺらな言動が鼻について不快だ」


　今の雛であれば惜しいと思わずに平気で食べることができるとまで言われて、雛は絶句する。


　陽炎は鼻先をくいっとしゃくるように動かして久哉のあとを追うように促した。


「行くぞ。このままでは本当においていかれるぞ」


　いいのかと続く言葉に、雛は慌てて首を横に振って駆け出した。


　袖でぐいっと目元をこすって涙を拭う。


　今の雛には久哉と陽炎が言っている意味はわからなかったが、足をとめたままなら本気でおいていくつもりだということだけは感じ取れた。


　優しかった久哉が冷たくなった。


　楽しそうにしていた陽炎が厳しくなった。


　ふたりとも雛が悪いのだという。甘え過ぎているのだと。


　けれども雛自身にはその意味がまったくわからずに混乱するいっぽうだ。それがさらに彼らを苛立たせている。それだけはわかっているのに、やはりどうすればいいのかがわからない。


　八方塞がりで、お手上げしたくなる。


　もちろん実際にそれを行動にうつせば、その時点で雛の人生は終わるだろう。陽炎の爪で切り裂かれる雛の体。久哉はそれを無表情で一瞥するだけで簡単に切り捨ててしまうだろう。


　そうした光景が安易に想像できてしまう。それが今の彼らだ。


　雛は久哉に追いつくと、真横には並ばずに二歩分ほど距離を置いた。久哉の姿を見ることができてなおかつその背で視界を覆わない位置。


　今までだったら平気で久哉の真横だったり前だったりを歩いていた雛。


　けれど今は久哉の視界に入るのが怖い。


　それに森の中ではどの方向に進むのかがわからない。なのでやや後ろからついて行くほうが歩きやすいことにいまさらながら気づいたからでもあった。


　あらためて思い返してみれば久哉との旅はほとんど道を使っていた。


　だから安心して分岐点に来るまでは前に出たり横に並んだりといったことも平気でできていたのだ。


　道の上では、分岐点でどちらに進めばいいのか訊けば簡単に答えが得られた。だが森の中では右や左といっても通じない。


　木を避けたり、根をまたいだり、小川を飛び越えたり。


　そのたびにいちいち方角を指し示すことなどできるわけがないのだ。その辺は動きを読んで合わせるしかない。


　そのためには久哉の動きに注目していなければいけなかった。


　だが雛は陽炎の機嫌に気を取られて何度かはぐれそうになっていたのだ。


　そのたびに久哉に名前を呼ばれていた雛。つど我に返って謝罪をするも、またすぐに忘れて陽炎に意識を向けてしまって久哉の動きを見失う。朝からその繰り返し。


　気になるのであれば陽炎にどうしたのかと直接問いかければいいのに、それをしないでただちらちら視線を向けるだけ。


　安全な道の上を歩いているならまだしも、森の中でこれでは不注意にもほどがある。久哉と陽炎のふたりに愛想を尽かされても不思議はなかった。


（ちゃんとやっていたつもりだったのに）


　それがいかに独り善がりだったか。雛はようやく気づき始めた。


　陽炎は雛の左隣に戻っていたが、今は二歩前を歩く久哉の姿が常に視界に入っているからか気にならなくなっていた。


　あらためて我が身を省みる。


　久哉と共にいたいと思ったのは。そう願ったのは。それは久哉が優しかったからだろうか。


　雛の髪が白いから。よそ者だから。だから村人に受け入れられるわけはないと思い込んでいたのか。


　ミコである久哉が村に留まるのは決して気分のいいものではなかったはず。


　それなのに雛のためにとどまってくれていた。


　成長期の雛がちゃんとご飯を食べられるように。年頃の同じくらいの子供と接する機会を持てるように。


　ミコを村にとどめるために村人たちが考えた餌には違いない。だが餌だけだったとは限らなかったのかもしれない。それはたしかに久哉が独りで育てていては与えられなかったものだ。ひきとめる餌ではあったが、同時に真実雛のためでもあったのかもしれなかった。


　理由は一つだけとは限らない。


　ならばせっかく与えてくれたその機会を逸したのは雛自身だということか。


　あと少し雛が成長すれば久哉と並ぶだろう。そのあとはすぐに背を追い越してしまうかもしれない。追い越して雛が大人になったとき。果たして雛は久哉と一緒にいることができるのだろうか。


　大人になった雛を久哉が世話をする理由などどこにもないのに。


　視界は久哉を捉えたままで、周囲の状況に合わせて移動を続けながら、それでも今の雛は転んだりすることはなかった。


　さきほどは横にいた陽炎を何度もチラ見することで視界がぶれて、足元の確認もおろそかになっていた。


　けれど今は正面を向いたままなので追いかけるべき久哉の姿と、これから向かう先の状況が常にわかっている。そのため考え事をしていても体は自然と必要な動きをしてくれていた。


　ようするにこれまではよそ見ばかりしていて大事なものを見落としていたといえる。そうでなければ久哉にべったりで、ほかのことを視界に入れようとしなかったために自分の足元すら見えていなかった。このどちらかだったに違いない。


（たぶん久哉しか見てなかったのよね）


　今のようにあと少し距離をあけることができていたら、久哉だけでなく周囲の様子も見ることができていたはず。


（もっと仲良くなれていたかもしれなかったのに）


　雛はレイの姿を思い浮かべた。


　いつも雛のことを呼んでくれていたレイ。


　食事の輪の中に誘ってくれて。お手伝いの相棒としてよくいっしょに組んでくれた。


『ヒナー、ご飯食べに行くよー』


　懐かしい声が脳裏に浮かぶ。


　ジワリと浮かんできた涙を乱暴に袖で拭う。


　捨て石じゃなかったのかもしれない。


　恐怖から錯乱状態におちいった結果の発作的な行動で、ずっと後悔し続けているのかもしれない。


　そうでなかったとしても、村に馴染もうとしなかった雛にも問題があったのだから、レイや村の人たちを一方的に責めるのは浅はかな行為だったと反省した。


　久哉が足をとめた。


　今夜の野宿は小川のそばだった。


 













    15.友達
    　久哉は雛に石で囲うかまどを作って火を起こすように伝えると、背負い籠を下ろした陽炎と手分けして食料を探しに行った。


　陽炎は主に獣を狩る。自身の腹を満たすついでに、雛や久哉の分も確保するといった感じだ。


　いっぽうの久哉はといえば果実の収穫が主だが、食べられるものがあればもちろんそれ以外にも手を出す。


　今回は川魚を数匹手に入れることができた。


　丈夫で手ごろな枝で川魚を串刺しにする。それをかまどの火であぶるように適当な位置で串の柄を地面に突き刺していく。


　陽炎が狩ってきた獣もさばいて同様に串刺しにして焼いた。


　この獣は体長が雛よりわずかに大きい程度の中型の動物で、首が短い。そのため楕円形の体に細くて短い脚が四本ついているだけに見える。気性が激しくてすぐに背中の怒り毛を立てて突進してくる。体当たりを食らうと、人であれば大怪我をするほどに威力があるが、食肉として真っ先に狩りの対象になるような動物でもあった。


　久しぶりの肉だったので、雛は大喜びで頬張った。


「ロウ、ありがとう。とってもおいしい」


　口の中の食べ物を飲み込んでから喋っているので、自然と数拍間を置くことになる。それが雛に考える時間を与えることとなり、ここで野宿をすることになってからは今のところ間違って陽炎と呼びかけたことはなかった。


　よく『考えてからものを言うように』とは何度も注意されていたが、それができたのは今回が初めてだと気づく。実行できたことによってようやく言われていた意味が理解できた雛だった。


　久哉が獲ってきた川魚もこんがりと焼けていて、ほくほくの身が口の中でほぐれて食べやすい。


「久哉もありがとう。お魚なんてめったに食べられないから嬉しい」


　果実類はとりあえず背負い籠の中にいれて明日以降の食料として確保した。


　肉や魚も残ったものは粗熱を取ったあとで大きな葉っぱで包んで、同様に籠に入れておいた。


　ココナッツジュースを飲み終えた雛が満足げに息を吐きだす。


「あーおいしかった。もうお腹いっぱい」


　食材のくずや食べかすなどは、燃えるものはかまどの火の中に投げ入れて、それ以外のものは穴を掘って埋めた。


　火の粉が飛び散らないように、あまり炎を大きくしないように気をつける。同時にかまどの周囲には、水分をたっぷり含んで燃えにくい青葉がたくさんついた枝を数本切り取ってきたものを、炎に笠を被せるようにして地面に刺しておいた。


　もろもろの準備や片づけを終えて、いつでも眠れる状態になったところで雛はふと気になったことを口にした。


「ねえ久哉。ロウはどうして『ロウ』なの？　久哉みたいなのじゃダメなの？」


　陽炎と呼ぶのがだめでも、違う文字をあてて『かげろう』と呼ぶようにすればいいのではないかと思いついたのだ。


　だが久哉は無理だというように首を横に振った。


「ロウの場合は音を聞けばすぐに意味がわかってしまう。その揺れる体毛から連想したのだろう？　つまり音だけで簡単に真名にたどり着けてしまうからやめた方がいい」


　なんの説明もしなくても久哉に気づかれてしまったように、単純明快すぎてそのままだと使えないということだった。


　名前というのは個人の識別記号というだけではない。音や意味によって名づけられたものの人格形成やその後の人生に大きな影響を与える。真名はもちろん、愛称でさえその影響力は計り知れない。


「雛もいつか母親になって赤子に名前をつけるときがきたらじゅうぶんに気をつけることだ。子育てが楽になるのも苦になるのもそれで変わるといってもいいくらいに大事なことだと思っていたほうがいい」


「そんなに？」


　久哉は意味ありげな流し目を雛に送った。


「雛などという名をつけてしまったために、いつまでも手がかかってしようがない子に育ってしまった実例がここにいるからねぇ……」


「久哉、ひどい」


　雛はむっとして頬を膨らませた。


　ふたりの会話をそばで眺めていた陽炎も、たしかにそのとおりだと喉を鳴らすようにして笑った。


「んもう、ロウまで笑うの？」


　雛は膝を抱えこみながら口を尖らせた。


　膝の上に顎をのせる。ふたりに揃ってそんなことを言われてしまえばやはり気になってしまうものだ。


「……私ってそんなに手がかかってる？」


　久哉は手をのばして、雛の白い髪を梳くように頭を撫でた。


　陽炎は尻尾で雛の背を撫でた。


　そしてふたり同時に声を発した。


「こけてばかりで危なっかしい」


　昼間の失態を持ち出されて、雛はがっくりと首を垂れた。


「迷惑かけてごめんなさい」


　そっと顔をあげた雛は、上目遣いで久哉に目を向けた。


　久哉はふっと息を吐きだした。


「今日はもう寝ろ。久々の旅で体も疲れているはずだ。明日からは同じ失敗をしないように肝に銘じて忘れないようにすればいい。これから先も続くようなら今度こそ捨てるからな」


　雛はうなずいて、その場に横になろうとした。


「そこじゃなくてロウのところに行け」


「え？　どうして？」


「危なっかしいから」


　意味はわからなかったものの、繰り返して促された雛は手と膝をついてはいはいをするようにして陽炎のところへ移動した。すぐ横にいたのでそのほうが早かったのだ。


　交差させた前足の上に顎をのせた陽炎。炎によってさらに朱くなったような瞳を見返した雛はそこにあった陰が消えていることを確認してほっとした。


　首に抱きつくようにして、雛はそっと訊ねた。


「ねえロウ。聞いてもいい？　今朝はどうして機嫌が悪かったの？」


　陽炎だけに聞こえるように声を潜めたつもりだったが、久哉に聞かれてしまったようだ。


　こらえきれなかったというような笑いがかすかに聞こえてきた。


「久哉……、内緒話なんだから聞かないふりをしてよ……」


「俺もロウも耳はいいんだから聞くなというのが無理な話だし、聞かれて困るようなものではないだろうが」


「それはそうなんだけど」


　気持ちの問題なのだから、もう少し空気を読んで聞こえないふりくらいしてくれてもいいのにと愚痴をこぼす雛の顔を、陽炎が尻尾でおさえつけた。どうやら口を塞ごうとしたようだ。


「わぷっ、ろ、ロウ？　いきなりどうしたの？」


　雛が両手を使って顔から尻尾をはがそうとしていると、またわずかに不機嫌な気配が陽炎から漂っていることに気づいた。


　そんな雛の様子をしばらくのあいだ苦笑しながら見ていた久哉は、しかたないなといった感じで口を挟んだ。


「ロウ、そのくらいにしてやれ、雛が窒息する。雛も俺の相手ばかりしないでちゃんと友達のこともかまってやれ。ロウのそれは嫉妬だ」


　久哉に言われて陽炎はようやく雛の顔から尻尾をのけた。しかしそのまま雛の体を囲うようにして自分のほうに引き寄せていた。まさに久哉の言葉を肯定したような態度だ。


　朝から不機嫌だったのも、前夜雛が久哉を自分の寝床に呼んで一緒に寝たからだ。体の大きさから考えれば妥当な判断だったのだが、陽炎からすれば雛を取られた感が強くて機嫌を損なっていたというわけだ。


　なにかというと雛の口から久哉の名前が出ることも理由の一つだ。


　陽炎のほうはといえば、真名を呼ぶ危険性を説かれてもいっこうに呼び名が改まらないというのに。


　陽炎にしてもそんな感覚は初めてのことで戸惑っていた。だから雛に対してもついきつく当たってしまっていた。もちろん雛のいいかげんな態度に腹を立てていたのも事実だ。けれどもともとの不可解ささえなければ、あそこまできつい物言いにはならなかったともいえた。


「友達？」


　雛の問いかけに、久哉は「そう」と言ってうなずいた。


「友達」


　木の枝を一本手に持って久哉は地面に『友達』と書いた。


　ほとんどの村ですでに文字は失われている。村長の娘でさえ『レイ』という音の名しか与えられておらず、もちろん文字を教えるなどという場も機会も村にはなかった。


　村になにかあって住めなくなれば、見切りをつけてほかの地へと移動する。それを繰り返しているうちに、必要性の感じられない文字は人々の生活から消えていったのだ。


　国というものが存在していたときは運営に必要だった文字も、少人数しかいない村では全員を集めて口頭で説明するだけで事足りるからだ。


　だから雛に文字を教えたのは久哉だ。旅のあいだはこうやって地面に文字を書いて教えていた。村にいるときは、枠のついた木の板に砂を敷いて、そこに指で文字を書いていた。


「立場や種族といった上辺にとらわれずに、心を許して対等に交われる関係――とでもいえばわかるか？」


　久哉は雛だけではなく、陽炎にも問いかけた。妖怪である陽炎にとっても経験はなかった関係だっただろう。


　とはいえ久哉になら経験があったというわけではない。そうした状況を目にする機会がこれまでに何度もあったというだけの話だ。


　雛と陽炎は互いに顔を見合わせて「友達」とつぶやいた。


「でも……」


　顔を伏せ気味にした雛は口元に指をあてる。


「友達なのに嫉妬するってどういうこと？」


「友達になったばかりだとまだつながりに自信が持てないからだろう。とられてしまう気がするのだと言っていたものもいたな。そのうちほかのものと一緒にいても自分たちの関係が崩れるわけではないと理解できるようになって落ち着くみたいだな」


　四六時中べったりくっついていることが友達の証ではない。心のつながりが大事な関係なだけに、たとえ離れ離れになったとしても友達の存在は支えになることができる。


「そうやってくっついて体温を感じ合っているうちにだんだん気持ちが落ち着いて、自然とロウの不機嫌も直っていくさ」


　手のかかる子供たちを困ったように、けれど見守るような瞳で、久哉は雛と陽炎を見やる。


　口元の端がわずかに上を向いているから、けっしてそのことを不快に思ってはいないとわかる。


　だからこそ雛は安心して目を閉じた。


 













    16.一人の力
    　雛が寝入ったことを確認した久哉は、一気に表情を消した。


　気配さえ変わったことで、異変に気づいた陽炎が薄目を開いて視線を向けてくる。


　久哉は陽炎だけが聞こえる程度の声で囁く。


「しばらくここを離れる。朝までには戻ってくるが留守を頼めるか？」


　陽炎はゆっくりとまばたきをすることで首肯に代えた。


「雛を頼んだ」


　それだけ言い残すと、久哉はするりと立ち上がって独りで闇の中へと進んでいく。


　久哉にとって闇は視界を遮るものではなく、ただ『夜』であることを示して今の自分が『巫女』だと知らせるものでしかない。


　同様に陽射しは世界の色を見せるものではなく、『昼』の『神子』だと伝えるだけのものでしかなかった。


　夜暗の森をすいすいと歩いていくと、やがてぽっかりと穴が開いたようにそこだけ円形状に木々の生えていない草地に出た。


　中心に向かって数歩進んでから久哉は足をとめた。


「いいかげん出てきたらどうだ？　いつまでもつきまとわれては迷惑なんだが」


「それは上々」


　姿は見えないが、声だけはいずこかから返ってきた。


「下劣だな」


「褒め言葉をありがとう」


　どこまでもかみ合わない会話。


　久哉は仕方がないといった感じでため息をこぼした。


「消えるか、消されるか。どちらがいい？」


「おまえがか？」


　耳障りで下卑た嗤いが風に乗って拡散する。


　くだらないことをと胸中で蔑みながら、久哉は手のひらを上に向けた右手を胸のあたりまで持ち上げた。


「バジュラ」


　バジュラとは別名『金剛杵』ともいい、把手の両端に雷を形象した鋭い刃のついた杵形の武器だ。それが久哉の呼びかけに応えて手のひらの上に姿を現した。


　把手をギュッと握ると、今度は手の甲を上にしてから胸の前に引き寄せた。


　左手で組んだ刀印を右手に添えて口中で九字を唱える。


「臨兵闘者皆陣列在前」


　そんな久哉をバカにしたような嗤いは絶えず周囲にこだましていたが、些少なことと取り合わないで集中した。


　やがてバジュラが光を発してその身を闇に浮き上がらせるようになったところで、久哉はそれを頭上に掲げた。


「たわむれはこれまでだ」


　バジュラの放つ光でとうとう姿を捉えられたいくつかの影。


　引導を渡すべく久哉はバジュラを握る手にさらに力を込める。


「オンバザラヤキシャウン」


　渾身の力でもってバジュラを振り下ろす。


　呼び寄せられた雷が、久哉を囲う影のすべてをとらえた。


　残ったのは木々によく似た姿の妖怪が焦げてできた灰だけだった。核すらもすべて焼けてしまったようで力を感じさせるものはどこにも残っていなかった。


　力を開放したバジュラは空気に溶け込むようにして久哉の手の中から消えていった。


　ふうと息を吐きだした久哉は、己の右手を見て心中で舌打ちをした。


「やはり一人ではダメなのか」


　意志に反して震え始める右手をギュッと握りしめて、久哉は再び生い茂る木々の中に紛れ込むべく足を踏み出した。


　だが二歩ほど進んだところで久哉はその場に倒れ込んでしまった。


　いつもの久哉とは違って苛立たしさを隠しもせずに、拳を握った右手で地面を殴りつける。


　そうこうしているあいだにも震えは徐々に全身に広がり、同時に体から力が抜けていくのがわかる。


「くっ」


　久哉は完全に動けなくなる前にと、残る力を振り絞って寝返りを打って仰向けになった。誰に見られなくともうつぶせに倒れたまま意識を失うことは、無様で我慢がならなかったからだ。


　抵抗むなしく閉じられていく瞼の向こうには細く輝く繊月。


　連想するのは風に遊ばれてそよぐ雛の白髪。


　あと数年もすれば親離れ子離れの時期がやってくるだろう。


　数年もあれば久哉が教えられることはすべて教え終わっているはずだ。


　陽炎という友達もできた。


　もう久哉がついていなくても大丈夫。


　雛は自分の力で生きていける。


（あと少しで……）


　瞼が完全に閉じたところで久哉の意識も沈んでいった。


 













    17.胸騒ぎ
    　ぽっかりと。


　まさにぽっかりと瞼が開いて眠りから覚める。


　自然な目覚めというよりも、なにかによって強引に意識が引き上げられたような感覚。


　雛は意図的に数度まばたきを繰り返しながら現実であることを自身に呑み込ませた。


　陽炎のお腹にもたれかかって寝ていた体を起こそうとすると、尻尾で押さえつけるようにして阻止された。


「雛、まだ夜は明けていない。おとなしく寝ていろ」


　雛は陽炎の尻尾を抱えるようにして視界を塞ごうとする動きをとめながら、周囲に目を走らせた。


「ねえ、ロウ、久哉は？」


「用があると言ってでかけた。朝までには戻って来るそうだ。だからそれまでは寝ていろ」


「でかけた!?　どこへ？」


　飛び上がるようにして体を起こした雛は、陽炎の顔に擦り寄った。


「どこかは知らない。なにをしに行ったのかも。オレは留守と雛の守りを頼まれただけだ」


「久哉のところへ連れて行って！　ロウならにおいで追えるでしょ」


「あいつなら心配いらない。なんといってもミコだからな」


　たしかに久哉はミコだ。特に夜の今は巫女となっているのだから攻撃の呪も使える。


　大丈夫だと思うのだが、呼ばれたようにぽっかりと目を覚ましたことが妙な不安を呼び寄せた。


「一度気になってしまったら、ちゃんと無事だって確認しないかぎり安心して寝られないよ」


　陽炎はあきらめたように息を吐きだしながらのっそりと体を起こした。


　やや体勢を低くして雛を促す。


「乗れ」


「ありがとう」


　雛は陽炎の背に飛び乗ると、首に腕を回してしがみついた。


「行くぞ」


　陽炎は首を反らすようにして鼻先をグイッと持ち上げた。


　クンと鼻を鳴らして久哉のにおいをつかんだ陽炎はいっきに走り出した。


　妖怪である陽炎にとっても夜の森はただ陽の光が射し込まないというだけの話で、視界にはまったく影響はない。


　ただ一人、雛だけは人なので光量が足りないとものをとらえることができない。なにも見えないのだからと開き直って目を閉じた雛は、陽炎の体に頭ごと伏せるようにして振り落されないようにすることだけに神経を使った。


　やがて陽炎の走る速度が落ちてきて目的地にたどり着いたのだと知る。


　なにも見えないと思いつつも顔をあげた雛は、妙な気配を感じて背筋が寒くなった。


「なにが起こってるの……？」


　思わず声を潜めてしまう雛。


　答える陽炎も警戒してか同じように潜めた声で返してきた。


「仰向けに寝転んでいるヒサヤの周りを、なにかが取り囲んでいるようだ。たぶん妖怪だろう」


「妖怪!?　久哉は大丈夫なの？」


「さあな。寝ているのか、意識を失っているのか。ここからじゃ判断できない」


「それじゃ久哉のところまで行ける？　できれば久哉もロウの背中に乗せて連れて帰りたいんだけど……いい？」


　陽炎としては久哉も乗せることになるだろうことは最初からわかっていたので否やもない。


　後ろ足に力を込めて一気に地を蹴ると、人の形によく似た輪郭だけほのかに光らせている妖怪を蹴散らすようにして久哉のそばへとたどりついた。


　そこにきてようやく久哉の周囲に結界が張られていて、妖怪たちが取り囲むようにしていたのもそれ以上は久哉に近づけなかったからだとわかった。


　だがその結界は陽炎さえ阻んだ。


「どうするんだ？　これでは連れて帰るなんて無理だ」


　陽炎たちの登場でいったん散り散りになって逃げた妖怪――幽鬼はまたぞろ雛たちを取り囲もうとして近づいてきていた。それを陽炎が威嚇してそばに寄せつけないようにはしているものの、久哉が起きない限りはこのままこうちゃく状態が続いてどうにもならないかに見えた。


　しかし陽炎の背中から飛び降りた雛が久哉に駆け寄れば、結界は阻むことなくその身を通したのだった。


　今夜は三日月で明かりに乏しくも、ちょうど木々が途切れた草地の端だったことと、幽鬼たちが発する明かりとで、雛の目にも久哉の姿をぼんやりととらえることができた。


「久哉」


　声をかけても、体を軽くゆすっても久哉は目を覚まさない。


　雛にとってそんなことは初めてだったので不安はいや増した。


「ロウ、久哉が変。呼んでも起きないなんて今までなかったのに」


　雛は久哉の頭を抱きかかえながら陽炎を呼んだ。


「だからオレはその中に入れないと言ってるだろう」


「でもロウがきてくれないと久哉を連れて帰れない。早く来て」


　だから無理なのだと証明するために結界にのばした陽炎の前足は、そのまま素通りしてしまった。


「おお？」


　どういう理屈かはわからない。雛が陽炎を呼んだからだろうか。とにかく急に弾かれなくなったことをこれ幸いにと、陽炎はそそくさと結界の中にはいって雛と久哉に近づいた。


「このままヒサヤが目を覚ますまで結界の中にいたほうが安全なんじゃないか？」


　そうかもしれない。


　けれどどうしてだかこの場所にはいたくなかった。


「よくわからないけど、ここはなんだか嫌な感じがするの。あっちに戻ればかまどもあるから久哉の体もあたためることができると思う。だからお願い」


　陽炎は自分たちの周りにざっと視線を走らせてから、振り返るようにして自身の背に目をやった。たしかに体の表面や体毛がピリピリするような不快な空気が漂っているのを感じる。


「そうだな。とりあえず移動したほうがいいのはたしかなようだ」


　久哉は雛よりもわずかに大きいとはいえ子供の姿なので、なんとか陽炎の背中に乗せることができた。雛がさらわれたときのように、陽炎の背中にお腹を乗せて体を伏せたような形だ。


　その後ろに雛もまたがって乗る。


　陽炎の大きな体が幸いした。ふたりが乗っても走りにさほど支障はなさそうだ。


　ただ。


「囲まれたね」


　準備を整えているあいだに幽鬼たちが結界のすぐそばまで近づいていた。


「どうしよう」


「どうしようもなにも蹴散らすしかあるまい」


　それもそうかと妙に納得した雛。


　一度視線を落として久哉の顔を見る。


　久哉の腰のあたりにおいていた左手をそっと動かして背中を撫でる。


　そのまま目を閉じて深く息を吸い込みゆっくりと吐き出す。


　再び息を吸って目を開けた雛は、左手を久哉の腰に置き、右手は胸の前に持ち上げて人差し指と中指だけを立てて揃えた刀印を組む。


「オンショウトラソワカ」


　喉に力を込めて発した呪と共に、雛は野宿をしていた場所がある方角を、組んだ刀印でまっすぐ鋭く指し示した。


　陽炎の足元が淡く輝き始める。最初は点でしかなかった輝きはやがて陽炎の肩幅くらいに広がった。そのままするすると地面の上を這うようにのびていくそれは、あたかも光の帯を敷いたよう。


「ロウ、この光の道の上を行って」


　雛は伏せて、自分の体で久哉の体を押さえつけるようにしながら陽炎の首に手を回した。


　雛の準備が整ったところで、陽炎は駆けだした。


　意識のない久哉が落ちないように気をつけて、陽炎は速度を抑え気味にする。おかげで雛もいつもよりは楽だった。


　幸いなことに幽鬼たちは追ってこなかった。


　やはりあの場になにかあったようだ。


　不自然に開けた場所。


　過去にそこでなにかがあって生まれた幽鬼たちだというのは間違った解釈ではないだろう。そんな場所などこの世界には至る所にある。


　紛れ込んだよそ者を排除しようとしたのか。はたまた逃げられないように取り囲んで仲間に加えようとしたのか。


　彼らの考えはわからないしわかろうとする気もない。


　雛たちは無事に元の場所に戻ってこれたことで良しとした。


　真相をつまびらかにしたところで彼女たちにできることなどなにもないからだ。


　なにかをしてやれると思いあがるほど幼くもなく愚かでもなかったからこそ、逃れえた危機だともいえた。


　元の野宿をしていた場所に戻ってきた雛たち。


　最初に陽炎の背中から、いったん久哉を地面におろして座らせる。


　久哉の上半身が後ろに倒れないように雛が支えているあいだに、背後にまわって寝そべった陽炎にもたれかかるようにして横たえた。


　かまどを利用した焚き火の炎が燃えすぎないように注意しながら枝を少しだけ追加した雛は、久哉の隣に寝転んだ。すかさず陽炎が尻尾で二人を包む。


「ありがとう、ロウ」


　あいかわらず久哉の体は冷えている。そっとのばした手を頬にあててみるも冷たいばかりでピクリとも動かない。ましてや目覚める気配など皆無だった。


　眉を曇らせる雛の頭を陽炎が尻尾で撫でた。


「こいつは朝までには戻ると言ってでかけたんだ。朝になればちゃんと目を覚ますさ」


　いつものように交差させた前足に顎をのせた陽炎は、雛を安心させるように穏やかに言い聞かせる。


「だからもう寝ろ」


　雛は陽炎の瞳を見返してうなずくと、久哉に擦り寄るように身を寄せてから目を閉じた。


　自身と陽炎の体温で久哉があたためられることを願いながら。


 













    18.カンショ
    　朝陽の木漏れ日が雛の瞼を照らした。


　むずかる赤子のように何度か顔をしかめているうちに眠りから覚めてくる。


　浮上してくる意識と共にゆっくりと目をあけていけば、当然射し込む陽射し。射るような眩しさに雛はとっさに目を閉じて唸り声をあげながら寝返りを打って逃れる。


「雛、そろそろ起きろ」


　あきれたような久哉の声。


　一拍おいて、雛は飛び起きた。


「久哉!?」


　何度もまばたきを繰り返して久哉を確認した雛は、いつもと変わらないようすを認めてふにゃりと笑み崩れた。


「よかったー、元に戻ったんだね。起きないし冷たいしでほんと心配したんだから。でももう大丈夫よね？」


「ああ。迷惑かけて悪かった。あのままほっといても俺は大丈夫だったんだが、連れ戻してもらったおかげで回復が早まったのはたしかだ。ありがとう」


　早い時間に目が覚めた久哉は、雛たちのために朝食を作っていた。かまどの火の中から、巨大な葉っぱに包んだ肉や野菜を枝を使って取りだして雛に渡す。蒸し焼きにしたようなそれは体を中から温めて一日の活力を引きだした。


　肉は冷めると脂が固まってしまうので、昨夜の残りはすべてかまどで温めなおしてから食べきった。


　かまどの火は小川で汲んできた水をかけて消したあとで、念のため砂もかけておく。


　陽炎が籠を背負ったところで一行は再び歩き始めた。


　今日の雛は最初から久哉のやや斜め後ろを歩くようにした。真後ろだと久哉の背中しか見えないため、少しだけずらして前方の景色が見えるようにする。


　この位置取りは前もって久哉たちに言って了解を得ていた。昨日のような不安を抱えるのは雛も遠慮したい。甘えているだけだと蔑まれるのも。


　思えば久哉と旅をするのは数年ぶり。童女だったころと同じ行動をとっていては、村にいた数年間は無駄だったことになる。


　たしかに旅と村での生活は大きな違いがある。


　旅では家などというものは存在しない。宿もないので野宿しかない。荷物は多く抱えられないため食料を蓄えておくこともできない。ただし少人数の旅は融通がききやすく、本人の裁量である程度進められるので自由がある。


　いっぽう村では雨風をしのぐ家があるし、備蓄食料があるので食べ物が見つからなくて腹の虫をなだめすかしながら歩き続けることもない。そのかわり大勢の人の中に入って共同生活をするということで、自分の役割をにない、それを果たすことが課せられる。


　それは人が人として成長するためには必要な作業でもあった。


　雛と村人のあいだにたしかに意識の壁はあった。


　だが村人と共に協力して作業をおこなってきたのもまた事実だ。


　与えられた仕事を雛はこなしてきた。


　だからこそ身についているものもある。


　覚えた基本をもとにほかの作業へ転換させるという応用も少しずつ学んでいった。


　そうやって成長してきた雛を見知っているからこそ余計に甘えるなというのだろう。


　それは裏を返せば雛にならできるということだ。


　童女のころであれば、久哉の視界に入っていなければ不安になっていた。だからこそ頻繁に話しかけて、ちゃんと見てもらえるように前にでていたともいえる。


　今は違う。


　眼では直接見えなくても雛は後ろからついてくる陽炎の気配を感じて心強く思っている。同じように久哉も雛の気配をちゃんと感じてここにいることをわかってくれていると信じられた。


（だから大丈夫）


　無理やり言葉を交わさなくても。


　その瞳に姿が映っていなくとも。


　気にかけてくれているのだと理解できるようになったことは、雛にとってとても安心感を与えるものだった。


　習慣による無意識からではなく、真実守られていることがわかれば、その先へ進む勇気さえわいてくる。


　雛は久哉の動きと周囲の状況を見比べながらあとをついて行く。


　影がのびている向きや長さから太陽の位置を探って時刻や方角といった情報を得る。


　歩き続けていれば群生している植物の種類も変わる。


　主だった植物は外見の特徴をとらえると同時に、久哉に説明を乞う。主に食べられるかどうかと、毒の有無。触れるだけで肌をかぶれさせるものもあるので、旅をするからにはそのあたりも注意が必要だからだ。


　訊けば久哉はきちんと答えてくれた。


　この先も久哉や陽炎と一緒に旅を続けたいと雛は願っている。


　けれどそれが叶ったとしても一時的に別行動を取らなければならない事態が起きるかもしれない。


　そんなときになにかあって『何度も見ただろう』と呆れられるような事態は避けたい。


　なにより一緒に行動していたこの時間が無駄だったとは思われたくなかった。


　これからも久哉たちと一緒に居続けるためにはどうしたらいいのか。どうすれば願いが叶うのか。


　いつしか雛はおいていかれることを怖がるよりも、おいていかれないようにするにはどうすればいいのかを考えるようになっていった。


　そうこうしているうちに雛たちは、木々が伐り倒されて拓かれた場所へと出た。


　廃村だった。


　雛の足元にはもとは畑だったのだろう。いくつかの野菜が実っている。首をめぐらせると左のほうには一面が緑で染まっている一角があった。


「久哉、あれ」


　指し示せば、久哉はそちらへと足を進めた。


「カンショだな。塊根は丸焼きにすれば甘くてうまい主食にもなる。いくつか掘っていこう」


　久哉は腰を屈めると茎を持って引っ張った。土の中で水や栄養素をためこんで大きくなった赤紫色の塊根は、中くらいの大きさだと一番膨らんでいる中央部分の太さが指三本分ほどで雛の手よりやや長いくらいだった。それが茎の下のほうを持ってひきあげるだけでぽろぽろ収穫できた。


「このくらいか」


　あっというまに十数個が掘れた。


　カンショだけを切り離して背負い籠に入れる。


「雛はここでかまどに使う枯れ枝を集めていてくれ。ロウはいつもどおり狩りに行ってくれてかまわない」


「久哉は？」


「俺は奥を見てくる」


　くいっと親指で背後を示す。


　そこは村の居住区で建物がいくつか残っていた。


　廃村ということはなにかがあって捨てられた村ということだ。


　建物が残っていたとしても使える状態かどうかはわからない。


　久哉であれば病気も含めて耐性があるし、見ればある程度の判断ができる。


　仮に寝泊まりはできなくても、使える道具が残っているかもしれない。


　そうしたことを調べてくるということだった。


　雛と陽炎は了解した旨を返してそれぞれ行動に移った。


　雛は陽炎がおろしていった背負い籠に近い場所から枯れ枝を拾い始めた。


　両手がいっぱいになれば戻って籠に入れていく。その繰り返し。ようやく二つの籠がいっぱいになるくらいに枯れ枝が集まったころ、久哉が戻ってきた。


「どうだった？」


「とりあえず今夜一晩使うだけなら影響なさそうだ」


　流行病によって村が滅んだ場合は近寄らないほうがいいが、ただ捨てていっただけのようで白骨死体も含めて躯は全く見当たらなかったそうだ。


「こんなにちゃんとした畑があるのに、どうして捨てちゃったんだろう」


　放牧地が砂漠化して捨てられることはあるものの、どちらかというとそれは稀な事例だ。ましてやここはぐるりと見回しても砂漠化しているところなど見あたらない。


　だとするとあとは妖怪に狙われてしまったといったところか。


　もしかしたらレイたちが以前いた村かもしれない。


　しかし育てている植物に共通点があまり見られないことから別の村の可能性のほうが高そうだ。


　なぜなら雛がカンショを見たのはこれが初めてだったからだ。久哉が言うにはカンショは痩せた土地でもよく育ち、栄養価も高いということだ。そんな野菜の栽培をみすみす放棄することなどありえないだろう。


　雛と久哉とで背負い籠を一つずつ抱えて奥の居住区へと運んでいく。


「こっちだ」


　ちょうど炊事場が残っていたのでかまどを借りて火を起こした。


　村にあるかまどは石や土を使って全体を囲って、鍋を置く上部と薪や枝などの燃料を投入する側面に専用の穴があけられていた。


　こうして煮炊きしていれば、陽炎にはにおいでここにいることがわかるだろう。


　炊事場の端には井戸まであった。


　雛は井戸縄の強度を調べてから釣瓶を落とした。


　くみ上げた井戸水を久哉が確認してから鉄板を洗って、かまどの上部に開いた穴を塞ぐようにして鉄板を置く。鉄板にアブラヤシから採った油をひいてから、適当な大きさに切った野菜を炒めた。火が通ったところで葉っぱのお皿に盛っていく。


　残っていた魚も鉄板の上にのせて温めなおした。


　どれも日持ちのするものではないのでここで食べきってしまうつもりだ。


　最後に火の中に直接カンショを放り込んで焼いた。


　焼きあがるまで時間がかかるということで、先にできあがった野菜炒めと焼き魚を食べることになった。


「でも鉄板まで残っているなんて不思議よね」


　鉄板はなかなか手に入るものではない。それ故村を移動するときは必ず持っていくものだ。そのほかの調理用具や、農具、それに織り機や裁縫道具なども無理をしてでも持っていこうとする。


　それなのにここにはひととおり揃っている。持って逃げるはずのもの一切が残っている。


　それがとてもブキミではあった。


「雛、隣の部屋に風呂桶があった。ここで沸かした湯を張ってつかってくるといい。湯船で体を温めれば、疲れが少しは取れる」


「いいの!?」


　雛は温浴が好きだった。


　うきうきとかまどに鍋を設置してお湯を沸かす。沸かしたお湯を手桶にうつして風呂桶へと運ぶ。その繰り返し。重労働であるはずのそれを、雛は楽しみながらおこなった。


「久哉、先にお風呂入ってきて」


「どうした？　入らないのか？」


「カンショが焼けたころでしょう？　取りだしてたら灰だらけになってしまいそうだから、あとからゆっくり入るわ」


　久哉は吐息をこぼすようにして笑うと、火傷には気をつけるようにと忠告を残してから浴室へと移動した。


　かまどの横に置いてあった、タケを親指ほどの幅に割って真ん中を折り曲げて作った熱いものをつかむための道具――トングを持った雛は、片膝をついてかまどの中を覗きこむ。


　火傷をしないように注意しながら、カンショを一つ一つ慎重にトングでつかんで取りだしていった。


　炊事場に焼きカンショの甘い香りが広がった。


 













    19.湯の愛撫
    　焼きあがったカンショは土間の隅に並べて冷ます。


　つかった鉄板などの調理器具は洗って手入れをしてから元の場所へと戻していった。


　追加で沸かしたお湯を手桶にうつしているところで久哉が風呂からあがってきた。ちょうど良い。


　沸かしたお湯はすべて風呂桶へと運ぶ。


　浴室には洗濯たらいと洗濯板もあったので、たらいとすすぎ用の水をためておく桶に、井戸水を運んで満水にする。


　準備を終えた雛は満足そうにうなずいた。


「それじゃ久哉、私もお風呂に入ってくるね」


「ああ、ゆっくりしてくるといい。ただあまり長湯をしてのぼせるなよ」


　一言声をかけてから雛も風呂に入ろうとすると、洗濯した衣服を干しながら久哉はからかうように返してきた。


「さすがにそこまでは……」


　けれども「しない」と言い切る自信もなくなって、反論は尻すぼみになった。


　背を向けたまま肩を震わせて笑う久哉にムッとしながらも、浴室へと向き直った雛は風呂桶から立ちのぼる湯気を見ると、すぐさま目を輝かせて足取りも軽く入っていった。


　脱いだ衣服を先に洗濯してから、自分の体を洗う。


　腰を過ぎるほどに伸びた白髪を洗うのは大変だったが、湯桶だけでなく柄のついた片手湯桶まであったので隅々まできれいに洗い流すことができた。


　最後に湯船につかった雛はほっと息を吐いた。


　緊張していた体がほぐれて、ゆるゆると弛緩していく。


　久哉がいったようにこれなら疲れもかなりとれるだろう。久しぶりの旅は思った以上に雛の体に負担がかかっていたのでとても助かる。


　もう一度大きく息を吐いて肩の力を抜いた雛は、風呂桶のふちに頭を預けて目を閉じた。


「ほんと、どうしてこの村は捨てられちゃったんだろう」


　いろいろと便利なものが揃っていて、お風呂だってこんなに気持ちがいいのに。


　雛はお湯に身をゆだねながらぽつりとつぶやく。


　もたらされるはずのない答えがふいに降ってきた。


「それは僕たちが食べてしまったからですね」


　ぱっちりと目を開いた雛の前には、どこから入ってきたのか一人の青年が立っていた。


　黒い髪に紅い瞳。髪と瞳の色以外は人そのものの外見。


　青年はゆっくりと近づくと、雛が入っている風呂桶のふちに腰かけた。


「妖……」


　思わず零れ落ちた雛の声。


　妖の青年は肯定するように緩やかに笑みを深めた。


　頬に向かってのばされた手を避けようとした雛は、そこでようやく体が動かなくなっていることに気づいた。


「なにをしたの？」


　声はかろうじて出せるとはいえ、かすれてかそけしいものでしかなかった。これでは助けを求めても誰にも聞こえないだろう。この眼の前にいる妖以外には。


　青年は雛の頬をそっと撫でると、その手をお湯の中に手首まで浸した。


　困惑する雛に見せつけるように、青年の唇が妖しく弧を描く。紅い瞳が揺らいだように感じた直後、風呂桶の中のお湯が生き物のようにうごめき始めた。


「やっ、なに!?」


　さっきまで心地よさを与えてくれていたお湯が、いくつもの手の集まりのようになって雛の体中を触り始めたのだ。


　ときには撫でて、ときには揉んで。


「やだ！　やめてッ」


　逃げようとしても動かすことができるのはお湯につかっていなかった首から上だけ。


　けれども徐々にお湯が雛の全身を引きずり込もうとしているために、のどのあたりまではすでに囚われてしまっていた。


　青年はまったく動いていない。湯に浸している手も見た目には動いている様子はない。


　しかし確実に湯の手が触れたものすべての感触が伝わっているようで、その表情はときを追うごとに欲情にかられていった。


　青年が舌なめずりをする。


「なんてなめらかで弾力のある肌なんでしょうねぇ」


　温かいお湯に包まれるという気持ちの良い入浴そのものの感覚を維持したまま、全身を緩やかに愛撫され続けた雛は少しずつ抵抗感を奪われていっていた。


　湯の手の動きに合わせてひくりぴくりと体が反応をはじめる。息も乱れて、頭も朦朧としてきた。


　そんな雛の様子に気をよくした青年は囁きながら顔を近づける。


「たっぷりと楽しませてあげますから、しっかりと私の子を産んでくださいね」


　青年の囁きを拾った雛は気力を振り絞って薄く目を開いた。暗くなった視界の中、紅い瞳がゆっくりと近づいてくることだけがわかった。


　ほとんど湯の中に引きこまれて顔だけが出た状態の雛に、青年が口づけようとしていたのだった。


　こんな妖の子供だなんて。雛はぐっとのどに力を入れた。


「ぃやだ……ッ、ひ、さやぁ！」


　あとわずかで唇が重なるといったところで、爆音を轟かせて浴室の扉が木端微塵になって吹き飛んだのだった。


「せっかくここまでかわいがって、ようやくこれから本番というところでしたのに……。横取りはいけませんねぇ」


　まったく動じたふうもなく、妖は言葉どおりにあきれたといった態度でため息をこぼした。


　その息が雛の顔をくすぐる。そんな些細な刺激さえ今の雛にはこたえて、知らず体が震えた。


「横取りしようとしているのはおまえだろう。それは俺のだ」


　現れたのは久哉だった。


　妖は『俺のだ』と言い切った久哉に興味を示したようで、わずかに顔をあげて視線を向けた。


「その割にはまだ手を出していないようですが？　まあ君のその姿では出したくても出せないでしょうけどねぇ」


　意味深な言葉に雛は妖を見つめた。


　どういう意味なのだろうか。


　だが問おうにも声はでない。


　久哉と妖の二人は雛の問いかける視線に当然気づいているであろうに、それを見向きもせずに流した。


　当事者である雛を無視して、二人の会話が続く。


「おまえには関係ないことだ。そうだろう？」


「もちろん君の事情は関係ないよ。でもこの子はまだ孕んでないんだから誰が手を出してもいいってことでしょう？」


「くだらん。妖の勝手な言い分など聞く気はない」


「そういう君だって妖の端くれじゃないか」


　はたで聞いている雛は目を瞠った。久哉が妖。それはどういうことだろうか。


　妖はなにも返してこない久哉ににっこりと笑った。


「瞳の色が違うから？　体が子供だから？　そんなごまかしが通じるのは人だけだよ。わかっているでしょう？　妖や妖怪、それに動物たち。人以外ならみんな一目で君が妖だってわかるよ」


　呆れたように肩をすくめた。


　それ以上は興味がないとばかりに雛に向き直って、妖は舌なめずりをすると、湯に浸したままの手の中指をほんの少しだけ曲げた。


　とたんに雛の体に刺激が走って体が跳ねた。


　無意識に艶めいた声がもれる。


　それでも雛は再び荒くなった呼吸の合間をぬって二人の声を拾おうと努めた。


　お湯の中でぴくりひくりと跳ねる雛を、久哉は一瞥しただけだった。


　そんな久哉と雛を交互に見た妖は、いっそう楽しそうに目を細めた。


「この子はホントいいね。素直に反応してくれるし。今回だけでいいから貸してよ。あとは君が好きにすればいいからさ」


「断る」


「でもここでやめると辛いのはこの子だよ？　なぐさめられるのは僕だけ」


　だから貸してよ。


　声に出さずに要求を突き付ける妖。


　もちろんこの要求が形だけでしかないのはどちらもわかっていた。今も妖は雛の体を愛撫し続けることで、彼女自らが快楽へと落ちてくるように力ずくで仕向けているのだから。


　だがこれに対して久哉は鼻で笑って一蹴した。


「くだらん」


　これ以上話すことはないとばかりに、久哉は妖から視線を外すと雛のもとへと向かった。


　すでにお湯から出ている部分は雛の鼻と口だけ。


　久哉は指の背で、雛の唇を軽く撫でた。


　反応して震える唇を見た久哉は、くっと喉を鳴らすように笑う。


　再びのばした久哉の手は、雛の鼻をつまんだ。


「バカ雛。のぼせるなといっただろう」


　雛に向かってのばされた久哉の両腕は、なんの障害もなくお湯の中へと入って雛の体をすくいあげた。


「あれ？」


　目の前で見ていた妖が呆然とつぶやく。


「ここまで落ちてて、なんでそんな簡単に引きはがせるのさ。その子あんなに気持ちよさそうにしていたのに。しかもちゃんと感じていたよ？」


　解せないといって妖は騒ぎ立てた。


「うるさい。だから最初に俺のだといっただろう。それが答えだ」


　いかにも面倒だといった感じで投げやりに答えた久哉は、雛を横抱きにしたまま浴室をあとにした。


　手ぬぐいや着替えはそこに置いたままだったが、それは外で待っていた陽炎が入っていた籠ごとくわえて持っていった。


 













    20.妖の主張
    　久哉が雛を運んでいったのは囲炉裏のある居間だった。


　囲炉裏の前に腰をおろした久哉は、陽炎から渡された籠から手ぬぐいを取りだす。あぐらを組んだ膝の上にのせた雛の濡れた体をその手ぬぐいで丁寧に拭いていく。


　最初に体を拭いてから湯冷めしないように大きめの布でくるむ。それから髪を乾かしていった。


　そのあいだ雛は跳ねる体ともれる声を必死で押さえようとしていた。


「雛、力を抜け」


「……でも」


「それじゃいつまでたってもぬけないぞ。そんなにあいつに抱かれたかったのか？」


「そんなことない！」


　それだけはしっかりと否定を返した。けれどどうしても恥ずかしくて久哉がいうようには力を抜けずにいた。


「久哉ぁ、体が熱くてうずうずして変な感じなの。どうしたらいいの？」


「しょうがない奴だ」


　あきれたようにつぶやく久哉。雛はギュッと目を瞑ってますます体を固くした。


　久哉の手が雛の頭にまわされて、耳を胸元へと押し付けるように持っていかれる。


　そのままの体勢で動かない久哉。


　最初は混乱していた雛も、動かない久哉に首を傾げ始めたころ、ふと耳に届いた鼓動に意識が引き寄せられた。


　トクントクンと一定の速度を保つ久哉の鼓動。


　雛がそのことに気づいたとわかったらしい久哉の手が離れた。


　再び久哉が髪を乾かし始める。


　くすぐったさと気持ちよさと。


　体の中でくすぶる熱がときおり吐息に交じって外に出るが、それらに意識を囚われることはなかった。


　雛がどんな醜態をさらしても、この鼓動が乱れなければ気にしなくてもいいのだと言われているようで、こもる熱も無駄に力んでいた体も自然と治まっていく。


　長い白髪が完全に乾くころには、平常な状態へと戻っていた。


「なぜそれだけで落ち着くんですか？　かなりの熱を込めさせたはずですよ。それをイきもイかせもせずに解放させるなんて、なんてもったいない」


　あたりまえのように久哉たちを追って居間までやってきていた妖の青年。


　久哉や陽炎と同じように囲炉裏の前に腰をおろした妖は、ずっと久哉と雛の様子を興味深げに見ていた。


　もちろん雛に溜まった熱を開放させるために必ず手を出すだろうと踏んで見学するためだ。


　目論見が外れて妖はおおいに不満顔だ。


「どこまでも勝手な奴だな。そもそもおまえはここでなにをしている」


　妖は意外なことを聞いたとばかりにぱちくりとまばたきした。


「そりゃ、こうやって子供を産んでくれそうな女性が現れるのを待っているんですよ」


　ほかになにがあるのかといった調子だ。


「ただ待っているだけじゃ、そうそう来ないだろう。そもそもここにいた村人はどうした」


「僕たちが食べてしまいました」


「全員か？」


「そう」


「僕たちってのは？　ほかには誰がいるんだ？」


　妖は村の一画を指差した。


「あちらに手を組んだ妖怪がいまして」


　妖がいうには、村に結界を張って出口を一つだけにして、そこに仲間の妖怪が待機して逃げ出した村人をまる飲みしていたのだという。食虫植物が巨大化したような妖怪で、罠のどこかに触れると勢いよく葉のような体が閉じて獲物を捕らえるのだという。その後は中央にある口に運んでそのまま飲み込むのだそうだ。


「飲み込んでしまったら、子供を産むことができないんじゃないのか？」


　これには妖が頭を抱えた。


「そうなんですよ。僕の子供を産むよりも死んだ方がましだっていうんですよ。あんなに丁寧にかわいがって狂いそうなほど気持ちよくさせてあげたのに、報酬だけ受け取って肝心の子供は産んでくれないのですからね。奉仕する身にもなってほしいものですよ」


「おまえ……」


「ああ、いいかげんその呼び方はやめてくれませんか。僕は軽佻《けいちょう》っていいます。もちろん真名じゃありませんから安心して呼んでください」


「軽佻……？」


「はい」


　軽佻と名乗った妖の青年は紅い瞳を輝かせてにんまりと笑った。


「どこが真名じゃないだ。ほとんど真名だろう。これが反射的に呼ぶように仕向けたか？」


　これといって久哉はちらりと雛に視線を落とした。


「ばれましたか。呼んでもらえれば少しは術を仕込めたんですけどね、残念です」


「おまえなど形兆《けいちょう》でじゅうぶんだ」


　そのとき軽佻の表情がこわばった。


「な、ぜ、それを……」


　久哉はちらりと居間の隅へと顔を向けた。


　部屋の角に立てられた柱。その上部。屋根との境。


　そこには細い枯れ枝を束ねて作った人形が飾られていた。


　飾るというよりは、柱に縄で縛りつけているようだった。


　血塗れたような紅に染まったそれは、たぶんこの妖をこの村に縛り付けるもの。


　真名を刻んで呪と成し、新たな真名を与えることで縛りを強固なものにする。


　この妖の本来の真名は形兆。新たに呪によって与えられた真名が軽佻。


　軽佻は両手を軽く持ち上げて降参した。


「参りました。ちょっと子供を産んでもらって、あの呪を解いてほしかっただけなんですけどね。残念です」


　それのどこがちょっとなんだろう。


　雛は久哉の鼓動に耳を傾けたままぼんやりと思った。


　脱力した体は自力では動かせず、また鼓動の心地よさから離れがたく感じていたので余計に動けない。


　久哉のほうも軽佻を警戒しているからなのか雛を抱えたままでいるので、二人の会話はずっと久哉の腕の中でぼんやりと聞いていた。


　とりあえずそういうことは同意を得られた相手だけにしてほしいと雛は思う。


　せっかくお風呂を楽しんでいたのにと、思い返せばなんだか腹立たしくなってきた。


（もう、今すぐ目の前から消えてくれないかな……）


　そんな風に思っていると、おもむろに久哉が雛の口を手で塞いできた。


「雛、声に出ている。おまえが口を挟むとややこしくなるから当分黙っていろ」


　むっと口を尖らせてみたものの、声に出したつもりもないことがもれているとあっては素直に従っていたほうがよさそうだ。


　こうなったらあとのことは久哉に任せてこのまま寝てしまおう。


　そう考えた直後には雛は寝息をたてていた。


「寝てしまった？」


「ああ」


「ほんとうに？」


「わかっているだろう」


「そうなんだけど、この眼で見ても信じられなくて」


　わずかに久哉の唇の端が持ち上がる。


「まあそうだろうな」


　わかっていたふうな久哉の口調。たしかに彼はわかっていたのだろう。


　軽佻は思いっきり大げさに息を吐きだした。


「久々に楽しめると思ったのに」


「まだ言ってるのか」


「君も見たでしょう？　美味しそうだったでしょう？　ねえそこの君もそう思うでしょう？」


　軽佻は今度は陽炎に同意を求めた。


　もっとも陽炎はずっと我関せずといった態度で、いつものように交差させた前足に顎をのせて目を閉じていた。


　もちろん寝ているわけではない。しかし雛に被害がない限りは動くことも関わることもしようとしないだけのことだ。


　久哉もそのほうが都合がいいためなにも言わなかった。


　そうしたところがこの関係を成り立たせていたといえる。


　だから陽炎の返事も無言。目を開けることはおろか、尻尾さえ動かさなかった。


「つきあい悪いですね」


　片眉を持ち上げた軽佻は、それでもわかっていたことだと一言もらしただけですぐに引いた。


　どのみち久哉を攻略しなければどうにもならないことは軽佻にもわかっているはずだ。


「出産可能な年齢の女性を見つければ楽しんで楽しませて孕ませようとするのは妖として当然でしょう？」


「そもそも妖は男の欲が生み出した魔物だと言われているからな。だからといって女性が受け入れなければならない理由にはならないだろう」


「妖の君がそれをいいますか」


「俺が言ってなぜ悪い」


「子供の体でも欲はあるでしょうに」


　久哉はくすりと笑った。


　軽佻は不快そうに眉をひそめた。


「なにがおかしいのです。生殖本能には君だって逆らえないでしょう？　生まれつきもつものだからこそ本能と呼ばれているのですから、誰しも逆らえるわけがないのです」


「くだらないな。おまえは所詮その程度か」


「失礼な」


「どこがだ。己の不足さや未熟さから目を逸らすために本能という言葉を持ちだしているだけだろう」


「そんなことはありませんよ」


「ではなぜ本能などという言葉にすがる。こだわると言い換えてもいいか。おまえは女性を無理やり手込めにする己を正当化するための言い訳に使っているだけだろう。誰しも逆らえない？　なにを甘えたことを。そんなことを言っているからこうやって囚われるんだよ」


　久哉は柱に縄で縛りつけられた人形を指差した。


「そうやっておまえがのさばりかえっていたから、自ら生け贄として名乗りをあげた女性に名を奪われて、血を取られたのだろう？」


　図星を指されてよほど腹に据えかねたのか、軽佻の顔はあからさまに憤怒の形相へと変化した。


「あの女……さんざん可愛がってやったというのに……」


　恨みつらみを並べ立てる軽佻を久哉は冷めた目で見返す。


　やがて考え事でもするようにわずかな時間目を伏せていた久哉は、素早く雛に衣服を着せると横抱きにして立ち上がった。


「ロウ」


　久哉の呼びかけに陽炎が目を開ける。


「雛を頼む」


　陽炎は尻尾を除けて胴をさらした。そこへいつも雛がしていたように、陽炎の胴体にもたれかからせるようにおろす。


「ロウ、俺が誰かはわかっているな？」


　囁くような久哉の言葉に答えるように、陽炎は牙を見せるようにして笑った。


　満足そうに久哉が目を細めて立ち上がる。


　久哉が一歩後ろに下がると、陽炎は再び尻尾を引き寄せて雛に掛ける。守るように。隠すように。ちらりと朱い瞳で雛を一瞥した陽炎は添い寝をするように目を閉じた。


「さて」


　久哉は軽佻を振り返った。


「おまえの仲間の妖怪のところに案内してもらおうか」


 













    21.干からびる
    　外に出た久哉と軽佻は唯一設けられている結界の出口へと向かった。


　そして唖然とした。特に軽佻が。


「おまえたちはいつからここにいるんだ？」


「……さあ？　長すぎてわかりません」


「だろうな」


　村人がいなくなれば当然人は食べられなくなる。


　通りすがりの旅人とて、廃村は厄介ごと満載の領域だと認識しているためまず近寄りはしない。


　動物たちの野生の勘はそれこそ力を発揮して全力で避けようとするだろう。


「飢えれば当然こうなるだろうな」


　淡々とした口調が久哉の呆れっぷりを如実に語っているといえた。


　結界によって足止めをされたのはなにも軽佻だけではなかった。結界の一部に組み込まれていた食虫植物のような妖怪も同様だった。しかもそこから移動することも逃げることもできない状態で。そうなれば当然飢えて死ぬしかない。


　村の中であれば動き回ることができた軽佻と違って、この妖怪はまさにこの場所に縛られていたのだから。


　久哉は腰を屈めると、足元の小石を一つつかんで妖怪に向かって放り投げた。


　葉が閉じるどころか、小石があたったところが乾いた音を立てて崩れただけだった。


「干からびてるな」


「ですね」


　ざっと首を振って周囲を見渡した久哉は、もう一度妖怪本体を見つめた。


　一応妖怪は妖怪なりに努力して周囲に蔓をのばして罠を張っていったようだが、いっこうにかからない餌に力尽きたようだ。


　久哉は左手を胸の前に持ってくると、指をすべてのばして左手だけで祈るように構えた。指先が唇に触れるように持ち上げる。そのままの体勢で口の中で唱えた。


「ナウマクサマンダバザラダンカン」


　妖怪の本体にぽつりと生まれた小さな炎は、たちまち妖怪の屍を呑み込んでいく。捕食のための罠も含めて妖怪に属するすべてのものが炎に焼かれて灰になって消えていった。


「さて、これで出口は確保できたな」


　実際のところこの結界は軽佻と妖怪をとらえるものへと変化していたため、久哉や雛、陽炎にはそもそも影響はなかった。


　妖怪を消滅させたところで軽佻には出口にはならない。


　それをわかったうえでの久哉の嫌がらせでもあった。


「いい性格してますね」


「妖だからな」


「そうとう根に持っていますね」


　泣き言のような恨み言のような。軽佻のそんな言葉も軽くかわして久哉は雛のもとへと戻ろうとした。


「どうしても手を貸してくださらないと？」


「そんな義理はないだろう」


「あの子……雛といいましたか。雛がこちらの手の中にあるとしてもでしょうか？」


「雛はロウに任せている」


「所詮妖怪でしょう」


　久哉は鼻で笑った。


「妖怪だから任せられるんだろう」


　くだらない問答にもそろそろ飽きてきた久哉は、軽佻を無視して歩きだす。


　そんな久哉の右側から突風のような力が走って、子供の体をいともたやすく吹き飛ばしたのだった。


　そばにあった建物に体ごと叩きつけられた久哉は、勢いを殺せずにそのまま木の板の壁を突き破った。


　破片と一緒に床を転がった体がようやく止まった久哉は呻き声をもらしながら起き上った。


　苦痛にもれる声を押さえるように奥歯を噛みしめて右腕に視線を向ける。


　右腕はどう見ても変な方向に曲がっていた。


「折れたか……」


　とっさに持ち上げた右腕。


　そこは背後から攻撃をしかけてきた軽佻の蹴りを受けたところだった。


　左手を使ってとりあえずまっすぐに戻しておく。


　今は呪で治す余裕はなさそうだ。


　背後から聞こえてくる足音はだんだん近づいている。


　右腕は自然治癒に任せることにして、久哉は左手で刀印を組みながら後ろへ向き直った。


　呪を唱えようとして開かれた久哉の口。けれどもそこから放たれたのは鮮血だった。


　幾度も咳き込み、そのたびにほとばしる鮮血。


　床から伸びたたくさんの棘に全身のいたるところを刺し貫かれて血まみれになった久哉の体は、動きを封じることで拘束されていた。


　白かった衣服が本人の血を吸って紅く染まっていく。


　止まることなく流れ出る血によって軽佻の瞳と同じ紅色に染め上げられるさまは、まさにかの妖の瞳に捕らえられてしまったようにもみえる。


　唇を血で汚した久哉が伏せていた視線をゆるゆると持ち上げると、その先には片膝をついて片手を床につけた軽佻がいた。


「僕もただここにとらわれていたわけじゃありませんよ」


　むしろ長く共にあったがために同調すらしてきていた。


「ですからこんなこともできます」


　にやりと笑う軽佻。


　すると久哉を串刺しにして捕らえていた棘が根元からのびて、少年の体を持ち上げる。


　自身の重みで棘はさらに深くえぐるように突き刺さっていった。


　声にならない叫びと鮮血がまたもや久哉の口からほとばしる。


「いいですねぇ」


　うっとりとした表情と声音で軽佻がつぶやく。


　けれどすぐに驚愕なものへと変化した。


　久哉の足元に突如として出現した炎が渦を巻きながら巨大化すると、久哉の体を棘ごと呑み込んだのだった。


　緩やかに姿を現した久哉の瞳は剣呑な輝きを保ちながら軽佻をその視界にとらえる。


　弧をえがいた唇の隙間から、血に染まった牙が覗いた。


 


　雛を体と尻尾で抱き込むようにしていた陽炎は、扉が開く音をとらえて耳をぴくりと動かした。


「ロウ」


　呼ばれた陽炎は目を開けると頭をもたげて視線を向けた。


　入ってきたのは久哉だった。


　白かった衣服は鮮血で紅へと染まり、無数に穴が開いている。


　顔色も悪く、そうとう血が流れたようだ。


　だからといって陽炎がなにかを思うことはない。ましてや労うことなどあり得ない。


　ひとりで歩いているのだから構う必要もない。


　陽炎は持ち上げた顔を伏せて再び目を閉じた。


「冷たいやつだな」


　苦笑する久哉。


　だが陽炎は一切反応しなかった。


「ロウ？　どうした？」


　さすがにおかしいと思ったのか。久哉が不思議そうに尋ねながら近づいてきた。


　陽炎の目の前までたどり着いた久哉はその前に片膝をつく。


「まあいいさ。おまえはおまえでそういう気分のときもあるだろう。雛は俺が引き取るからゆっくりと休むといい」


　両手を差し出してくる久哉。


　それでも陽炎は尻尾で雛を隠したまま。いかにも渡す気はないといった態度を取った。


「ロウ。どうした。雛を渡せ」


　久哉の声音が危険な気配を纏い始めた。


　陽炎は片目を開けて久哉を一瞥すると、また閉じた。


「ロウ！　いいかげんにしないか」


　荒げた声に、とうとう雛が目を覚ました。


　雛は目をこすりながら体を起こす。


　ぐるりと周囲を見渡していた瞳が、久哉をとらえて止まった。


「あなた、誰？」


　雛は警戒心もあらわに、陽炎の首に腕を回してしがみついた。


 













    22.誰
    「なんだ？　まだ寝ぼけてるのか？」


　呆れたというように久哉は目を見開いた。


　雛は陽炎にしがみついたままふるふると首を振った。


「いいえ、寝ぼけていません。あなたは久哉じゃありません。あなたは誰ですか？」


　はっきりとした雛の口調に久哉は困ったように頭に手をあてた。


「ロウ、雛はどうしたんだ？　おまえからもなにか言ってやってくれないか」


　近づこうとした久哉に、陽炎は牙をむいて唸った。


「おまえもか……」


　久哉はため息をこぼすと、雛と陽炎に背を向けて距離をあけるように数歩前に進んだ。


「なーんでこう一発でわかっちゃったのかなー？」


　久哉とは似ても似つかぬ成人男性の声が聞こえたかと思えば、あっという間に目の前の子供の姿がゆがんで青年へと変化していった。


　振り向いた青年は今まで見たこともない妖だった。定番の黒い髪は前髪も含めて顎のラインできれいに切り揃えてある。ほかの妖は邪魔にならない程度に適当に短くしているなかで異色な存在ともいえた。


「まだほかに仲間がいたのか」


　ようやく口をきいた陽炎に対して、その妖は興味深げな視線を向けてきた。


「へえ、ちゃんと喋れたんだ。実は喋れない下等な妖怪だと思ってたんだよねー。意外意外」


　陽炎をバカにした発言だとはわかったが、雛はむっとしただけでこらえた。横たえていた体を伏せの体勢に変えた陽炎が、絶妙な間合いでもって、雛に背中に乗るように尻尾で促したせいでもあったが。


　すでに乗りなれている雛は妖を睨みつけたまま、陽炎の背中をするりとまたいで膝で挟んだ。これでいつ陽炎が走りだしても振り落されることはないだろう。


　陽炎はおもむろに立ちあがると、ゆっくりと後退る。


　雛は声に出さずに口の中で呪を唱え始めた。


「逃がすと思ってるの？」


　妖は前髪をかきあげて顔をあらわにすると、口角を持ち上げてニタリと笑った。


　陽炎が横に跳ぶ。


　いきなりどうしたのかと雛が問う前に、それまで陽炎たちがいた場所の床が破裂した。砕けた板の破片があたりに飛び散る。


　雛は悲鳴をあげて陽炎にしがみついた。


　妖は紅い瞳を煌めかせた。


「よく避けれたねー」


　舌なめずりをした妖は、これならどうかとさらに力をふるった。


　いつ呪を唱えているのか。雛にはまったくわからない。陽炎の背中に乗せてもらっていなければ、今頃無事ではいられなかっただろう。むしろ生きてはいない可能性のほうが高かった。


（どうやって）


　口の中で呪を唱え続けながら雛は頭を巡らせる。


　陽炎がわかるのだからなにかがあるはずなのだ。


　見えるものだろうか。見えないものだろうか。


　妖の動きを注視しながら陽炎の動きと照らし合わせてなんとか突破口を開こうとした。


　だがさしもの陽炎も避け続けることはできなかった。


　妖の攻撃が過激さを増す。


　床の大部分はすでに破壊されており、あちこち穴だらけだ。そのぶん逃げるための足場の確保も難しくなっていく。


　妖のほうもそうやって追い詰めていくことを楽しんでいたようだが、それだけでは物足りなくなってきたのか、徐々に遊びの部分が減ってきていた。


　逃げることができる場所が限られているのだ。次にどこへ逃げるかがわかっていれば時間差で攻撃をしかければいいことになる。


　妖は少しも動かずにただ見えない力を放ってくるだけ。


　対して陽炎は逃げの一手ですでに後がない。


　かろうじて残っていた桟を足場にして次へと飛び移ろうとした陽炎だったが、そこはすでに彼らを支えるだけの強度は残っていなかった。


　あっけなく砕け散る桟と支えを失って落ちていく陽炎たち。


　その瞬間を狙って放たれた妖の攻撃。


　雛は力の直撃を受けて陽炎の背中から吹き飛ばされたのだった。


　床だったところはすでに木の破片で埋め尽くされている。


　そのうえを勢いよく転げていったのだから、雛の全身はあっというまに傷だらけになってしまった。


　割れた板の端で切ってしまった傷もあれば、破片が突き刺さってしまっている傷もある。


　流れ出た血で着替えたばかりの白い服がみるみる紅く染まっていった。


「……ッつぅ」


　壁にぶつかってようやく止まった体。雛は痛みでぎくしゃくさせながらもなんとか体を起こした。


　額を伝う鮮血を手のひらでざっと拭って顔をあげる。


　陽炎の姿を探せば、床の穴に中途半端に体が挟まってもがいているところだった。


「ロウ！」


　駆け寄ろうとして立ち上がりかけた雛は、足に力を入れたところで走った激痛によって再びうずくまる。


　よくよく見れば左足の甲に棒状に砕けた板の破片が突き刺さっていた。


　即座に抜こうとして棒に触れるが、それだけで激痛に襲われて瞬時に手をはなしてしまう。


　見る間に涙ぐむ自身に、雛は情けなさから余計に泣きそうになって俯いた。


　そんな雛の耳の陽炎の悲鳴が突き刺さった。


「ロウ？」


　顔をあげてみれば、潤んだ視界の中でも、陽炎が攻撃を受けて血まみれになりながら苦しみ悶えている様子がはっきりとわかった。


「ロウ!?」


　雛は慌てて周囲を見渡した。


（なにか、なにかないの……）


　そんな雛のもとに、妖が放った力の余波で吹き飛ばされてきた籠が目に入った。


　そこに行こうとして、雛はまたしても痛みでうずくまる。


　雛は陽炎を見て、次いで左足を見た。


　おもむろに左の袖口を口にくわえて噛みしめると、右手で突き刺さったままの破片をつかんで躊躇なく引き抜いた。


　ざっと体を撫でて同じように刺さっていた破片を取り除いていく。それにより出血は増したが、今は動きを遮られるほうが命取りになる。


　不幸中の幸いというべきか。自力では抜けないほどの大きな破片は刺さっていなかったので雛一人でもなんとかなった。


　痛みであふれでた涙を袖で拭いとると、雛は顔をあげて籠のもとまで向かった。


　妖は陽炎を攻撃することに夢中のようだ。


　非力な雛は眼中にないのか。それとも先に陽炎を片づけてからじっくりといたぶるつもりなのか。この青年も妖である以上、軽佻と同じように子供を産ませようとしているのかもしれない。


　どちらにしろ意識から逸れているのであれば雛にとっても好都合だ。


　痛みに気を取られないように歯を食いしばって体を起こした雛は、それでもできるだけめだたないようにと中腰になって静かに移動した。


　籠の中には雛が風呂上りに体を包んでいた大きな布が入っていた。


　それを取りだしてざっと広げてみる。


　破れてはいないようだ。


　雛はギュッと拳を握りしめた。


（できたっ）


　準備を終えた雛はふっと肩から力を抜いた。


　けれど本番はこれからなのだと気を引き締めた。


　陽炎がもらす呻き声はひっきりなしに聞こえている。


　これ以上は陽炎ももたないのではないかと思えるほどに妖の攻撃は執拗だった。


（なんて性格の悪い）


　不快な気分を、深呼吸をすることで散らす。今は陽炎を助けることが先決だ。


　妖からの攻撃はひっきりなしとはいえまったく合間がないわけではない。


　雛は足に力を込めると、陽炎の口から声がもれた瞬間駆けだした。


　一目散に陽炎のもとへ向かった雛は、ほとんど動かなくなっている体を飛び越えて妖との間に割り込む。


　同時に持っていた布を広げて自身と陽炎の体を覆うように被せた。


　雛は素早く手で印を組む。


　小指と薬指を内側で組み、左右の中指の先を合わせる。人差し指はまっすぐ立てて外側に広げ、親指は揃えた。


　浄三業印明、佛部三昧耶、蓮華部三昧耶、金剛部三昧耶の四つの呪は雛自身の血でもって四辺に記している。


　残るは一つ護身三昧耶のみ。


　雛は喉に力を込めて呪を唱えた。


「オンバザラギニハラジハッタヤソワカ」


　布は淡い輝きを得て雛と陽炎を覆うと、直後に放たれた妖の攻撃を弾いた。


「ロウ、床を壊せる？」


　今のうちに床を壊して挟まった体を解放するように伝えた。陽炎の爪を使えばすぐに切り裂けるはずだ。


　それをしなかったのは雛がこの建物の中にいたからだ。


　雛を置いて逃げることができなかったために陽炎は甘んじて攻撃を受けていたのだから。


「遅くなってごめんね」


　雛がすぐに陽炎のもとに戻ってこれなかったためにこれほどまでに傷を負わせてしまった。


　だが陽炎はふっと吐息で笑った。


「くだらないことを言ってないでしっかりつかまってろ」


　無言でうなずくと、雛は陽炎の首に右手を回して、左手で布をつかむ。


　床板の破片が体に傷を増やすのにも頓着せずに、陽炎は爪を振るってようやく拘束から逃れたのだった。


　ふたりの体は支えを失って落下する。


　地面に降り立った陽炎は一気に駆けて建物の床下から抜けだした。


　その間何度も床板が棘状に変化して頭上から襲いかかってきたが、それらは雛が持っていた布に触れると霧散していった。


 













    23.消滅
    　ようやく外に逃げだすことができた雛はほっと息を吐きだした。


　けれどそんな雛を嘲笑うかのように突如突風が吹きつけてきて布を大きくひるがえした。


　ただの風に布の結界は効力を発揮しない。そもそも苦し紛れの簡易の呪だったため、向けられる害意から己を守るためには自身で布を操らなくてはならない。そのため風を防ぐためには、向かってくる風の盾になるように布を持ってこなければならなかったのだが、雛にはそこまで素早く反応することはできなかった。


　そのまま風の力に負けて、布は雛の手から離れて遠くへ飛んでいってしまう。


　自然は妖に味方したのだろうか。


　わずかにあきらめの気持ちが芽生え始めたが、雛はその思いを振り払うように頭を振った。


「久哉はどこだろう？」


　久哉と合流できればまだなんとかなるのではないか。


　あたりを見渡して久哉の姿を探す。


　再び吹きつけてきた風が砂をまきあげる。雛は顔をしかめて目を伏せた。


「雛……ッ」


　地面が鋭く尖ったいくつもの棘となって陽炎たちに襲いかかった。


　棘は陽炎の体を突き抜けて雛をも貫いた。


　雛は両腕と両脚を刺し貫かれて宙に拘束された。


　さきほどまでいた建物の壁が一部吹き飛んでそこから妖が出てくる。


「逃がさないわよぉ？」


　妖の青年が腕を振ると、さらに土の棘がのびて雛に突き刺さる。


「ようするに胎だけ無事ならいいんだから、手足はいくらでも傷つけられるのよ？　おわかり？」


　すでに狂気にとりこまれているようだ。妖の瞳に理性は感じられずただ子を生そうとしている。


「ほんとうなら気持ちよくさせてあげたんだけどねぇ……」


　そこで言葉を切って意味ありげに嗤う。


　いかにも逆らった雛の愚かしさを嗤っているようだった。


　妖の青年が前髪をかきあげる。


　左目がチカリとわずかに光ったように感じた。


　錯覚だろうか。


　流れ続ける血のせいでだんだん朦朧としてきた雛は、自信を持って言い切れなかった。


　なにかが足を這う感覚がして見下ろすと、雛の足にはいつのまにか緑色の蔦が幾本ものびてきており巻きついていた。


　さらにのびてきた蔦は同じように雛の体を這い上がって腕へと巻きついていった。


「なっに、これっ」


　雛の動きを封じるに足る量の蔦が手足に絡みついたところで、土の棘がぼろぼろと崩れ落ちていく。


　ただし雛に突き刺さっていた棘だけで、陽炎のほうはそのままだ。陽炎も妖を睨みつけているものの動くことはできないようだ。


「ちょっと、やめてよ。人をものみたいに扱わないで！」


　逃れようと暴れてみるのだが、手足はびくとも動かなかった。


　気がつけば目の前に妖がいる。


　まさに今の雛は妖に差しだされた生け贄だった。


　妖の手が、雛の頬を撫でてからゆっくりと首筋へとおりていく。そのたびに雛の体は恐怖で震えた。


　そんなことはお構いなしに妖は口元に笑みを浮かべたまま、雛の体形を手のひらで確認するようにゆったりとした動きで撫でていく。


「触らないで！」


「おバカさんだねー。触るなと言われてやめるわけがないでしょう？」


　すでにぼろぼろになっていたトーブを両手でつかんだ妖がそのまま左右に引っ張れば、たやすく裂けて雛の肌をあらわにした。


「そうねぇ、まだちょっと青いけど、機能は問題ないわねー」


　雛のお腹を指先でチョンとつついた妖は、残っていたパンツも同じように裂いた。


「面倒だから、もうこのままいただいちゃうわね」


　妖が自身の衣服を緩め始める。


　雛はめちゃくちゃに暴れた。


「いやぁ！　私は久哉の子供以外産まないんだからね！」


「だったらいつまでもそんな奴に捕まっているんじゃない」


　ぼろぼろと泣きながら叫んでいた雛は、聞きなれた声を拾って反射的に顔を向けた。


「久哉ぁ！」


　こちらも血で真っ赤に染まったうえに、穴だらけでぼろぼろになった衣服を纏っていた。


　まさに久哉も雛も陽炎も満身創痍である。


　だが誰一人瞳から精気をなくしたものはいない。


「軽佻はどうしましたー？」


　目を眇めて久哉を見返す妖。


　久哉はわずかに口の端を持ち上げた。


「誰のことだ？　軽佻も形兆もいないが？」


「殺しましたね？」


「消滅させただけだ」


　久哉は指を立てて揃えた左手をまっすぐ胸の前に持ってきた。


「ナウマクサマンダバザラダンカン」


　そのまま片膝をつくと左手の手のひらを地面へと叩きつけた。


　そこから地表を走った炎は、陽炎を拘束していた土の棘を砕き、雛をとらえていた緑の蔦を焼き尽くした。


　妖は慌てたように数歩とびしさる。


　入れ替わりのように雛のもとにたどり着いた久哉が、落ちてきた体を両腕で受け止めた。


　雛は久哉の首に腕を回す。


「久哉ぁ」


「バカ雛。いつまでやられっぱなしでいるつもりだったんだ」


「だって私、久哉みたいに力がないもの」


「だから溜めておいてやっただろう。なぜ使わない」


　雛は意味がわからなくてきょとんとした顔で久哉を見返した。


　久哉は苦笑する。


「本人も気づけないほど偽装したつもりはなかったんだが……」


　久哉が雛の髪を撫でると、白かった髪が銀の色を持つ髪へと変化していった。


　雛は目を丸くして自分の髪を見つめた。


「私の髪、どうなったの？」


「おまえの白髪は、力を溜めこむことができる」


　雛が持つ力自体は人と同じ弱いものだ。


　むしろ弱すぎるといってもいい。


　だが唯一雛にだけできることがあった。髪に力を溜めることだ。


　普段は一定の量を超えると自然に外に排出される力。


　けれど雛は力が溜まっていく様子を思い描きながら呪を唱え続けたり、他人から注ぎ込まれた力を体から髪に移して溜めこむことができた。


　髪の色の濃さは力の大きさに比例する。力の大きさは肉体の強さでもあった。


　だから白髪の雛は、久哉や陽炎に触れながら眠ることで力を分け与えてもらえなければ健康を維持できないほどに弱かった。


　幼いころに病気がちだったのは、髪が短くて溜めこめる力の量が少なかったからだ。


　軽佻から与えられた熱を短時間で体から抜くことができたのは、久哉が髪へと移したからだった。


　髪に力が溜まってくると銀色に染まってしまうのを隠すために、白く見えるように偽装したのも久哉だ。髪を乾かしながらおこなったので誰もそのことに気づかなかった。


　もっとも雛自身も自覚がなかったのは久哉の誤算だったようだ。


「だがそれでよかったのかもしれないな」


「どういうこと？」


「これで一気に片づけられる」


　久哉の挑発めいた言葉に、妖はさも不快そうに眉間にしわを寄せた。


「そんなに簡単にやられるわけがないでしょー」


「好きなだけ吠えていろ。すぐに父親と同じところへ送ってやる」


「……どうしてそれを？」


「あの柱の呪の主が生け贄として身をささげたとしたら確実に子を孕んでいただろう。だったらこの村で産まれた妖が一体は必ずいるはずだからな」


　妖の子種は一度注がれると受胎するまで子宮に留まり続ける。そのうえ一度懐妊するとおろすことは不可能だ。胎の中の妖が己の誕生のために自身と母体を守ろうとするので、母親自らが命を絶とうとしても叶わない。だからこそ女性は余計に恐れるのだ。


　久哉は嗤った。


　腕に抱えていた雛を地面におろして、右手を取る。


「雛、ちょっとのあいだ我慢しろよ」


　なんのことかわからなかったが、雛は素直にうなずいた。


　手首をつかまれた右手が、久哉の口元に持っていかれる。


　くわえた人差し指をねっとりと舌で舐められて目を瞠る。


　すぐに痛みが走って反射的に腕を引こうとしたが、手首をつかまれているため逃げることはかなわなかった。


「ひさ、や？」


　指の先を歯で噛み切られたのだとわかった。だが久哉がなぜそんなことをしたのかわからずに思わず名を呼ぶ。


　けれど久哉は指をくわえたまま雛を一瞥しただけで、流れ出る血を口で受け止めるだけ。


　わずかにうごめく舌がときおり指に触れるだけ。


　雛は心の中で「あ」と呟いた。


　呪を唱えているのだとわかったのだ。


　緊張と痛みから思わず入ってしまった腕の力を抜くと、久哉の目が満足げに細まった。


　落ち着きさえすれば血の流れとともに髪に溜めた力が久哉へと流れていくのがわかる。


　だがただでさえ血が流れ過ぎて貧血を起こしかけていたところにこれでは、だんだん立っていることができなくなってきた。


　ふいに膝が崩れる。


　もう駄目だと思ったときには膝から力が抜けていたのだが、倒れる前に久哉があいているほうの腕を腰に回して雛の体を支えた。それからゆっくりと自身の膝を折って片膝をつくのに合わせて雛の体も地面へと座らせていく。


　その隙を狙って妖が地面を隆起させて棘をのばし、はたまた空気を圧縮してぶつけてきた。


　逃げようもないそれを爪で切り裂き、尻尾で弾いたのは陽炎だった。間一髪で妖と雛たちのあいだにその身を滑り込ませたのだ。


「やられっぱなしのいいとこなしは性に合わないからな」


　ニヤリと笑えば牙があらわになる。不用意に近づけばいつでも噛み切ってやるという陽炎の意思表示だ。


　時間稼ぎは陽炎が務めてくれたので、久哉と雛は心置きなく自分の役目をこなすことができた。


　ようやく久哉の舌の動きが止まる。


　もったいぶるようにくわえていた雛の指を口から出せば、指先には血で梵字が一文字書かれていた。


　人差し指だけ立てて、ほかの指は軽く曲げる。添えられた久哉の手によって同じ形を成した二人の指先は促されるままに地面へと向かう。


　耳打ちされた久哉の言葉にうなずき返して、雛は唾を飲み込んだ。


　息を合わせて呪を唱える。


「ナウマクサマンダボダナンバク」


　二人の指先が地面へと触れた瞬間、そこから渦を巻くように力がほとばしる。


　あおられて舞い上がった雛の髪の色が白に戻ると、力はさらに爆発して村全体を瞬時に駆け巡った。


　溜まりに溜まった妖の気配。それに浸食されて妖と同調するまでに至った村の土地と建物。


　そのすべてが浄化されていく。


　させてなるものかと渾身の力で放たれた爆裂の術諸共に、妖は核をも含めたその体ごと粉砕されて消滅していったのだった。


　ぐらりと傾ぐ雛を支えながら、けれども正直久哉も力をほぼ使い切って意識を失う寸前ではあった。


　重い頭を持ち上げる。


「ロウ、動けるか？」


「おまえよりは多少」


　全員揃って血まみれのぼろぼろ。


　特に雛は人の身なので一番厄介だ。


　未だ夜は明けず、久哉は治癒の呪が使えない。


　どうしたものかと思案していると、風にあおられた大きな布が視界に入った。


「ロウ、あの布をとってきてくれるか？」


　そのくらいならばと陽炎は軋む体を動かした。久哉がいうからには雛に関係があることだとわかったからでもある。


　雛が盾代わりに使った布。


　久哉はふっと息を吐きだした。


「これなら使えるか」


　自身の指先を噛み切って血を出すと、その血で布に快癒の呪いをえがいた。


　完成した呪いつきの布で雛の全身を包む。


「ロウ、雛を頼む」


　雛を預けようとした久哉の手を、陽炎が尻尾で叩いた。


「そのまま抱いてろ」


　陽炎は雛を腕の中に抱えている久哉の背後にまわると、その場に横になった。尻尾で久哉たちを引き寄せて腹にもたれかからせる。


「寝ろ」


　久哉は小さく笑った。


「どういう心境の変化だ？」


「オレも疲れててこれ以上動きたくない。それだけだ」


「そうか」


「そうだ」


　陽炎は前足を交差させてそのうえに顎を置く。


　尻尾で久哉と雛の二人を守るようにあたためるように囲う。


　ほどなくして三つの口からそれぞれ寝息が漏れ始めたのだった。


 













    24.自由とは
    　夜が明けて昼の神子の力を得た久哉は、さっそく全員の傷を治していった。


　高床式の建物はすべて木端微塵に砕けていたが、なぜか井戸は無事だった。炊事場の屋根や壁も粉々に砕け散っていたが、かまどは使えなくもない。


　妖だとてなにも食べずには生きられない。


　本能という言葉に惑わされて妄執に囚われてしまったものの、井戸やかまどといった命をつなぐものへの敬意は残っていたのかもしれない。


　ただ風呂桶が無事だったことには笑ってしまった。


「あいつらはきれい好きだったのか？」


　軽口をたたきながらも、ちょうど良いとばかりに、破片を片づけて、せっせとかまどで沸かしたお湯を運ぶ。


　浴室の屋根や壁ももちろんなくなっていたが、どうせさんにんしかいないのだからと気にすることなく、体にこびりついたままの血を交代で洗い流していった。


　冷たい川の水で血まみれの体がきれいになるまで念入りに洗うことを思えば、お湯を沸かす手間などさほど苦労と感じなかった。


　汚れた衣服は洗ってかまどのそばに干す。


　破れて血まみれになった衣服も一応洗って干しておいた。なにかに使えるかもしれないからだ。


　汚れを落として、乾いた服を着て、焼いておいたカンショを食べる。


　村を覆っていた結界はもうない。妖もいない。罠もない。


　月日がたてばこの廃村へも人や動物が訪れるようになるかもしれない。


　その日のためにきちんと後片づけをしてから村をあとにした。


　それから十数日森の中を移動して、ようやく欠片を持つ者のところへたどり着いたのだった。


　雛と陽炎は久哉から数歩後方で立ち止まった。


　焚き火のそばに立つのは若い女性一人。


　天幕もなにもない。


　女性の緩やかに波打ちながら肩をわずかに超える程度の長さに揃えられた赤茶けた髪と、期待に満ちて煌めく瞳の色は平均よりもやや黄みが深くて明るい色をしていた。それが整った目鼻立ちをさらに引き立てていた。


　久哉の外見でミコだと確信した女性がその場で膝をつく。


　首にかけていた紐を引っ張って吊り下げていた小袋を引きだす。小袋の中から欠片を取りだした女性は、それを手のひらにのせると久哉へ差し出すようにして掲げた。


「昼の神子さま、夜の巫女さま。約定の品をお持ちしましたので、どうぞ私の願いをお叶えください」


「なにを所望する？」


「自由を」


「どのような？」


　女性は意味がわからないといったふうにしきりにまばたきを繰り返した。考えてもわからなかったのだろう、同じ言葉を口にする。今度はやや脅しをはらんでいた。


「自由は自由でしょう？　約定を違えるのですか？」


「約定をというのであればなおさらです。明確な望みでなければ叶えられないこともご存じのはずですが？」


「だから自由をと言っているでしょう。ほかになにがあるというのです」


　久哉は一つ息を吐きだした。


「私が知る自由と、あなたが言う自由が同じとは思えませんが？」


「なにを言っているのかわからないわ。自由は自由。なにものにも束縛されないこと。意味なんてそれ一つしかないじゃない！」


　女性が言い切った瞬間、久哉がわずかに口角を持ち上げた。


「心得ました」


　では、といって久哉は結んだ刀印で女性の首を薙ぐようなしぐさをした。すると女性の首に赤い横線が走って体がかしぐ。まるで見えない血がそこからふきだしているようなのだが、首には赤い線が横に引かれているだけで傷はない。血も流れていない。しかしかしいだ女性の体は地に伏せる前に空気にとけゆくように消えゆき、命は確実に今世から解き放たれたことを知る。


「自由……」


　その様子を見つめていた雛がぽつりとつぶやく。


　久哉は女性の手のひらからこぼれ落ちた欠片を拾い上げると雛を振り返った。


　じっと見つめてくる瞳に居心地が悪い思いをしていると、久哉が口を開いた。


「雛にとっての自由とはなんだ？」


　雛は小首をかしげた。


　自由とは。


　たとえば自分がやりたいことをできる時間。


　たとえば誰かに拘束されないこと。


　たとえば身勝手でわがままな行為。


　たとえば誰かやなにかに邪魔をされないこと。


　たとえば言いたいことを言わせてもらえる状態。


　考えれば考えるほどこれだと言い切れなくなっていく。次第に雛の眉間にしわが寄ってきた。


　久哉がその皺を指先でつつく。雛は逆に問いかけてみた。


「久哉にとっての自由ってなに？」


　久哉は薄く笑った。


「命の解放」


「命の……解放……？」


　雛はつぶやきながら視線を女性がいた場所へと向ける。


「だから……？」


　殺したのか。


「それもある。だが彼女が望んだのはなにものにも束縛されない自由だった。だからだ」


　肉体に縛られない自由。


　時間に捕らわれない自由。


　摂理から逃れる自由。


　さまざまな事象現象から逃れるためには『無』になるしかない。


　だから一見ただ死んだだけのように見えても、実際は『死』とほぼ同時に『無』になっている。だから骸さえ残らない。


「彼女が望んだ自由の結果だ」


　雛はもう一度女性がいた場所へ視線を向けた。


　雛には『死』と『無』の違いはわからない。どちらも命が欠けた状態という意味においては同じとしか思えないからだ。


　腰のあたりまで持ち上げた両手に視線を落として雛はぼんやりと考えていたが、久哉がそれを遮った。


「考えたところで今すぐ答えなど出ないぞ。むしろ考えすぎればすぎるほど頭が混乱して精神を病むだけだ。自然に答えが出るまでほっておけ。さて、次はどちらへ行きたい？」


　久々の問いかけと共に久哉が指し示す先には三本の道。


　なぜ久哉はいつも雛に道を選ばせるのか。初めて不思議に思った。


「ねえ久哉。どうして私に選ばせるの？」


「どの道を選ぼうとすべての欠片が集まるまでは俺の行く先が変わることはない。しかし雛は違う。どの道を選ぶかで送る人生が大きく変動するからだ」


　自分の人生は自分で選べたほうがいいだろうということだった。


　そんなことを言われてしまうと、とたんに選ぶのが怖くなった。


「私が選ばないといけないの？」


「今言ったとおりだ。それとも意思の無い人形のようにただ流されるだけの人生のほうがいいか？　それを選ぶのも雛の人生ではあるからな。どうする？　俺が決めてやってもいいぞ」


　そんなことを選択しようものならたちまち久哉に軽蔑されるだろう。雛は即座に首を横に振ってそれを断った。


　後ろにいる陽炎を見返す。


　予想どおり腰を落として座ったままなんの反応も示さなかった。


　雛が決めろということだ。


　前に向き直った雛はもう一度三本の道に目をやった。


「左の道へ」


　理由もなにもない。ただの思いつき。この選択が今後どうなるのか。改めて考えると背筋が震えそうになる。


　進む道を選んだものの、萎縮して一歩も足を動かせなくなってしまった雛の腰を陽炎の尻尾がポンと叩いて促す。


　そのまま雛を追い越して左の道を進もうとする陽炎につられるようにして雛もようやく足を踏み出した。


「ねえロウ。ロウは私が選んだ道でいいの？」


「オレは雛について行くといっただろう。もう忘れたのか？」


「そうじゃないけど、それでいいの？」


「そもそもオレには特に目的はない。雛と一緒にいる。望みはそれだけだから。あとはまあ成るように成るんじゃないか」


　雛は考え過ぎなのだと陽炎が言う。


　嫌になれば離れれば済むだけの話だ。だから気負う必要はないのだとも。


「そういうものかなー？」


「そういうものだろう。ヒサヤもさっきそう言ってただろう」


　たしかに言葉は違うけれど言っている内容は同じだ。


　とはいえあらためて考えると一つ疑問がわいた。


「ねえ久哉。久哉はどうして私と一緒にいてくれるの？」


　振り向いた先。久哉の瞳が紅くまたたいたような気がした。


 













    25.最後の欠片
    「久哉？」


　立ち止まったままの久哉はしきりにまばたきを繰り返していた。


「どうしたの？　久哉」


　心配になった雛は慌てて駆け戻った。


　間近で覗き込んでみて、雛は見間違いでもなんでもないことを知った。


　焚き火の明かりのせいじゃない。


　女性がつかっていた焚き火は、森へと燃え移らないようにすでに消してある。


　ここがひらけた場所で、いくら満月で明るいからといっても漆黒の瞳が紅く見えるはずはない。


「久哉……瞳の色が……」


「ああ。やはりそうか」


　自分でもなんとなくはわかっていたらしい。


「久哉、妖に戻るの？　そもそもどうしてミコになったのか訊いてもいい？」


　こんなことを訊いてもいいのだろうか。そんな気持ちが雛の声を弱くする。


　久哉は小さく息を吐きだした。


「そうだな」


　ちょうどいい機会かもしれない。


　久哉はそう言って軽く左手を振る。それだけでそばにあった大木が一本伐り倒されたのだった。伐れた場所はちょうど久哉が左手を振った位置だった。


　けれど直接手が触れたわけではない。久哉と大木のあいだは、目一杯腕をのばしたとしても触れないくらいには距離があった。


「久哉がやったの？」


　呪は唱えなかったはずだ。


　雛は久哉と倒れた大木とを見比べた。


　久哉は左手を握ったり開いたりする。それを数度繰り返した。


「力が戻った俺が呪を唱えずに振るえる術の一つだな」


「力が戻った？」


「さきほどの欠片で昼と夜に分けられていた力が一つに戻った。だから残りの欠片はあと一つ。それが揃えば封印がすべて解けてこの子供の体も本来の姿に戻る」


　久哉こそいわゆる禁忌の子供であった。


　母親が妖に襲われてできた子供。


　母親は久哉を産むと同時に息を引き取り、久哉は儀式によって『時』を奪う呪をかけられた。呪をかけたのは母親自身だ。儀式用の陣をえがいてその中で久哉を産んだのだ。


　奪われた『時』は砕かれて、欠片は世界中に散らばった。


　そうして強制的にミコに仕立てあげられた久哉は、『時』を取り戻すために旅に出た。


　その旅の合間に久哉が女性を襲うことがないように対策も取られていた。


　妖の血により、生れ落ちてすぐに青年の姿に成長していた久哉だったが、儀式によって子を孕ませることができないようにと子供の姿へ封印された。


　また安易に人の命を奪わないようにさせるために、力も昼と夜に分けることによっておさえられた。


「子供の体になった分、力の総量も減ってしまって、すぐに力尽きて倒れるようになってしまったのは痛手だったな」


　左手を見つめたままで久哉は苦笑した。


「お母さんが……」


「そうだ」


　雛も両親に捨てられた子だ。


　けれど貴重な欠片を使ってまでミコに――久哉に預けてもらえた。


　手を汚すことを厭うたのかもしれない。


　けれど村では育てることができなかった雛を生かすために、村にとって貴重な宝を差し出してくれたのだとも言えた。


　こうして雛が考えられるようになったのも、生きてここまで成長できたからだ。


「久哉のお母さんも、心が成長する時間を与えて考えることができるようになってほしかったんだね」


　被害者を出さないようにするためであれば、妖として成長する前に命を奪ってしまえばよかっただけ。


　けれども妖であっても我が子だと認めていたのだろう。


　そのままであればほかの妖たちのように生殖本能だと言い訳して、なにも考えずに女性を襲い続けていたに違いない。


　久哉が軽佻に対して『己を正当化するための言い訳に使っているだけ』と言い切れるまでに成長できたのは、ミコとしての年月があったからだろう。


　久哉は同意も反論もしなかった。


　所詮雛の考えたことで、真実を知るものはすでにこの世にいない。


「それで久哉は最後の欠片が見つかったらどうするの？」


　伐り倒された大木に腰かけた雛は話を元に戻した。


　久哉は『すべての欠片が集まるまでは俺の行く先が変わることはない』といっていた。


　ということは集まった先のことは決まっているということではないだろうか。


　どうしていまだに雛と一緒にいてくれるのかの問いにも答えてもらえていない。


　久哉の口調は淡々としたものだった。


「いっただろう。命の解放だと」


　それは久哉にとっての自由はなにかと尋ねたときの答えだった。


「久哉は自由になりたいの？」


「ああそうだ」


「じゃあ最後の欠片が見つかったら、もう一緒にはいられない？」


「そうだ」


「どうしても？」


「おまえにはロウがいるだろう」


　たしかに陽炎はずっと一緒にいてくれるといっている。


　久哉がいなくなっても独りになるわけじゃない。大切な友達がそばにいてくれるのだから。


　けれど、大切な家族は……。


　雛はお腹の上に手をあてた。そこの帯には雛の宝物が隠してある。


　陽炎にさらわれて、初めて久哉のそばを離れて独りになったときに見つけて、雛を慰めてくれたきれいな小石。


　帯の上から小石に縋るように押さえた。


「でも私は――雛は……。陽儺《ひな》は陽狭夜と夫婦になってこれからも一緒に暮らしたい。そして陽狭夜との赤ちゃんのお母さんになりたい」


　ぴくりと久哉の瞼が震える。眇められた目は剣呑に紅く揺らめいた。


「俺を縛るというのか？」


「縛る？　どうして？」


「俺にとっての自由とはなにかを教えたばかりだろう」


「でも久哉は今すぐ自由になりたいとは言わなかったよ」


　久哉にとっての自由とは命の解放だとは聞いた。自由になりたいとも。けれど今すぐとは言わなかった。そして雛の『どうしても』の問いには答えなかったのだ。


　そうやって一つ一つ指摘していけば盛大なため息をつかれた。


「やられたよ。ここで真名を使うとは。それに」


　言葉を途切れさせた久哉。どうしたのかと雛が首をかしげれば、久哉は雛が小石を押さえている手を指差した。


「おまえが最後の欠片を持っていたとはな」


　これでは願いを叶えないわけにはいかない。そう愚痴る久哉。


　雛は慌てて帯に挟んでいた小石を取りだした。


「最後の欠片ってこれのこと？」


　差し出してきた久哉の手のひらに小石をのせる。小石だと思っていた欠片を持った手を久哉がぎゅっと握りしめると、そこから光があふれて久哉を包み込んだ。


　光の中にぼんやりと見える久哉の影はゆっくりと成長していき、やがて光が消えたあとには妖だとわかる青年が立っていた。本来の姿を取り戻した久哉だった。


「ミコは欠片を持つ者の願いはなんであろうと叶えなくてはならない」


　久哉の紅い瞳が無表情に雛を見下ろしながら、初めて聞く男の声で告げた。だが不本意だと思っていることはしっかりと伝わってきた。


　だから雛はまっすぐ紅い瞳を見返しながら言い切った。


「どうしても嫌なら断ってもいいよ」


「望むのではないのか？」


「久哉も同じように望んでくれないのだったら意味がないから」


　でもミコとしての約定に従わなくてはならないというのであれば、まずはこれまでどおり一緒に暮らしてほしいと願った。


「私は陽狭夜と陽炎とさんにんで暮らしたい。私がもう少し大人になって、そのとき久哉が奥さんにしてもいいって思ってくれたら夫婦になりたい」


　もちろん子供の問題もある。妖である久哉の子供は当然妖だ。生まれてすぐに青年へと成長する。けれどそれではだめだと雛は思った。


　人と同じように時間をかけて心と体を成長させなければ、欲に負けてしまうような弱い存在にしかなれない。久哉や軽佻たちを見てきてそう感じたのだ。


　だからそういう呪も見つけなければならない。


　無意識に名と真名を使い分ける雛に、久哉はお手上げといった感じで両手を持ち上げた。


「わかった。そういうことなら俺も異論はない」


　そうして適当な場所に家を建ててとりあえず一緒に暮らすことになった。


　数年ののち、雛と久哉の間に子供が産まれる。


　雛と久哉、どちらも禁忌の子供として産まれたがために、実の親のぬくもりを知らずに育ってきた。


　しかし決して人のぬくもりを知らずに育ってきたわけではないので、互いにぬくもりを分け与えあう夫婦として、家族としての関係を作り育てていったのだった。


　今はもう追儺の願いを込めずとも、昼と夜のはざまに捕らわれずともよい。


　ただ静やかに暮らせよと凪《なぎ》と名づけられた子供と、意外にも率先して子守を手伝った陽炎と共に、それからもゆったりと穏やかな時を過ごしていったのだった。
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